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　プロローグ



「ふいにゅ～。ふいふいにゅう～」

　とある休日の午後。

　夏の暑さも薄れ、窓の外では涼しげな秋風が吹き始めている。

　俺おれの部屋の床で、フニュは手足を広げ、虎とらのカーペットみたいな格好で寝そべっていた。窓から射しこむ日ひ溜だまりの中で、毛並みをきらめかせている。

「どうだ、フニュ。陽ひが当たって気持ちいいだろ」

　屈かがんで手を伸ばし、心地よさそうにまどろむフニュののど元をそっとなでてみた。

　吸いつきそうなほど柔らかい、ふにゅっとした触感が伝わってくる。

「ふいにゅ～ん」

　フニュは両手で俺の指をつかむと、寝ぼけたような声を出してほおずりしてきた。

　この大きめのモモンガのような生き物は、千五百年以上前に栄えた姫の王国で飼われていた、ホムンクルスと呼ばれる人造生命体だ。今となっては絶滅したはずの存在だが、この夏、海賊の島に行ったとき彼らの生き残りに出会い、懐かれてしまったのである。

　耳は長く、額には短い角つのが生え、背中の皮膚にはうっすらと、紐ひもが複雑に絡み合った模様が見える。古代文様が描かれているのだ。

　……が、うららかに昼寝するフニュの顔を見ていると、人造生命体などと忘れてしまうようなあどけなさで、つい頭をなでてやりたくなってしまう。

「ほーら、こっちもくすぐってやるぞ」

　指先を、額から鼻筋に沿って滑らせた。

「ふいにゃぁん」

　フニュはくすぐったそうに顔をピクピクと左右に振った。

　あーもう、いくらなでても飽きないなぁ。

　……と、ふいに背中に、じとっとした視線を感じる。

　フニュをなでる手を止め、俺おれはゆっくりと振り返った。

　部屋の戸口に立ち、腰に手を当て、イヤそーなものを見るような白い目を向ける少女。

　ユズハが、じっと俺を見下ろしていた。

「な、なんだよ」

「なんだよではないっ。レンよ、さっきから何をやっているのだ」

「何をって、フニュの世話をしてるだけだってば」

「なぁにが世話であるか、この腐れ臣民がっ！　さっきから聞いておればペット相手に『ほーれくすぐっちゃうぞうひひひひ』などと抜かしおって。気色悪いことこの上ないぞ！　鳥肌が立って仕方ないわっ！」

「う、うるさいな。うひひなんて言ってねーっつぅの！　ったく、何怒ってるんだか」

　ユズハはつんと口を尖とがらせたまま部屋に入ってくると、フニュの隣に立った。

「だいたいだな。フニュフニュが寝そべっているところは、余の寝床であるぞ。ほれペット。おぬしは庭に犬小屋でも建てて寝るがいい」

「ふにゅん」

　フニュにそっぽを向かれ、ユズハは両手を握りしめて歯ぎしりした。

「うぬぬぬぬ、ペットのくせに主人を無視するとは、なんと大胆不敵な奴だっ！　やるか!?　えぇ、やるってのか!?」

「主人って、ユズハ、一度もフニュの世話したことないだろ」

「何を言うか。ペットと言えど、姫である余を敬うことは当然であろう」

　ユズハは腕を組み、堂々と胸を反らせた。

　彼女の言うとおり、ユズハはこの世界を創世した姫たちの一人だ。姫は、俺たちに伝えられる神話では六人いることになっていた。すなわち、闇やみの姫、光の姫、水の姫、火の姫、命の姫、言葉の姫、である。

　だが神話には伝えられない、もう一人の姫がいた。それが死の姫、つまりユズハのことだ。かつて姫の王国が戦火にさらされたとき、姫たちは国を守るために戦った。だが戦争で死んだ人間たちの嘆きが姫を汚染し、彼女たちは暴走を始め、世界を滅亡へ向かわせた。

　その姫たちに『死』を与えて止めた存在がいた。それがユズハだ。

　ユズハは六人の姫の肉体を滅ぼしたのち、自分が持つ絶大な死の力を封じるべく、自らにも死を与えた。

　そうして七人の姫が死んだ。しかしその不滅の魂は残り、姫の死を嘆く人々によって、棺ひつぎへと封印された。棺には永遠を表す文様が彫られ、姫の魂と共に、俺おれたちが住むこのフィアナ王国の各地に奉られた。

　時は流れ、眠りについていた姫の魂は、その棺を自らの肉体として蘇よみがえることになる。

　ユズハは、偶然にも俺が蘇らせた、太古の姫である存在なのだ。

　だからまぁ……ものすごーくエラい存在なのは確かだ。そのはずなのだ。

「さて、余も一眠りするかのぅ」

「なんだよ、ユズハまで昼寝かよ」

「街ですいーつの食い放題をやっておってな。たらふく食ったら眠くなったのだ」

　ふわ～ぁと大きなあくびを一つすると、ユズハはフニュのすぐ横にうつ伏せになって寝転がった。両手を前に伸ばして……なんだかフニュとそっくりな格好だな。

「見よ、余は大変優雅にごろごろしておるぞ。ほれ、ごろごろ～、ごろごろごろ～」

　手足を伸ばしたまま、ごろごろと左右に転がる。

「どうだ臣民。余にも『くすぐっちゃうぞうひひ』とか言いたいだろう」

「……言わねーよ。ていうか、くすぐってほしいのかよ」

「あ、あほったれが！　おぬしが邪よこしまな気持ちを持たぬよう釘くぎを刺したのだっ」

　怒ど鳴なりながらユズハは横にごろごろと転がった。

　と、その体がフニュの上に覆い被かぶさって……。

「ふにゃんっ！」

　フニュは跳はね上がって、慌あわてて部屋の端へと逃げる。

「こらユズハ、狭い部屋なんだからおとなしくしろってば」

　返事の代わりに、ユズハは早くもくかーっと静かな寝息を立て始めた。

　彼女の服からわき出すように、その体をまどろみのような鈍にぶく黒い霧が覆い、固まって棺の形になる。

　現れたのは、紐ひも模様が渦巻き絡み合う古代文様に覆われた、黒い棺。

　ユズハは深く眠るとき、こうして本来の姿に戻る。

　フニュはユズハの棺の隣にのそのそと歩いてくると、陽ひ当あたりのいいその場所でまた手足を広げて寝そべった。

　スースーとかわいらしい寝息を立て始める。

　……なんかこうして見てると、ほんと、似たもの同士だなぁ。



    

  
    
      
　一章　宴の陰



「これで準備はよし……っと」

　机に置いた鏡に自分の姿を映し、文様師の正装であるロングコートの襟えりを整えた。

　時計を見ると、午後五時を過ぎたところだ。窓から見える空が夕焼けで赤い。

　準備してあった正装用の文様剣を手に取り、鞘さやを腰からぶら下げる。それから、文様描きの道具が入った携帯用の小箱もベルトの革袋にしまった。

「ぬおっ！」

　突然の声にびっくりして振り返ると、ユズハが部屋に入ってきたところだった。

「ど、どうしたのだレンっ！　そんなピッチリした格好をしおって。似合わんぞ！」

　ユズハはジロジロ見回しながら歩いてきて、俺おれの前に立ち止まる。

「……さてはおぬし……おなごとでーとするのではあるまいな」

「違うっつぅの！　ユズハだって知ってるだろ？　今夜は、ギルドでホノカの歓迎パーティーをやるんじゃないか」

　永きに渡り、文様師ギルドに奉られていた火の姫の棺ひつぎ。姫の力を求める俺の兄、ノイド・リーンバートに狙ねらわれたが、俺と仲間たちで取り戻した。その後、俺によって目覚めさせられて、火の姫の棺はホノカという名の少女の姿となった。

　目覚めた彼女を祝い、街の皆で歓迎するパーティーが今夜おこなわれるのだ。

「うぅむ、つまらんのぅ。でーとなら、そんな格好をしてたらおなごに笑われるからやめとけと忠告してやったのにのぉ」

「わざとからかってるだろ。歓迎パーティー、うれしくないのかよ」

「ホノカ姉さまのためにパーティーを開くのは実によいことだがな、どうせなら余も姉さまと一緒に歓迎してほしかったぞ」

　ホノカを目覚めさせたのが俺であることや、ユズハが死の姫であることは秘密とされ、仲間たちごく一部の人間しか知らない。

「アーグレィ総裁も、ホノカのことを公表するのにもずいぶん悩んだみたいだけどな。さすがに彼女が目覚めたことを隠し通せなくなって、それで下へ手たに勘ぐられて姫への信仰を落とすよりはマシってことで、公表に踏み切ったらしいぞ」

「ならば余のことも発表すればよいのだ。余も皆をぶいぶい言わせてみたいぞ」

「だから『死の姫』って存在は、俺たちの神話では語られていないんだよ。それを公表したりすれば、神話が不正確だったってことになって、みんなの信仰が揺らぎかねない……って、総裁は心配してるんだ」

「へっぽこじじいめ、つまらぬこと気にかけおって。そんなだから白髪だらけなのだ」

「いや歳とればみんな白髪だろ。――まぁとにかく、せっかくのパーティーなんだし、一緒に行こうぜ。ごちそうだってたくさん用意されてるぞ」

「別に余は、行かぬとは言っておらん。へそを曲げて参加を拒むような子供ではないからのぅ。ここは大人の事情を汲くんで、たらふくごちそうを食ってやる。ありがたく思え」

　そんな話をしていると、部屋の戸の隙すき間まからトコトコと走ってくる足音がした。

「ふいにゅ～」

　フニュが、全身に薄茶色の布をほっかむりのように巻いて駆けてくる。

「おっ、フニュも着替え終わったな」

「ふふん、なんだそのみすぼらしい格好は。やはりペットにはその程度でお似合いってことだのぉ。ほれペット。余のシックで美しいドレス姿をうらやましがるがよい」

　ユズハはこれ見よがしにスカートの端をつまんで、くるりと一回転してみせた。

「ふにゅん」

　フニュは興味なさそうにそっぽを向き、俺おれの体を駆け上がって襟えり巻まきのように丸くなる。

「うひゃっ、くすぐったいってば」

　すっかり無視されたユズハがフニュを睨にらみつけた。

「レン！　こやつを甘やかすでない！　放っておくとますます図に乗るぞ！」

「だからユズハもいちいち突つっかかるなってば。――ほら、こうして布きれ巻いておけば、目立たないで済むだろ？」

　フニュは俺たちの時代では見られない古代生物、ホムンクルスだ。

　とはいえこうして体を布で包んで目立たなくすれば、一見普通の小動物にしか見えない。まさか古代の人造生命体だと思う人もいないだろう。

「とりあえず、みんな揃そろったな。そろそろ出かけないと遅刻しちまうぞ」

　窓の外で、馬のいななきと共に馬車の止まる音がした。

「レン！　いるー!?」

　文様師学校の同級生である、マルシェ・ノールスの声だ。

　窓際に立って、開け放った開き戸から下の道を見下ろした。

　一頭の馬に引かれた馬車が止まっている。文様師の師匠、ホルス親方の馬車だ。荷台にマルシェが立って手を振り、隣には同じ学校に通うルミサ・ラグラートも座っている。

「パーティー行くなら、一緒に乗ってかない!?」

「おぅ、今、行くよ！」

　俺はユズハとフニュを連れて部屋を出た。



　ホルス親方は筋肉隆々の腕で馬車の手た綱づなを握っていた。

　馬車は海沿いの道を走る。向かって右手に夕ゆう陽ひに照らされた海が広がり、左手には林の木々が立ち並ぶ。この先の道を内陸に曲がり、やがて見えてくる丘を登ると、そこに文様師ギルドがある。

　俺おれは普段、学費と生活費を稼ぐために親方の仕事を手伝っている。文様師という職業は、様々なものに図像的なシンボルが連なる文様を描き、それに力を宿す仕事だ。

　文様は、描いたり着色したりするのに『神の血ダーナ・オ・シー』と呼ばれる特殊な原料を用いる。それはこの国の地中より産出される、透き通った赤色をした謎なぞの液体だ。その液体に顔料を混ぜた塗料で着色し、色とりどりの文様が描かれる。

　例えば石に光を表現する文様を描いて輝かせたり、風を表現する文様を描いて宙に浮かせたりする。そうして作られた文様の道具は、日常に役立つ道具として使われるのだ。

　ただし、文様は描かれただけでは効果を発揮しない。文様師が生み出す、想像力を転化したエネルギー、シードを送りこむことで、初めて文様は力を発揮するのである。

「すみません、親方。わざわざ乗せていただいて」

　俺はマルシェたちと並んで荷台に座りながら、親方の背に向かって礼を言った。

「いいってことよぉ。姫さまをお連れできるとありゃあ、鼻が高いってもんだ！」

　親方にはユズハの正体を教えてあるのだ。もちろん、内密にと念を押してあるけれど。

「うむ。おぬしは余の価値をよく心得ておるぞ。まったく、レンのような不出来な弟子の親方とは、実にもったいない」

　ユズハの言葉に、ホルス親方はわははと笑った。

「レン、姫さまに認めてもらえるよう、もっと修業しなきゃいかんなぁ」

「そのとおりだ。師匠として、余が納得いくまでこの小童こわつぱをガシガシしごいてやってくれぃ！　二度や三度死んでも構わん！」

「いや構うだろっ」

「姫さまの頼みとあっちゃ聞かねぇわけにもいかねぇなぁ。おいレン、次の仕事から倍は厳しくいくからな！　仕事に失敗したら帰れないと思え！　覚悟しとけよぉ」

「あたしも学級委員長として、レンはもっとマジメになるべきだと思うわ！」

　マルシェが勢いづいて言う。

「レンくん、勉強ももっとがんばらないと」

　ルミサまで調子を合わせてきた。

「い、いやその、みんな、お手柔らかにお願いします……」

　俺はちょっと血の気が引く思いをしながら、恨めしい目をユズハに向ける。

　……ユズハのヤツ、ふふんとニヤニヤ笑いながら見てやがるし。





　文様師ギルドに着くころには、すっかり陽ひが暮れていた。

　紫がかった薄うす闇やみの中に、細長い五つの塔が浮かび上がっている。ギルドの建物だ。

　文様の文化が華やぐここケルズの街では、ギルドは文様師の職人組合や学校だけでなく、街の政治をおこなう自治や、姫への信仰を捧ささげる教会の役割も担っている。

　馬車を降りて敷地内に入ると、町人に貴族など、街中から大勢の人々が集まっていた。みんな、ホノカの姿を一目見ようとやって来たのだ。

　だが、そんな平和な光景ばかりでもない。ギルドの庭の周辺には、興を削そぐような、しかめっ面つらをした十数人のログール軍兵士の姿もある。

　青銅色の軽けい鎧よろいを着て、腰からは曲がったサーベルを下げていた。警備のためという名目なんだろうけど、睨にらむように市民を見つめる目は、監視しているようにしか思えない。

　俺おれたちの住むこの神聖国フィアナは、大陸に位置し巨大な軍事力を持つ、中央国家ログールの属国状態なのだ。街ではログール軍の兵士を見ない日はない。

　人波に揉もまれるうち、俺とユズハはマルシェたちと離ればなれになってしまった。

「マルシェたち、どこ行っちゃったんだ。――ユズハまで迷子になるなよ」

　庭にはいくつもの丸テーブルが並べられ、地面にまで届く、真っ白なテーブルクロスがかけられている。給仕たちが丸焼きの鶏肉のごちそうを準備していた。

「ふいにゅ」

　運ばれる料理の匂においに釣られたのか、首筋で丸まっているフニュが声を上げた。

「ほらフニュ、まだ準備中だぞ。おとなしくしていろよ」

「やれやれ、実に食い意地の張ったペットだのぉ」

「……ユズハ、人のこと言えるのかよ」

「何を言う。余は礼儀正しくガマンしておるではないか。おぬしこそ本当はあの鶏肉を狙ねらっておるのではないか？　ほれ、正直に言うがいい」

「う……そりゃ俺だって、たまには豪勢なもの食べたいけどさ」

　なんせ普段は食パンの耳がメインディッシュな生活だからなぁ。

「――それにしても、すごい人数であるのぉ。これでは肉の争奪戦になってしまうぞ」

「肉を食いに来たんじゃないぞ。みんな、ホノカの姿を一目見ようって思ってるんだ」

「ふふん。ホノカ姉さまの美人ぶりにひっくり返って死ぬでないぞ、臣民どもめ」

　……まぁ、なんだかんだ言って彼女が一番、姉のことを慕っているんだよな。

　やがて中央の塔にある礼拝堂のバルコニーの扉が開き、アーグレィ総裁の姿が現れた。



「あー、でありますゆえ、我々の姫への信仰はいつの時代も揺らぐことなく……」

　バルコニーに立ち、アーグレィ総裁は数百人の聴衆に向かって演説を続けている。

『仙人』とあだ名されるほどの、長い白髪と白しら髭ひげの老人。にもかかわらず、こうして人の前に立つことも多いせいか、張りのある声だ。

　陽ひはすっかり沈み、街灯のような文様光石のランプが立ち並び、庭を照らしている。

　総裁の隣には、燃え上がるほどの赤いロングドレスに身を包んだ女性。柔らかなほほ笑みの中に、見守る優しさを秘めている。

　まだ少女のような愛らしい顔立ちをした、炎の姫が立っていた。

　パーティーに集まった聴衆は見上げて、彼女の姿に魅入っている。

「きれいねぇ……」

　聴衆たちのあちこちから、うっとりとした声が漏れる。

　あの炎の巨人の事件があったから、もしかしたら恐れられてしまうんじゃないかと心配していたけど、大丈夫だったらしい。

　街の人々はホノカを信仰する自分たちを、誇りにすら感じているようだ。

　ホノカから少し離れた後ろには、一人の青年の姿が見える。

　ザイクス・シン。独立傭よう兵へい団『ダーナの末まつ裔えい』に属するという短剣の使い手で、ホノカを目覚めさせる火の指輪を手に入れたことから、ここケルズの街にやって来た。今でも総裁の依頼を受けて、姫の棺ひつぎにまつわる調査を続けている。

　彼らを見上げながら、集まった人々は総裁の演説に聞き入っていた。

　もっともその中に、イライラと地面を踏みならしている食い意地張ったのが約一名。

「うぬぅ……。じじいの戯ざれ言ごとなどどうでもいい。はよ肉を食わせんかっ」

「ふにゅ～ん」

　……いや、ひもじそうな声で鳴く、食い意地張ったのがもう一匹。

　いくつもの丸テーブルでは既にごちそうの準備が整って、いい匂においを漂わせている。

　何種類ものソースが用意されたパスタに、ブツ切りの果物がごろごろと入ったサラダ。大きな頭をつけたまま焼いた魚やエビ。そしてテーブルの中央には、骨付き鶏肉の丸焼きがどーんと乗っている。

「……では、今こ宵よいは偉大なる古代文明への敬意を表して、乾杯といきましょう！」

　盛大な拍手が鳴り、アーグレィ総裁はワインの入ったクラスを掲げた。

　かんぱーい、の声が響き、パーティーが始まる。

「いやっほぅ！　さぁ食うぞ！」

　たちまちユズハは周りの人々を押しのけてテーブルに飛びかかり、丸焼き鶏肉の太ももをごっそりとつかみ取って大口を開け、がぶりとむしゃぶりついた。

「ふいにゅ～っ！」

　フニュもうれしそうに鳴いて俺おれの首筋から飛び出し、焼いたエビを引っつかんで頭からムシャムシャとかじり出す。

「なんですかねぇ？　あれ……」

　あまりの勢いに、周囲にいた貴族らしき紳士淑女はドン引きした様子でテーブルを囲みながら、一人と一匹を見つめた。

　……これが偉大なる古代文明の真実です、だなんて、とても言えないよな。

　ま、せっかくだから俺も遠慮なくいただくとするけどさ。

「レーン！　どう？　食べてる？　結構おいしいわよー」

　振り返ると、牛肉のソテーが乗った皿を持って、マルシェとルミサが歩いてきた。

「おぅ。今から食べるところだ。……あのテーブルはちょっと無理みたいだけど」

　苦笑しながら、すっかりユズハとフニュに占領されたテーブルを見た。

「向こうにもたくさん用意されている」

　ルミサが少し離れた場所にあるテーブルを指さし、俺おれたち三人はその横に移動した。

　とりあえずパスタを皿に盛って一口食べてみる。

「ほんとだ、こりゃうめぇな。総裁、このパーティーにだいぶ金かけたんじゃないか？」

「そりゃ火の姫が目覚めたなんて、ギルド創設以来の出来事だもの。ほら、見てよ」

　マルシェは礼拝堂の入り口を見た。そこではいつの間にか、三列にも並んだ人々が行列を作っている。礼拝堂がある塔を取り囲むほどの長い列だ。

　礼拝堂に向かって、お祈りするように両手を胸の前で合わせている人もいる。

「ホノカさんの謁えつ見けん。一度に詰めかけると危ないから、ああして数人ずつ礼拝堂に入ってホノカさんと話をするの」

　ルミサが説明してくれた。

「あの人たち全員と挨あい拶さつするってことか。――こりゃ、姫さまってのも楽じゃないな」

　ホノカのようなしっかりした性格ならいいけど、ユズハだったら、たちまち逃げ出しそうだよな。

　そんなことを思ってユズハのほうに目を向けると……。

「うぬっ、こら、放せっ！」

　丸テーブルの両端で、ユズハとフニュが、残り一つになったクリームケーキの皿を引っ張り合っていた。ユズハはテーブルの上に半ば身を乗り出し、フニュは反対側の端にしがみつき、テーブルが激しくガタガタ揺れている。



    

  
    
      



    

  
    
      　テーブルの上の料理は、ほとんど残ってない。もう全部食っちまったのかよ。

「これは余が最後の楽しみにとっておいたのだぞ！　横取りするでない！」

「ふいにゅんっ！　ふいにゅんっ！」

「う、うるさいぞペット！　おぬしにすいーつの味わいなど理解できんであろう！」

「ふいにゃーっ！」

　乗っている食器がカチャカチャと音を立て、倒れた容器からソースがこぼれて、テーブルクロスに赤黒い染みを作っていた。

「何やってんだ、皿が落ちるぞ！　ケーキならあっちのテーブルにもあるからさ……」

　慌あわてて駆け寄り、揺れを抑えようとテーブルの端に手をついた瞬間……ユズハが思い切り皿を引っ張ってフニュの体が宙に浮き、テーブルのバランスが大きく崩れた。

　テーブルについた手が一気に下へと押しこまれ、丸い板とテーブルクロスがぐわんと宙に舞い、覆ってくる。

　避ける間もなく残っていたソースが大きく空中に飛び出して……

　次の瞬間、俺おれは頭から赤黒い液体を被かぶってしまった。



「まったく、ほんと子供なんだから」

　庭の隅にある水道管のポンプを押しながら、ため息をついた。

　ポンプから出た水で汚れた顔を洗い、手のひらで服をごしごしこする。

　肉用のソースがロングコートの肩から裾すそにかけてべっとりと染みついていた。

「ちぇ……取れねぇな。正装のコートだってのに」

　俺はさじを投げて、濡ぬれたコートを羽織って立ち上がった。

　ユズハのいるところに戻ると、倒れたテーブルは元通りに起こされ、地面に落ちた皿もきれいに片付けられていた。パーティーの係の人が掃除してくれたのだろう。

「おい、ユズハ。もうちょっと行儀よく……」

　駆け寄って文句を言おうとして、思わず立ち止まった。

　ユズハはテーブルの横に立って……一人の男と話していた。

　――誰だれだ？　あれ？

　俺に背を向けて立っている男は、黒く細長いシルクハットを被り、黒いマントで全身を覆っている。帽子の下には、縮れた銀髪が見えた。

　はっきりとした体格はわからないけど、ほっそりと細長い印象だ。

　銀髪の男はマントから出した手を大きく振って、身振り手振り交えてしゃべっている。

　と、ユズハが口に手を当てて噴き出した。

　そのうち腹を抱え、転げ回るような勢いで笑い声を上げる。

　近づくと、ユズハはようやく気づいて俺のほうを見た。

「おぉレン。やっと戻ったか。おぬしがじゃまするからケーキをフニュフニュに取られてしまったではないかっ！　ほれ、代わりのケーキを持ってくるがいい」

　ユズハの言葉を無視して、男に向かって言った。

「ユズハに何か用か？」

　男が振り返る。一瞬、鋭い目が射い貫ぬくように睨にらみつけた。

　背筋に得体の知れない寒気が走る。

　尖とがった鼻。細いあご先。そして……どこか病んだ印象の目元。

　整った顔立ちだけど、精巧な人形のような不気味さがある。

　知ってる顔じゃない。歳は、俺おれよりも数歳は上だろうか。

　銀髪の男は返事もせず、再びユズハのほうに向くと、彼女の手を取って軽く握った。

「つい長話をしてしまいましたな。いや、お嬢さん、あなたも火の姫さまにも劣らないほど美しいお方でしたので、つい……」

　妙にねちっこい、粘ついた声。

「うぅむ、口がうまいのぉ。美しいなどと、これまたほんとのことを……」

　ユズハは照れたように身をくねらせる。

　彼女の手を元に戻す際、男の手がその脇わき腹ばらに軽く触れた。

「こっ、こら、何をするのだ！　くすぐったいではないか」

　顔を赤くして、ユズハは文句を言った。けれどほおを赤らめたその表情は、本気で怒っているようには見えない。

「こ、これは失礼。あなたの魅力に、頭がやられてしまったようです。いけない手だ」

　男はおどけた仕草で、ペシッと自分の手の甲を叩たたく。

　そんな二人の姿はまるで、仲のよい友人……いや、むしろ、恋人……。

　楽しそうなユズハの姿を見て、俺はなぜか、ちっとも楽しい気持ちになれない。

「それではお嬢さん。私はこれで失礼を……」

　言って男はきびすを返し、礼拝堂に向かって歩いていく。

　……気にすることはない。あいつは単に、人の集まる場所で片っ端から気に入った女の子に話しかけるような、そういう手合いなんだろう。

「ユズハもユズハだ。何笑い転げてんだよ。あいつ、ユズハの知り合いなのか？」

「余はあやつなど知らんぞ。パーティーの参加費を気にして聞いてきたのだ。どうせじじいのぽけっとまねーで開いておるのだから、タダで遠慮せず存分に飲み食いしろと教えてやった。それだけだぞ」

「にしちゃ、ずいぶん楽しそうだったじゃないか」

「うむ。なかなか素晴らしい話術を持つ男であったぞ。もしかしたら芸人の類たぐいかもしれん。今日のごちそうに出された鶏肉に関するうんちくを面白おかしく聞かせてもらった。レン。おぬしにももう少し余を退屈させない話術を身につけてもらいたいものだのぉ」

「……悪かったな、口べたで」

　つい、ブスッとした声を出した。

「うぬ？　ずいぶん不機嫌であるな」

　ギクッとして、否定するように手を振った。

「そ、そんなことねぇよ。ただ、ユズハがあんなふうに笑うなんて珍しいと思ってさ」

「ほほ～？」

　ユズハはじーっと顔を近づけ、細めた目で見つめてくる。

「だから、服が汚れちゃってさ、それでちょっとイラッとしただけだってば」

「レン、さてはおぬし、嫉しつ妬としたのか？」

　ユズハはあごに手を当て、ふふんと小さく笑った。

「なな、なんだよ、嫉妬って」

「余が他の男と楽しくしゃべってる姿を見て、コンチクショウと思ったのであろう？　なかなかかわいいところがあるのぉ。どうだ、白状せい。くの、くのぉ～」

　肘ひじで俺おれの胸をつんつんしてくる。

「そ、そんなんじゃねぇよ！　ユズハがあんまり意地汚いから怒ってたんだよっ」

「な、なんだとぅ!?　余のどこが意地汚いというのだっ!!」

「さっきからずっとだよっ！　食いもんのことばっか気にしてたじゃねぇか！」

　ユズハは顔を真まっ赤かにして、目の端に涙を浮かべ始める。

「ななな、なんという無礼者だッ！　これというのも、おぬしが貧乏で余にショクパンノミミばかり食わせるからではないかっ！　あんな味気ないものを、おぬしの顔を立てて食ってやってんだぞ！　感謝しろっ、この腐れ臣民がっ!!」

「何が感謝だっ！　感謝するのはユズハのほうだろっ！」

　二人して怒ど鳴なり合い、ぜーはーと息をついた。

　……いったい何をケンカしてんだか。

「――そういえば、フニュはどこ行ったんだ？」

　考えてみれば、さっきからフニュの姿が見えない。迷子になると困るな。

「おーい、フニュ！　どこにいるんだーっ！」

「ふいにゅぅ……」

　叫ぶと、すぐ横の足元でか細い鳴き声がした。

　屈かがんでテーブルクロスをめくり上げると、フニュが丸まっている。

　フニュは走って飛び出すと、俺の首に飛びついて、襟えりとの間で縮こまった。

　そっと背をなでてやると、なんだか小刻みに震えていた……。

「……怯おびえてる、のか？」

　どうしてだろう。俺とユズハが言い合ったから？

　でもフニュは、ケンカの前から姿が見えなかったような……。

「おい！　何するんだっ！」

　突然、パーティーの場には似つかわしくない怒鳴り声が響いて、俺は振り返った。

　声がしたのは礼拝堂の入り口付近だ。もめ事でもあったらしく、さっきまで列を作っていた人たちが扉の周囲で輪を作っている。

　……ただのケンカにしちゃ、ずいぶん緊迫した雰囲気だな。

　騒然としている礼拝堂の前へと走ると、マルシェとルミサの背を見つけた。

「おーいマルシェ、いったい何があったんだ？」

「あぁ、レン。さっき、行列を押しのけて礼拝堂に入っていった人たちがいたのよ。それでみんな文句言ってたら、今度は中の人まで追い出されて……」

「割りこみした奴がいるのか？」

「あの人たちは、アーグレィ総裁に用があるって言ってたけど……。真っ黒な帽子を被かぶって、マントをつけて……なんかちょっと、不気味っていうか」

　黒い帽子とマント……？　さっき、ユズハに話しかけてた男か？

　礼拝堂の、きらびやかな装飾の施された重厚な金属扉は閉め切られている。扉の両りよう脇わきに立たち塞ふさがって守るように、二人のログール軍兵士が立っていた。

「まさか……その黒マントの奴らって、ログール軍の人間なのか？」

「それはわからないけど……」

　前に、海賊たちの島でノイドと対たい峙じしたときのことを思い出す。

　あのとき聞いた言葉では、ノイドは今、ログール帝国皇帝から姫の棺ひつぎを探し出し、入手する権限を与えられているらしい。

　つまり、ノイドだけじゃない。皇帝がじきじきに姫の力を狙ねらっているってことだ。

　仮に黒マントがログールの人間だとして――ホノカの目覚めのパーティーに現れたということは、彼らの狙いがホノカである可能性が高い。

「様子を見に行ったほうがいいかもな」

「待って、危険」

　駆け出そうとしたとき、ルミサが袖そでを引いた。扉の前に立つ兵士を指さす。

「けど、ここは俺おれたちの街のギルドだぜ？　あいつらに好き勝手される理由はないだろ」

「相変わらず向こう見ずであるのぉ、おぬしは」

「まぁな。……ユズハ、お前もここで待ってろ」

「ホノカ姉さまが危険なのであろう？　それならば余も行かねばならぬ」

「もしあいつらがログール軍の人間で、ユズハが死の姫だと知られたら、お前まで狙われてしまうんだぞ」

　ノイドはユズハの正体を知っているが、あの黒マントも知っているかはわからない。さっきユズハに話しかけていたが……特に何もせず去ったということは、少なくとも死の姫の顔は知らないのだろうか。

「別にまだ、戦うなんて決まったわけじゃないんだ。様子を見てくるだけだ」

　三人を残し、礼拝堂へと歩き出す。群衆をかき分けて扉に向かった。

　二人の兵士の前に立つと、ジロリと睨にらみつけてきた。

　構わず進もうとすると、二人はサーベルを抜いて俺の足元に突きつける。

「さっき中に入ってったの、誰だれなんだよ？　あいつらは取り締まらねぇのか？」

「近づくな！　黙っておとなしくしてろ」

　そう簡単に引き下がれるか。俺おれは威い嚇かくのつもりで腰の文様剣を引き抜き、構えた。

「貴様……抵抗すると、逮捕するぞ！　すぐに剣を捨てろ！」

　兵士の一人がサーベルを握りしめて怒ど鳴なった。

「先に剣を抜いたのはお前たちじゃねぇか。そっちが先に捨てろよ」

　挑発されて、兵士の一人はサーベルを構え、もう一人は大きく振り上げた。

　血の気の多い奴らだな。

「おぉい、そこのあんちゃんたちよぉ」

　ふと、俺の背後から渋い男の声が響いた。

「親方……？」

　群衆の中にいたホルス親方が前に進み出て、兵士たちに目を向ける。

「俺の弟子をケガさせたら、温厚な俺も黙っちゃいられねぇなぁ」

　それから親方は自分の周りを見回す。

　そこには、文様師仲間らしい屈強な男たちが何人も集まっている。

　彼らだけじゃない。祝いのパーティーに水を差された参加者たちが、恨みのこもるような目で兵士たちを睨にらみつけていた。

　ひとたび彼らが暴れ出せば、この場にいるログール兵では押さえきれないだろうな。

「…………くっ」

　状況の悪さを察したのか、兵士たちは諦あきらめた顔でサーベルを持つ手を下げた。

　よし、これで中に入れるぞ。

　前に進もうとすると、親方が俺の隣に歩いてきた。

「加勢するぞ」

「いえ、大丈夫です。何が起きてるかわからない以上、俺一人で行ったほうが……」

「そうか。気をつけるんだぞ」

　親方にうなずいてみせると、俺はそっと礼拝堂の扉を押した。

　礼拝堂の中は、天井からぶら下がった文様光石のランプで明々と照らされていた。普段並べられている長なが椅い子すは片付けられ、代わりに赤いカーペットが敷かれている。

　祭壇には、玉ぎよく座ざ代わりの、宝石の散りばめられた大きな椅子が置かれていた。

　ちょっとした王の間だ。玉座にはホノカがちょこんと腰掛けている。

　彼女の両隣には、それぞれ脇わきを固めるようにアーグレィ総裁とザイクスが立っている。

　そして彼らと向かい合うようにして……三人の男が立って背を向けていた。

　中央に立つ一人の後ろ姿は、さっき、ユズハに話しかけていた男だ。

　両側の二人はやはり同じような黒マントを羽織り、黒い帽子を被かぶっている。

「レン君！　外に出ていなさい」

　中に踏みこんだ俺の姿を見て、アーグレィ総裁が声を上げた。

　ホノカとザイクスも驚いた顔を向ける。やはり何かあったのか、緊迫した表情だ。

　黒マントたちは、中央にいる銀髪の男だけが振り返った。残り二人は微動だにしない。

　構わず、礼拝堂の奥に向かって歩く。背後で扉が閉まる音が響いた。

「外でみんな文句言っててさ。いったい何やってるのかなーって」

　銀髪の男が、右隣に立っていた男に目配せした。

「つまみ出せ」

　隣で直立していた黒マントは、うなずきすらしない。

　だが次の瞬間……彼の姿が消えた。

　呆ぼう然ぜんとして目をしばたたいたとき、毛が逆立つような冷たい気配が襲った。

　黒マントは消えたんじゃない。目にも見えないほどの速さで移動したのだ。

　すぐ右側で、一瞬、閃せん光こうが光る。

「くっ！」

　とっさに文様剣を構えた。

　鋭く刃物の打ち合う音。

　横にひねった体のすぐ前に、細長く背の高い黒マントが立っていた。

　足音もなく瞬時に近づき、それでいて乱れた呼吸の音すら聞こえない。

　呼吸どころか、その顔もまったくの無表情で、感情のこもらない目を向けていた。

　死人。そんな言葉が脳裏を過ぎるほど、黒マントの男からは生命が感じられない。

　俺おれの文様剣が受け止めたのは、マントの下から伸びる腕の先につく、三本の長い鉤かぎ爪づめ。

　その武器に見覚えがあった。海賊たちの島に行ったとき、水の姫の棺ひつぎを奪いに来たログール軍の工作部隊だという連中が持っていたものと同じだ。

　やはりこいつらはログール帝国の手先だったのか。

　強い力で、黒マントは鉤爪をぐいぐいと押しつけてくる。

　押され、膝ひざが床についた。

「でやあああっ！」

　力任せに文様剣を振り上げ、黒マントの鉤爪を押し返した。

　黒マントは余裕めいた仕草で軽く後ろに跳んで、数歩離れた場所に立つ。

　文様剣を両手で構え直したとき、視界の端で、もう一人の黒マントが動き出した。

　銀髪の男の左隣で、影が伸び上がるように音もなく、身を宙に舞わせる。

　揺らめく布地のような動きで全身をひねり、俺の背後に直立の姿勢で着地した。音一つ立てず、わずかに空気を揺らめかせただけで。

　……人間の動きじゃない。どんなに訓練し鍛えても、人間にこんな動きは取れない。

　なんなんだ？　こいつら……。

　振り返ると同時に、黒マントの腕の鉤爪が瞬時に振り上げられた。

　鉤爪が、まっすぐ俺の背に向かって振り下ろされる――。

　キン！と鋭い金属音が響く。

　俺の背中は……裂かれはしなかった。

　ザイクスが俺おれと黒マントの間に割って入り、左手で持つ短剣が鉤かぎ爪づめを受け止め、押し合う力が拮きつ抗こうし、両者の体が小刻みに震えている。

　ザイクスはちらりと俺のほうを振り向いた。

「レン、ひとまず剣を収めるんだ」

「あ、あぁ……わかったよ」

　ザイクスに言われたんじゃ仕方ないな。俺は文様剣を鞘さやに戻した。

「カルマー！　戦うつもりならボクが受けて立つが、どうする!?」

　あの男、カルマーって名前なのか。

「引け」

　言われて、俺に襲いかかった二人の黒マントは、再び伸び上がる影のように宙を舞い、カルマーの両隣で直立姿勢を取る。

　ザイクスも短剣を収めて元の位置に戻った。

　――いったい、何が起きてるんだ？

　俺は立ち上がると祭壇の横に走り、向かい合う両者を交互に見る。

「それでは、改めてご返答をお聞かせ願いたい、アーグレィ総裁」

　カルマーが口を開いた。

「何度聞いても同じじゃ。ホノカ姫さまを王都へ向かわせるなどできぬ」

「なぜ拒むのか、理解できかねますな。十日後、王都リンディスファーンへ皇帝陛下が来訪され、歓迎のパレードが開かれる。そのパレードに火の姫も列席していただきたい。それだけのことです。皇帝陛下は、目覚めた姫にお会いになることを大変楽しみにしていらっしゃる。――これは、両国の友好の証なのですよ」

　王都リンディスファーンとは、フィアナ王国の王室がある街だ。

　だが今、属国化したこの国の王室は、すっかりログール帝国の言いなりになっている。

「ホノカをログールの皇帝に会わせるだって!?　何を企たくらんでるんだ！」

　思わず俺が叫ぶと、カルマーが不快そうな顔を向けてきた。

「私が何か企んでいるという証拠がどこにある？」

「証拠だぁ？　お前ら、姫の力を狙ねらってるんだろ！」

「姫の力……？　はて、いったいなんのことかな？」

「しらばっくれるんじゃねぇ。てめぇら、姫の力を使って世界を……」

「レン！」

　言いかけたとき、たしなめるようにザイクスが叫んだ。

「どうしたんだよ、ザイクス。言われっぱなしじゃ……」

　反論しようとして、ハッと気がついた。

　言い過ぎれば、なんで俺がそんなことを知っているのかと疑われてしまう。

　ヘタすれば、うっかりユズハのことまでしゃべってしまいかねない。

「世界を、なんだというんだね？」

「い、いや、なんでもねぇよ」

　俺おれが黙ると、カルマーはふんと鼻を鳴らして総裁に向き直った。

「繰り返しますがな、これは両国の友好の証なのです。――総裁。なぜ、このケルズの街に自治権が認められているか、わかりますかな？　これもひとえに、皇帝陛下があなた方を信頼されているからです。ところがあなたは、その信頼を踏みにじろうとしている。もしあなた方を信頼できないとなれば、皇帝陛下が大軍を差し向け、ケルズの自治権を剥はく奪だつすることも、やむを得ないでしょうな」

　自治権を剥奪――。

　つまりそれは、ログール帝国皇帝が直接この街を支配するってことか。

「し、しかしじゃね……」

　アーグレィ総裁は反論の言葉を絞り出すように、額に汗をかき苦渋の表情を浮かべた。

「おい！　友好が大事ならよ、皇帝さまのほうから会いに来るべきじゃねぇのか？」

　俺が言ってやると、カルマーは「ほう」と手を叩たたいてうなずいた。

「なるほど、それはよい考えだ。さぞや皇帝陛下も納得されるに違いない」

「だろ？　だったらとっとと帰って皇帝さまに……」

「しかしそうとなると、皇帝陛下の警護のために、今この街にいる五倍の兵を駐屯させなければならないがね。主あるじを守るのも兵の務めだからな」

「なっ……」

　ニヤニヤと意地悪く笑いながら言うカルマーに、絶句してしまった。

　街をログール兵に占領されている光景を思い浮かべて、思わず寒気がする。

「お待ちなさい」

　黙っていたホノカが立ち上がり、カルマーを毅き然ぜんとした目で見つめる。

「……あなたのお話はわかりました。あなた方の皇帝は、わたしが謁えつ見けんすることを望まれていらっしゃるのですね」

「そのとおりです、ホノカ姫」

　カルマーはうやうやしく頭を下げた。

「いいでしょう。わたしは王都へ向かうことにいたします」

「い、いけませんホノカ姫さま……！」

「心配はいりませんよ。それに目覚めた以上、広く今の世界を見なければなりません。ログール皇帝がどのような方か、実際にお会いして知ることも大切ですもの」

　ホノカは総裁に向かって、にっこりと笑いかける。

　カルマーは満足そうにうなずいた。

「そうとなれば話は早い。のちほど、部下に詳しい日程を伝えさせましょう。それから王都までの旅支度についてはご心配なく。送迎の馬車も我々のほうで用意しますゆえ」

　聞いていたザイクスが、カルマーの前に進み出た。

「一つ条件を出そう。王都行きの間、ボクがホノカの護衛に当たる」

「警護なら心配無用。我が軍の優秀な部隊を――」

「主あるじを守るのは兵の務め。さっき、そう言ったね？　ボクも戦士の一人として同意見だ」

　カルマーはしばらく、ザイクスを渋い目で見ていたが、やがて面倒そうに息を吐いた。

「好きにしろ。――ではこれで失礼する。交渉がまとまって喜ばしい限りですな」

　カルマーはきびすを返し、部下の黒マントを引き連れて礼拝堂の扉から出ていった。

「まったく、えらいことじゃ……」

　アーグレィ総裁はがっくりと大きく肩を落とした。

「どうか、お座りになってください」

　ホノカが気を遣って、さっきまで自分が座っていた椅い子すに総裁を座らせる。

　総裁は深々と腰を下ろし、悩みを隠さない顔でうつむく。

　足音に振り返ると、マルシェにルミサ、そしてユズハが心配そうな顔で立っていた。



「そんなのダメに決まってるのだーっ！」

　一通り話を聞き終えて、ユズハは喚くように叫んだ。

「おいこらじじい！　なぜホノカ姉さまをそんな危険な目に遭わせるのだっ！」

　ユズハの心配はもっともだけど……さっきのやりとりを見ていると、あまり総裁を責めるのも酷だよなぁと思う。

「いいの、ユズハ。これはわたしが決めたことよ」

「しかしホノカ姉さま、あやつらは姉さまの力を狙ねらってるに決まっとるぞ」

「もちろんわたしは、この力を悪あしきことに使わせるつもりなんかないわ」

「そうだ、だったら俺おれも王都まで護衛に行くぜ！　なぁ、いいだろ、ザイクス？」

　俺が叫ぶと、ザイクスは首を横に振った。

「いいや、護衛は一人で構わないさ。多人数ではかえって動きにくい。ボクは……」

「一匹狼おおかみだから、か？　そりゃ俺はお前ほど強くないけどさ、いないよりマシだろ？」

「レン君。ここは彼に任せなさい。君の本分は学生じゃろう？　あまり危険なことにばかり首を突つっこまず、勉学に励みなさい」

　アーグレィ総裁が俺をたしなめた。そりゃそのとおりだけどさぁ。

　聞いていたマルシェが首を傾かしげた。

「それにしても……さっきの人たち、使節にしちゃ乱暴よね」

　彼女の疑問に、椅子に座ったままのアーグレィ総裁が、重苦しそうに口を開いた。

「あの男はな……ノイド君を裏切った男なんじゃ」

　その一言で、急速に口の中が乾いていくのを感じた。

「兄貴を……裏切った……？　どういうことです？」

「レン君。前に一度、君の父からノイド君が変わった理由を聞いたことがあったね」

　俺はうなずいた。マルシェがノイドの人質になったとき、親父が話してくれたのだ。

「そのことをもう少し詳しく話そう。今から三年ほど前、ノイド君はギルド議会の議員になったばかりで、正義感に溢あふれた男じゃった。そのころ、ログール帝国はこのケルズの街周辺に、大規模な『神の血ダーナ・オ・シー』の採掘施設を建設していた。採掘した『神の血』をログール本国へ送るためにじゃ。それは、街の文様師にとってみれば、文様を描く塗料を奪われ、文様の文化を破壊するに等しいことじゃった」

　ログール軍が開発した、『神の血』を高熱で燃やしてエネルギーを得る、『血ブラツドの機関』と呼ばれる動力。

　赤い煙を吐く武器や戦艦の姿を何度も目にしてきた。

　あれらの兵器を造るために、帝国は『神の血』を独り占めしようとしているのだ。

「当然、街では採掘施設への反対運動が起きた。その先頭に立ったのがノイド君と、まだ若き彼を支える、当時ギルド議員だったカルマーじゃ。しかし施設建設は強引に進められ、やがて運転が始まり、街で雇われた工夫たちが働いた。ところが、採掘現場は劣悪な労働環境で、工夫たちは奴隷同然に働かされたのじゃ。

　ノイド君は工夫たちを説得し、ログールに抵抗するよう呼びかけた。工夫は施設に立てこもり、待遇の改善を要求した。じゃがそのとき、施設で事故が起きた。採掘施設で爆発が起こり……立てこもっていた工夫たちは助からなかった。そのときのノイド君の愕がく然ぜんとした顔は、忘れるに忘れられんよ。――じゃが、話はこれだけではない。事故は……カルマーがわざと引き起こしたものなのじゃ」

「カルマーが工夫たちを殺したってことですか？　なんでそんなことを……」

「カルマーはな……ログール帝国軍の特殊工作部隊『黒くろ豹ひよう部隊』の人間なのじゃよ。彼は身分を偽って議会に忍びこみ、ログール帝国に抵抗する者への見せしめと、帝国にとってじゃまなノイド君の失脚を狙ねらって工作を働かせたのじゃ。カルマーの陰謀は一見成功した。事故は、帝国の犬であるノイド君のしわざとの噂うわさが流され、議会では連日、彼を非難し罵ののしる言葉が絶えなかった。怒声が浴びせられ、卵を投げつけられたりもした。ノイド君はしきりに耐えておったが、見るに耐えかねん状態じゃった」

「さっきのあの男、そんな卑劣な奴だったのかよ。殴っときゃよかったぜ」

「盟友だと思っていたカルマーの裏切りと、何人もの工夫たちを死に追いやってしまった傷心、昨日まで味方だった同胞からの絶え間ない非難とで、そのとき既に、ノイド君の心は砕かれていたのかもしれんのぅ……」

　アーグレィ総裁は一息つくように息を吐いた。

「兄貴……俺おれの前では、そんな顔は一度も見せなかった。そりゃ、忙しそうで何日も顔を見ない日もあったけど、苦しんでるようになんか見えなかった」

「弟であるレン君には、自分の弱いところを見せたくなかったのかもしれんの。――じゃが、全すべてカルマーの思いどおりにいったわけではない。ワシは、独自に事故を調査した。そこでようやく、カルマーの企たくらみを知ることになったのじゃ。

　カルマーは巧みに証拠を隠滅しておったが、なんとか数少ない証拠を集め、議会でノイド君の無実を晴らすことができた。カルマーは身の危険を案じたのか姿を消し、それ以来、ノイド君は一躍、反ログール帝国のヒーローとなった。街でのログールへの反発も強まり、とうとう採掘施設の運転を中止させるにいたった。ノイド君も元の快活さを取り戻したと思ったのじゃが……壊れた彼の心は、戻ってはいなかったのじゃよ。

　もし採掘施設の運転が続いておれば、ログールの進出を許し……今ごろ、この街は完全に彼らの支配下に置かれておったかもしれん。そしてもし、ノイド君一人に戦わせず、ワシらがもっと力を合わせておれば……彼を孤立させずに済んだかもしれない。――じゃからな、ワシは歪ゆがんでしまったノイド君が今、どんな悪行を働こうとも、心の底から非難することができんのじゃ。むろん、それではいかんと、わかってはおるがな」



　その後しばらくして、パーティーは何事もなかったように再開された。

　俺おれはさっきまでのように楽しむ気持ちなどすっかり失うせてしまい、ギルドの庭の隅にたたずんでいた。ぼんやりと、きらびやかな衣装に身を包んだ人々を眺めている。

「レン。ホノカ姉さまを一人危険にさらすなど、余は認めんぞ」

　隣に立つユズハが、非難がましい口調で言う。

「俺だって同じ気持ちだよ。――なぁ、ユズハ。俺、やっぱり王都に行こうって思う。一つには、ホノカに何かあったとき、すぐ駆けつけられるように。もう一つは……あのカルマーって奴に、これ以上好き勝手させたくねぇ」

　あの顔を思い浮かべると、自然と握り拳こぶしが震えた。

　あいつがいなければ、兄貴は歪んだ道に進むこともなかったのに……。

「うむ。余もついて行くからな。さっきだって、あのおなごイケメンに助けられなければ、一瞬でこてんぱんにされるとこだったのだろう？　しょせん、おぬしなど余がいなければみみっちい小童こわつぱに過ぎんのだっ」

「どーせみみっちい小童だよ」

　けど、ユズハの言うとおりだよな。今までにも何度も、彼女の力には頼りになった。

「……わかってるさ。よろしく頼むよ」

「ふん。最初から素直にそう言えばよいのだ」

　俺は周囲をうかがってすぐ近くに人がいないことを確認すると、声をひそめた。

「けどユズハ、お前が姫だってことは気づかれないようにしろ。さっきのカルマーって奴とその部下、どうも只ただ者ものじゃなさそうだ。あいつらに気づかれたら、絶対にユズハのことも狙ねらってくるに違いねぇ」

「やはり余は姫であることを知られてはならんのか……」

　ユズハが少しさびしそうに肩を落とす。

「誤解するな。いいか？　これは敵を欺あざむくための戦略的隠密行動ってヤツだ」

　ちょっと難しそうな言葉で言ってみたとたん、ユズハは目をキラキラと輝かせた。

「つまり世を忍ぶ仮の姿というわけであるな！　なるほど、なんかかっくいい気がしてきたぞ。うむ。そうとなれば余は堂々と身分を隠してやろうではないか。くっくっく」

　……まぁ、こんな性格のが古代の姫だなんて、誰だれも思わないだろうけどな。





　それから数日後。早朝のギルドの庭は、一面朝霧に包まれていた。

　パーティーの賑にぎわいとは打って変わり、静寂が辺りを包みこんでいる。周囲が白く霞かすみ、遠くの街並みがうっすらと靄もやの中のシルエットになっていた。

　俺おれとユズハは塔の陰に隠れて立ち、じっと門のほうを見つめていた。門の横には、二頭の白馬に引かれた、一台の大きな馬車が乗り付けられている。

　その馬車に、今まさにホノカが乗るところだ。周囲には数人のログール軍衛兵がいる。

　表向きは重要な来らい賓ひんだから、彼らは式典用の装そう飾しよく鎧よろいを身につけた、背も高く気品ある印象の兵士たちだ。そしてそれ以上の気高い笑顔で接するホノカに、衛兵たちは緊張した面持ちで丁てい重ちような態度をとっている。

　ホノカの後にザイクスが続き、アーグレィ総裁は不安そうに見守っていた。

　衛兵たちも馬車に乗りこみ、扉が閉められた。御者が鞭むちを一振りすると、朝霧の中に馬のいななきが響き渡り、車輪が静かに回り出す。

　ホノカを乗せた馬車は、すぐに靄の中に消えて見えなくなった。

「行っちまったな。――俺たちもすぐ王都へ向かおう」

「ところでレン。フニュフニュはどうしたのだ？」

「それならマルシェに預けてきたよ。さすがにフニュまで危険に巻きこめないしな」

「では余とレンの二人っきりなのであるな。さてはおぬし、ちゃっかりそれを狙ねらっておるな、くの、くのぉ～」

　ユズハは肘ひじで俺の胸をつんつんしてくる。

「……くだらないこと言ってると、置いてくぞ」

　俺はとっとと先に歩き出した。



　アーグレィ総裁が王都行きを許可してくれない以上、俺たちの交通手段は一つだ。

　この街と王都を結ぶ、旅客用の馬車。その乗り合い馬車に乗って王都へ向かう。

　街の中心街にある、『ケルズ旅行社』と書かれた看板の掲げられた五階建ての商館。しゃれた赤レンガの壁がひときわ目立っている。

　その一階部分がくり抜かれ、中には黒い堂々とした三頭の雄馬がたたずんでいた。その奥には、外から射しこむ朝の陽ひ射ざしに艶つや光りする、黒塗りの車体が見えた。

「あれに乗っていくのか？　なかなか豪華な馬車ではないか。余が乗るにふさわしいぞ」

　ユズハは満足げにうなずきながら言う。

「豪華って言っても、貸し切りってわけじゃないけどな」

　旅費の入ったサイフの中身を確認して握りしめ、旅行社の扉をくぐる。



「って、なんでそんなに高いんだ!?」

　思わず旅行社の受付のおやじに聞き返した。

「旅費が二人で一千マクルって……。三百マクルもあれば充分なはずでしょ!?」

　受付のハゲたおやじは、頭の汗をかきかき言い訳した。

「実はログール帝国によって旅客税が値上がりしまして。何とぞご理解のほどを……」

　こんなところでもログールかよ。

　サイフの中を覗のぞきこんだ。手持ちの金は、金貨四枚、四百マクルだ。

　これじゃ俺おれたち二人どころか、一人も行けやしない。

「あぁ～、四百マクルでしたら、こちらの新婚さまパックならご案内できますよ。王都まで二泊三日の旅、お二人でちょうど四百マクルでございます」

「おいこらハゲおやじ！　余がこんなしょぼくれた小童こわつぱと新婚に見えるのかっ！」

　しょぼくれた小童で悪かったな。

「……その新婚パックってのは、誰だれでも利用できるのか？」

「もちろん、新婚さまに限らせていただいております。何しろ格安ですので」

　はぁ、とため息をついた。それじゃどうしようもないだろ。

「今でしたら、特別に高級スイーツの食べ放題もサービスしておりますよ」

　とたんにユズハが目を光らせた。

「おいレン！　今すぐ教会で式を挙げるぞ！　すいーつのためだ!!」

　……ムチャ言うな。

　途方に暮れていると、俺の横からスッと手を伸ばし、受付のカウンターにじゃらっと金貨を置く人間がいた。

「王都までのキップ、三枚お願いね」

　聞き慣れたその声に思わず振り返ると……。

「はぁ～い、レン」

　大きな旅行鞄かばんを手にしたマルシェが、そこに立っていた。後ろにはルミサの姿まで。

　まさか、またコイツらついてくるつもりか。なんだか頭痛がしてきたぞ。

「はぁ～い、じゃねぇよ。何キップ買ってんだよ」

「あら、あたしが旅行しちゃおかしいかしら？」

「いや、おかしかないけどさ……。その三枚ってのはなんだよ」

「ん？　単に買いだめしておこうかなーって思っただけよ。流れ者マルシェ様としては、また値上がりしたら困るもの。――でも、今お金が足りなくて旅行ができない～って友達がいたら、助けてあげないでもないんだけどなぁ」

「素直に『自分も行きたいです』って言えよ」

「素直に『マルシェ様、貧乏な私に哀あわれみを恵んでくださいませ』って言いなさいよ」

　この、Ｓマルシェめ……。

「……マルシェ様、お願いいたします。貧乏な私にお恵みを……」

　にっこにこ笑顔を浮かべながら、マルシェはキップを二枚、俺おれたちに渡した。

「ふいっにゅ！」

　ふと鳴き声がして、旅行鞄かばんからフニュがちょこんと顔を出した。

「っておいマルシェ、まさかフニュまで連れてくんじゃねぇだろうな!?」

「当ったり前！　こんなかわいい子置いてくなんて信じらんない。ね～フニュちゃん」

　マルシェはフニュを抱き上げ、スリスリとほおずりした。

「……で、ルミサはキップ買わないのか？」

「わたしも行きたいけど……ダロウ島での遺跡調査団に加わることになってるの」

　それは夏に行った海賊の島だ。古代の海賊王が遺した巨大な文様船や遺跡があった。

　上着の内ポケットにしまってある、水の指輪を思い出す。島で出会ったコーフィーから託された、水の姫を目覚めさせる指輪だ。水の姫は棺ひつぎの姿に戻り、島に奉られている。

「わかった。ルミサも気をつけてな。コーフィーたちにも、よろしく伝えといてくれ」

　馬車乗り場に向かおうとしたとき、受付のおやじがふいに呼び止めた。

「あー、お客さん、文様師……ですよね？」

　俺が下げている文様剣と、腰のベルトに付けた文様描きの携帯道具袋を見たらしい。

「気をつけたほうがいいですよ。今、王都では文様禁止令が出されていまして」

「……文様禁止令？」

　俺とマルシェは、思わず顔を見合わせた。

「私も行ったわけじゃないから詳しくはないですけどね、なんでも王都で不用意に文様を使うと、軍に逮捕されてしまうとか」

　……それでアーグレィ総裁は、俺の王都行きを認めなかったのだろうか？

　もちろん、今さら引き返すつもりはない。

　俺とユズハとマルシェ、そしてマルシェの鞄に入ったフニュは、馬車に乗りこんだ。

　細長い車体には、二人がけのソファが一組ずつ向かい合わせになって並んでいる。俺たちは一番奥の座席に腰掛けた。

　俺とユズハが横に並び、向かいにマルシェ。その隣にフニュがいる。

　車内を見回すと、他に数人の乗客がいた。ぼーっと窓の外を眺めている若い男や、新聞を広げた中年男。十歳くらいの子を連れた女性。皆、王都へ向かう旅客だ。

　車掌によって扉が閉められ、馬車が動き出した。

　窓の外で、ルミサが手を振りながら見送ってくれた。

　初めは賑にぎわう街の大通りを進み、一時間もすると建物もまばらになってきた。

　やがて街を完全に出て、馬車はのんびりと、林の土道を進む。

　旅行社の用意した宿に泊まりながら、王都まで、馬車で北に向かって約三日。

　晴れた青空は平和そのもので、この旅の先に何が待ち受けているのか、まるで予想もできなかった。



    

  
    
      
　二章　光の女王



「王都リンディスファーン。神聖国フィアナの北方に位置する街。今から約千五百年前、時のフィアナ国王フィンⅠ世が建国の儀式を執り行った土地である。以来、水晶塔に王室を構え、現在は女王リヴィアによって統治されている。蒼あおく輝く水晶塔と張り巡らされた水路に彩られ、『蒼き水晶の街』として親しまれる、美しきフィアナの首都である」

　読み終わると、マルシェはパタンとガイドブックを閉じた。

　出発してから二日目。俺おれたちは今日も朝から馬車に揺られていた。

　馬車はなだらかな草原の街道を進んでいる。見渡す限りの草むらで、たまにちらほらと藁わら葺ぶきの民家が見え、その周囲でのんびりとヤギの群れが草をはむっていた。

「どう？　王都の様子が想像できたかしら？」

「ていうかそれ、観光用ガイドブックだろ？　遊びに行くわけじゃないんだしさ」

「あたしたちみんな、王都へ行くのは初めてでしょ。観光用だって充分役に立つわ」

「そうであるぞ。余もちゃんと用意してきた。ほれ、見るがいい」

　ユズハはポケットから小さく折りたたまれたパンフレットを取り出してみせる。

　ペン画で描かれた王都の地図が全面に広がり、あちこちに解説文が書かれていた。

「なんだそれ……。『魅惑の王都まるごと食べ歩きマップ』？」

「旅行社のカウンターに置いてあったのだ。王都中にある美う味まいものの店を網羅した地図であるぞ。しかも星三つの採点つきだ」

「あのなぁ、ホノカが心配じゃないのかよ」

「もちろん心配に決まっておろう。おぬしよりよほど気にかけておるわ。……だがな、姫はそんな簡単に、あんなオサレ黒マントどもにやられる存在ではない」

「なんだよオサレ黒マントって」

「ふんっ。あやつらどうせ、あの黒ずくめの服をカッコいいと勘違いしておるのだ。実にダサい連中だのぅ。だからあんな奴らはとっととこてんぱんにして、余はのんびりとホノカ姉さまと食べ歩きを楽しむのだ～」

　……実に緊張感のないヤツだな。でもまぁ、ユズハはユズハなりに、ホノカのことを心配してるんだよな。きっと、俺たちよりよほど強く。

　にしても、文様禁止令ってのが気になるな。ほんとにそんな命令が出てんのかよ？

　なんてことを考えていると……。

「あーっ、あたしこの店、行きた～い！」

　ユズハの持つパンフレットを覗のぞきこんでいたマルシェが指さして叫んだ。

「おっ、それは最高級三つ星すいーつ店だぞ！　余も目をつけておったのだ。うぬぬ、マルシェ、おぬしなかなか目が高いのぅ」

「ふいにゅ！　ふいにゅ！」

　フニュまでパンフレットに釘くぎ付づけになって、ソファの上で飛び跳はねている。

　二人と一匹はその日ずっと、延々とケーキ店の話題で盛り上がるのだった。



　出発から三日目。何度か旅行社の宿を経由し、馬車は高地の平原を進んでいた。

「どうでもいいけどさ、マルシェ。なんでそんなでかい旅行鞄かばん持ってくるんだ？　お得意の、なんでも縮めて入る文様ポシェットはどうしたんだよ」

「ちゃんと持ってるわよ、ほら」

　マルシェは鞄の中から、ハートに似た形の文様が描かれた、ピンクのポシェットを取り出した。文様の力で大きな物体でも縮めて入ってしまうという、マルシェの発明品だ。

「それに荷物入れればいいじゃないか」

「わかってないなぁ。それじゃ、旅の味わいってもんがないでしょ？」

　……だから観光に行くんじゃないんだってば。

　隣では客席のソファに座るユズハが、ふあ～ぁと大きなあくびをした。

「うぅーむ、座ってばかりで退屈であるぞ。レン、なんか面白いこと言って笑かせ」

「笑かせってなぁ。今日中には着くんだから、もう少しガマンしろよ」

　俺おれは、膝ひざの上で寝息を立てているフニュの背をなでながら言った。

「おぬしはそうやって、フニュフニュといやらしくたわむれておれば満足なのだろう」

「いやらしくってなんだ、いやらしくって」

「ねぇ、あれ見て」

　ふと、窓の外を眺めていたマルシェが声を上げた。俺とユズハもその先に目を向ける。

　平原の中に、奇妙な形をした建物が三つ並んでいた。

　ここからだと小さく見えるが、近づくとかなり巨大であるに違いない。

　くすんだ灰色の塔を中心に据えた、やぐらのような建造物。塔のあちこちから何本もの曲がった煙突が伸びている。

　煙突から吐き出される赤い煙が、まっすぐ、雲の浮かぶ青空へと立ち上っていた。

「なんだ、あれは……。あの赤い煙、ログールの施設か？」

　あの赤い煙は、まさに『神の血ダーナ・オ・シー』を焼くときに出るものだ。

『血ブラツドの機関』と呼ばれるログールの軍用動力。それが吐き出す煙と同じ色。

「あれはログール帝国による『神の血』の採掘施設ですよ。この地域には、あちこちに建設されているのです」

　ふいに男の声がして、俺たちは一斉に振り返った。

　俺たちが座る、一つ前の座席。こちら側に背を向けた位置で、一人の男が新聞紙を広げていた。馬車に乗ったときからずっとそこに座っていた乗客だ。

　くすんだ紺色のチョッキを着た中年男。新聞紙に目を落としたままで、顔は見えない。

　俺おれは再び遠くの建造物に目を向けた。

「あれが採掘施設か……。話には何度も聞いたけど、実際に見るのは初めてだな」

『神の血ダーナ・オ・シー』は古代の姫より人々に託された、文様の力の源だ。――少なくとも、俺たちの神話ではそう教えられている。手作業で少しずつ地中から掘り起こされ、無駄にしないよう大切に、文様描きの原料として使われるのだ。

　あれほどの巨大な施設をいくつも建てて、いったいどれほどの『神の血』が掘り起こされ、兵器のために燃やされているのだろう。

「あの施設が、俗になんて言われているか知っておりますか？」

　中年男は、相変わらず背を向けたままで言う。

「神の吸血鬼、ですよ」

　吸血鬼……。大地から血を吸い上げ、帝国の養分とする……。

「彼らは『神の血』を独占するため、私たちの文様までも禁止しているのです」

　淡々と話す口調の中に妙なおどろおどろしさを感じて、俺たちは男の背を見つめながら、思わず黙りこんでしまうのだった。



　やがて馬車は草原を抜けて、ゴツゴツした岩の転がる山道に入った。

　左手には高くそびえる茶色い山脈が見え、右手には今まで通ってきた草原が、遠く霞かすんで広がっている。

　馬車は蛇行するように山地を左右に横切りながら少しずつ上っていった。岩場に挟まれた道は意外に幅広く、時々他の馬車とすれ違う。そのせいか、こんな場所でも人里離れた印象はあまりない。さすがに王都へ続く道ではあるな。

「しかしのぅ、こんな山の上に王都とやらを造ったのか？」

　ユズハは薄雲の差し掛かる山頂を見上げた。

「山の上っていうか、山を越えた向こうね。この山脈は大きく円形に連なっていて、その中にすっぽり入るように王都が広がっているの」

　ガイドブックを広げながらマルシェが説明した。

　馬車は今までと変わらぬのんびりした足取りで山道を進んでいた。



　霧のような雲に包まれた山頂に着いたときは、もう夕暮れだった。

　そこからさらに、山脈に囲まれた内地へ向けて、馬車は下りの山道を進む。

　日没と共に霧きり雲ぐもを抜けたとき、窓から見下ろす先に一気に広がる街並みが見えてきた。

　何よりもまず目を引くのが、街の中央部に小さく見える、蒼あおい宝石のような塔だ。あれが王室のある、水晶塔と呼ばれる建物だろうか。

　そこから波紋が広がるように、円状の水路が何本も走る。街灯の明かりに照らされて、エメラルドの輝きを放っていた。水路に区切られた数々の区画に、大小様々な形の石やレンガ造りの館が並んでいる。

　街並みは、遠く霞かすむ反対側の山脈まで続いているようだ。

「これが王都リンディスファーンか……」

　静かな輝きをたたえた古都の姿に、思わず魅入った。

　まさにそこには、『蒼あおき水晶の街』と呼ぶにふさわしい光景が広がっている。

「のぅ、レン。あれはなんなのだ……？」

　ユズハが不安げに街の一角を指さした。

　建物の明かりの合間から、細く赤い煙が吐き出されている。採掘施設と同じ色の煙。

　よく見ると、街のそこかしこでその赤い煙は立ち上っていた。

　まるで、水晶につけられた赤い傷口のように。

「王都はですね、すっかりログール帝国に支配されているのでございますよ」

　相変わらず広げた新聞紙に目を落としたままの、さっきの中年男が口を開いた。

　馬車は下りてきた夜のとばりの中を、蒼い王都に向かってゆっくりと進んだ。





「んんーっ、やっと着いたわねぇ……。腰が痛くなっちゃった」

　馬車を下り、旅行社の外へ出ると、マルシェは大きく伸びをした。

「三日間も座りっぱなしだったもんなぁ」

　車内からの開放感を味わいながら、俺おれもホッと一息つく。

　この辺りの土地は、山脈の中腹ほどの高さにある。高地のせいか、ちょっと肌寒い。

　俺たちが立っているのは、どこかの大通りだ。夜だからか、人の往来は少ない。

　たった今出てきた旅行社は、六階もの高さの立派な石造りで、通りに沿って似たような大きさの商館が並んでいる。

　文様禁止令なんて聞かされていたけど、見たところ街の様子は静かで平和だ。

「――ホノカたちも、王都に着いているかな」

　パレードの開催日時は、もう明日だ。パレードには皇帝とフィアナ王国の王女、そして火の姫であるホノカが列席することが発表されている。

　少なくともそれまでは、ホノカの身に危険なことは起こらないだろう。

　どのみち厳重に警備された王室には近づけないし、今はザイクスに任せるしかない。

「のぉレン。余は腹が減ったぞ。ひとまず腹ごしらえをしようではないか」

「ふいにゅ！」

　フニュもマルシェの鞄かばんから頭を出し、うれしそうな声を上げる。

「やれやれ。お前たちはほんとに食い意地が……」

　言いかけたとき、俺の腹がぐぅと鳴った。

「ん？　余の食い意地がなんだと？　腹を鳴らしたのはどこの誰だれだ？　くの、くのぉ～」

　ユズハが意地悪く笑いながら肘ひじで俺の胸を突つっついた。



　そんなわけで俺おれたちは、通りを二つまたいだ場所にあるケーキ屋『プルーラベル』で食事をすることにした。なんでもユズハが言うには……

「見よ！　このパンフレットによれば、これぞ最高級ケーキを食わせる三つ星優良お勧めすいーつ店であるぞ！　特製のハーブティーも絶品だと書いてある！」

　というわけで意気揚々と入ってみたはいいものの……

「うぬぅ……」

　テーブル席に案内されて、出された苺いちごタルトにパクついたユズハは渋い顔をした。

「生き地じの焼き具合がムラだらけではないか。しかもあちこち焦げておる。せっかくのクリームが台無しだぞ。何が三つ星だ、この腐れパンフレットめがっ！」

　ユズハはフォークを持つ手でテーブルをドンと叩たたいた。

「どうせ高級だからって、期待を膨らませすぎたんだろ？　現実はこんなもんだ。ていうか腹を膨らませるのにケーキ屋に入るかよ。肉食いたかったぜ」

　マルシェがタルトの切れ端をフニュに食べさせてやりながら、首を横にかしげる。

「うーん、材料は悪くなさそうだけど……あたしも、この生地はちょっとどうかなぁって思うわよ。これなら料理長マルシェ様のほうがよっぽどうまく焼けるわ」

「そうであろ？　マルシェもそう思うであろ？　こんなケーキをありがたがってバクバク食えるのは、レン、おぬしのような貧乏人だけだ！」

「うるせぇな。まぁ俺はこの店、そこそこ楽しめてるけどな」

　十卓ほどのテーブルが並んだ、こぢんまりとした店だ。ところどころに立つレンガの柱にかがり火のランプが掲げられていて、薄暗い空間に柔らかな明かりを投げかけている。

　客席は、半分ほどが埋まっていた。おしゃれな雰囲気の店だからか、若い人が多い。ドレスで着飾った女性客にカップルらしい男女、そして四人の男連れ客など。男たちは大柄で、派手な金髪をしている。

　男連れ客は少々騒がしいものの、高級店なのか全体的には物静かである。

　もっとも俺にとっては、本来こういう店は苦手だ。なんというか、行儀よくしなきゃいけない気がして、どうにも気分が落ち着かない。

　それでも店の雰囲気を楽しめているのには、一つ、わけがあった。

「紅茶のおかわりはいかがでしょうか」

　店のウェイトレスが言って、ポットを持ってきた。

　俺たちよりちょっと年上かと思える、若くて整った顔立ちの女性だ。長い髪を後ろでまとめて垂らしていた。

「あ、うん。お願い」

　ティーカップを彼女のほうに差し出す。……ついでに、その姿を横目で見た。

　この店のウェイトレスたちが着ているのは、まるで金持ちの屋敷で使われていそうな、黒くシックなメイド服。それでいて、大きなフリルのついた白いエプロンがかわいらしい。

　けれど何よりも目を引くのは……大きく開いたエプロンの胸元。

　少し前まえ屈かがみになって紅茶を注ぐ彼女の胸の谷間が、チラリと見えてしまいそうだ。

　彼女は三人分のカップに紅茶のおかわりを注ぐと「ごゆっくりどうぞ」と言って、他のテーブル席に向かって歩いていく。

　その後ろ姿を目で追いかけた。前からはエプロンに隠れて見えないけれど、後ろから見ると、スカートがおしりのすぐ下までしかないほど短い。

　膝ひざ上うえまでの黒いニーソックスとスカートの間で、白い太ももがちらちらと見えた。

　この店では、ウェイトレスの女の子たちがみんな、こんな服を着ているのである。

　こりゃ、ケーキがちょっとくらいマズくても余りあるってもんだ。

「レ～ン～」

　呆あきれたようなマルシェの声に、ハッとして俺おれは振り返った。

「なんか今、すごくイヤラシイ顔してたわよ」

　マルシェとユズハ、それにフニュまでがじとっとした目で見つめている。

「ご、誤解だよ。なかなかハイセンスなメイドさんだなーって思っただけだ」

「食い気より色気とな。このようなハレンチな臣民がおるとは、余は大変情けないぞ。しょせんこの店も、こやつのようなメイドさんうひひひなどと抜かす連中の人気で三つ星を獲得したのだ。実に嘆かわしい。このような輩やからが文化を衰退させるのだっ」

　……なんでそこまで言われなきゃならないんだ。

「違ってんじゃねぇかって言ってんだよ！」

　突然怒ど鳴なり声がして、俺たちは一斉に振り向いた。

　声の主は、店の中央近くのテーブルに座っている、トサカのように金髪を立てた若い男だ。

　同じテーブルには他に三人の仲間がいて、ニヤニヤ笑っている。

　しかも連中の姿をよく見ると、腰からサーベルを下げているじゃないか。あのサーベルの形。奴ら、ログール軍の兵士なのか？

　彼らの横にはさっきのウェイトレスが立って、頭を下げながら必死で謝っていた。

　他のウェイトレスは怯おびえたように、店の隅で縮こまっている。

　怒鳴り声の主に店中の視線が向けられ、みんな固唾かたずを呑のんで見つめている。

　が、トサカ頭が睨にらむように見回すと、たちまち視線をそらして黙ってしまった。

「オレが注文したのと違ってんじゃねぇか。ナメてんのか？」

「も、申し訳ございませんッ！　ですが、確かにアップルパイとおうかがいして……」

「るせぇっ！　食いてぇもんが変わったんだよっ！」

「せ、せめてお食事の前に言っていただければ、交換を……」

「食い終わってから気づいたんだっ！　おい姉ちゃん」

　トサカ頭はウェイトレスの腕をつかんでぐっと引き寄せた。

「どうやって詫わびしてくれんだ？　あぁん？」

「も、申し訳ございません……」

　ウェイトレスは泣きそうな顔で、ひたすら謝り続けている。

　どうやら、勝手な因縁をつけられちまったみたいだな。

「ガラの悪い連中はどこにでもいるのぅ。マズいケーキがますますマズくなるわ」

　ログール軍の奴ら、王都でも好き放題かよ。俺おれたちの街でも、ああいう困った兵士連中はたまにいるんだよな。

　奥にある厨ちゆう房ぼうから、若いコックが慌あわてて駆け出してきた。

　コックは男たちのテーブルに走り、かばうようにウェイトレスとの間に立つ。

「わ、私が店長です！」

　ああそうだ。困った客には、毅き然ぜんとした態度でガツンと言ってやんなきゃな。

　ところが、店長はさっきのウェイトレスと同じ調子で、男たちに頭を下げ始める。

「って、謝るとこじゃないだろ。客だからって、あれじゃ営業妨害じゃねぇか」

「どうにも情けない店長であるのぉ。あんなだからケーキもまともに焼けんのだ」

　と、そんなことを言ってると、トサカ頭が立ち上がって店長の胸ぐらをつかんだ。

　おいおい、なんか本格的にヤバくなってきたぞ。

「ち、ちょっと待てよ！　お前らやりすぎだぞ！」

　急なことに、俺は思わず叫んで、立ってしまった。

　トサカ頭がギロリと俺のほうを睨にらみ、店長をつかみ上げたまま寄ってくる。

「じゃますんじゃねぇっ！」

　店長の体を思い切り、俺たちのテーブルに向かって投げ飛ばした。

　その瞬間、頭にイヤな光景が浮かび上がる。

　ギルドでのパーティーで、丸テーブルがひっくり返ってソースをかぶった光景。

　俺はとっさに座席の背に手をつくと、床を蹴けってジャンプした。そのまま体をひねり、斜め前方の床に華麗に着地する。

　直後、ガチャアァン!!と音を立て、店長の体はテーブルに激突し派手にひっくり返す。

「へっ、何度も同じ目にあってたまるか」

　悪いな若い店長。俺はもう、ソースをぶっかけられるなんてまっぴらなのさ。

「…………あ」

　立ち上がって振り返ると、皿やカップが錯乱し――クリームがべちゃりとついたユズハとマルシェ、それにフニュが立ちつくし、ぷるぷると震えていた。

「うぬぅ……。余になんたる辱はずかしめを……」

「ひっどーい……っ。あたしのお気に入りの服なのに……」

「ふにゅんっ……！」

　店長は倒れたテーブルの上に倒れこんで伸びている。

　トサカ頭はゴミを放り捨てたような顔で手をパンパンとはたきながら、また怯おびえているウェイトレスを睨みつけた。

「余の服を汚すとはなんたる無礼……。レン！　あやつをこてんぱんにのしてやれっ！」

　言われなくてもわかってら。

「おい、待て！　俺おれたちのケーキどうしてくれんだよ！」

　俺はトサカ頭に向かって怒ど鳴なった。まぁ、ほとんど食べ終わってたんだけどな。

「あー？　文句あんのかコラ？」

　トサカ頭は振り返り、睨にらみつけながら歩いてくる。

　仲間の三人も立ち上がり、目をむき出して近づいてきた。

　シャキンとトサカ頭がサーベルを抜く。鈍にぶい銀の刃が、照明の炎にキラリと光った。

「みんな離れててくれ！」

　叫ぶと、客たちは怯おびえたように店の壁際へ一斉に逃げていった。

　ただ一人、少し離れた席で、何事もないかのように紅茶を飲んでいる若い女がいた。

「危ねぇから離れてろ！」

　そいつに向かって叫ぶが、まったく意に介した様子はない。気づかないはずないし、よっぽど肝っ玉が据わってるのか。

　まぁ仕方ねぇな。なるべく静かに決着がつけられればいいんだが。

　俺は腰の剣を抜き取り、トサカ頭と向かい合いながら構えた。

　赤や白で光り輝く星々をシンボルとして描き、組み合わせて装飾された光の文様。

　光の文様剣だ。

　目を閉じ、頭に強烈な一点の光をイメージする。想像の中の輝きは、光のシンボルとなり、いくつものシンボルが重なって、脳内に張り巡らされた文様となる。頭に描かれた文様の形は、強いイメージの奔流となってあふれ出した。



    

  
    
      



    

  
    
      　想像力をエネルギーに転化した力、シードが俺おれの両腕を伝い、剣に描かれた文様へと送りこまれる。文様を描く塗料『神の血ダーナ・オ・シー』が息を吹き返したように、赤く光り出す。

　次の瞬間、剣の刃は、闇やみを切り裂く鋭い光を帯びて輝き、店内を煌こう々こうと照らし出した。

「て、てめぇ！　文様師かっ!?」

　トサカ頭がたじろぎながら叫ぶ。

「文様を使用した奴は……逮捕してやるぜっ！」

　……文様禁止令ってことか？　やはり言われたとおりだったのかよ。

　が、こんな奴らにおとなしく従う理由もねぇ！

　トサカ頭がサーベルを振り上げながら迫ってきた。

　大して強そうな相手じゃないな。俺は背を低く構え、床を蹴けった。

　……が、次の瞬間。俺はとっさに、動きを止めた。

　一方のトサカ頭も同じように、表情を強こわばらせて固まっている。

　俺とトサカ頭ののど元に、それぞれ鋭いものが突きつけられていた。

　短剣。鋭利な輝きを放つ、研ぎ澄まされた二本の短剣。

　両者の間に割って入り、両手に短剣を持つ女がいた。

　突き刺すような目で俺を見つめている。睨にらむほどの眼力を感じさせるのに、その表情は冷静沈着だ。動いた直後のせいか、柔らかな銀髪がゆるやかに宙を舞っていた。

　さっき、騒ぎに物怖じもせず紅茶を飲んでいた女。

　……速い。俺たちの間に割りこむ動きが、風のような速さだった。

「わたしはお茶の最中なんだ。暴れるなら外でやってはもらえないか」

　丁寧だが、絶対的な命令に感じられる冷徹な声。

　もし少しでも抵抗しようものなら、とたんに喉のどを切り裂かれてしまいそうだ。

「面倒だな。おい、行こーぜ」

　後ろにいる男の一人が、渋った声でトサカ頭に言う。

「ちっ、オレたちが非番で助かったな」

　捨てゼリフを吐きながら後ずさり、四人はそのまま、店を出ようと扉へ向かう。

　俺も剣を収めると、女はようやく短剣を引いて自分の席に戻った。そのまま、何事もなかったかのように紅茶のカップを手に取る。

「あ、あの……」

　ウェイトレスが男たちの後を追って呼び止めた。

　あぁそうか。食事代を払ってもらわなきゃな。

「さ、先ほどは申し訳ありませんでした！　どうか、お気を悪くなさらずに……」

　ウェイトレスは、さっきと同じ調子で何度も頭を下げる。

　いくら客商売だからって、そこまでするもんなのか？

　男たちはふんとそっぽを向いて、とうとうそのまま金も払わずに出てしまった。

　うるさいのがいなくなって、店内が急に静まり返る。

「うぅ……ん」

　テーブルを倒して伸びていた店長が目を覚ました。

　ウェイトレスは心配そうに駆け寄ってくると、膝ひざをついて店長の体を抱えた。

「あなた、大丈夫!?　ケガはない!?」

　……え、あなた？



「本当に、お客様にはとんだご迷惑を……」

　店長はテーブルに手をつくと、俺おれに向かって深々と頭を下げた。

「い、いえ、いいんですよ。頭を上げてくださいってば」

　ここはケーキ屋の二階にある、店長の自宅だ。

　閉店後、汚れたユズハとマルシェの服を洗うため、俺たちを招いてくれたのである。

　風ふ呂ろ場ばのほうから水音が響き続けていた。ユズハたちが体を洗っているのだ。

　こぢんまりとしたリビングのテーブルに向かい合って腰掛けながら、若い店長はさっきからずっと、俺に迷惑の詫わびと助けた礼を言い続けていた。

「お客様にはご迷惑をおかけした上助けていただいて、なんと申し上げれば……」

「礼なら、あの女の人に言ってもらったほうがいいですってば。それにしても何者なんですかね、彼女。あの動きは只ただ者ものとは思えねぇ。気がついたら帰っちゃってるし」

「よく私どもの店にいらっしゃるお客様なのですが、どのような方かまでは……」

　そりゃ常連とはいえ、いちいち客の素性まで知らないよな。

「それに悪いのはさっきの兵士たちなんだし。そもそもあいつらにだって、いくら客だからってあんなに頭下げる必要ないじゃないですか。金も払わなかったし……」

「それはそうなのですが……私どもも、下へ手たに申し立てして軍に目をつけられてしまっては、営業に悪影響が出てしまいかねないのです」

「悪影響？」

「今、王室は力を持たず、王都で店の営業の許可を出すことすらログールなのです」

　……なんとなく聞いてはいたけど、王都ってそこまでログールに支配されてるのかよ。

　カチャリと音がして、風呂場に続く戸が開いた。

「ふいにゅ～っ」

　フニュがぴょんぴょん跳はねながら走ってきて、座っている俺の膝に乗った。

「おっ、フニュ洗ってもらったのか。ぴかぴかになったじゃないか」

　続いて足音がして、ユズハとマルシェが戸から姿を出す。

「お前たちも着替えたんだな……って」

　言いかけて、俺は絶句してしまった。

　二人が着ているのは、まさに、店の制服。胸元を大きく強調したエプロンとやたら短いスカートの、あのメイド服だった。

「う、うぬ……なんだこの服は……やたらスースーするぞ……」

　ユズハは真まっ赤かな顔で両手でスカートを押さえ、モジモジしている。

「まさかメイドマルシェ様になるなんて思わなかったわ……。ち、ちょっとレン！　ジロジロ見ないでよっ！」

　やはり顔を赤くして、マルシェが胸元を押さえながら怒ど鳴なった。

　こ、これは……この微妙な似合わなさ加減がむしろなんとも言えないいやらしさを醸し出しているというかなんというか。

「すみません、今、お着替えの服がそれしかなくて……。汚してしまった服は、明日には乾きますので……」

　二人の後ろで、私服に着替えたさっきのウェイトレスが申し訳なさそうに言った。

　彼女たちもリビングに集まると、隣同士に座った店長とウェイトレスを交互に見た。

　ウェイトレスの腕には、小さな赤ちゃんまで抱かれている。

「それにしても二人は、夫婦だったんだ……」

「はい。私はハーネル、彼女は妻のアナ。あの店は、私たち二人で始めたんです」

　俺おれたちよりは年上だろうけど、それにしても若い夫婦だな。

　マルシェは口に手を当て、まぶしそうに二人を見ている。

「若くて結婚かぁ。いいなぁ……」

「なんだよマルシェ、結婚したいのかよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「だってぇ、うらやましいじゃない。毎日旦だん那なさんに部屋の掃除してもらえるのよ！」

　……マルシェが結婚できるのは、当分先になりそうだな。

「しかしのぅ。おぬしら若くして店を構えるとは感心であるが、少々ケーキの焼き方がなっとらんぞ。あれでは三つ星どころか一つ星もやれん。修業が足りんのだ」

　ユズハがエラソーに料理評論家じみた口調で言う。まだこだわってたのか。

「は、はい、申し訳ありません……」

　ハーネル店長は消え入りそうな声で謝った。

「この人が悪いんじゃないんです」

　と、突然妻のアナさんが、夫をかばうように言った。

　抱いていた赤ちゃんを夫に預けると、部屋の隅に置かれていた置物の脇わきに歩く。

　かけてあった布を取ると、腰の高さほどの、縦に細長い竈かまどのような鉄製の装置が現れた。何本もの透明なパイプがからまるように伝い、下部には、赤い液の溜たまった透明な容器と蛇腹のポンプが見える。

「それ……『血ブラツドの機関』か!?　兵器がなんでこんなところに……」

「これは兵器ではありません。機関を改造して作られた、焼き料理用の器具なんです」

　アナさんが装置の端のレバーを引くと、全体が振動した。グツグツと赤い液が泡立ち、ポンプが激しく上下に伸び縮みする。熱気が部屋に充満し、パイプを赤い液が血液のように伝う。上部にある竈状の穴の中で、ボゥッと炎が燃え上がった。

　装置の排気口から、赤い色の煙が立ち上る。

「うぬ、わ、わかったから止めてはくれぬか。嫌な臭においだ。たまらんぞっ！」

　ユズハが不快さと苦痛の入り交じった顔で叫んだ。

「あっ、ごめんなさいっ」

　アナさんは慌あわてて装置を止めた。

　棺ひつぎの体を持つユズハには、あの『神の血ダーナ・オ・シー』が、まさに血液のように流れてるんだよな。

　それが焼かれるというのは、体を焼かれるような不快さを感じるのかもしれない。

「さっきのケーキも、あれで焼いてるんですか？」

　ハーネルさんに聞いてみた。

「以前は、友人の文様師に作ってもらった、文様の力で発熱するオーブンを使っていたのです。ですが一年ほど前、王都で文様の使用が禁止されてしまい……代わりに軍から使うよう指示されたのが、あの装置なのです。あれでなければ営業を認められないと……」

「無理矢理、料理道具を変えられたってことかよ……」

「あの装置は確かに火力は強いのですが、強いばかりで微妙なさじ加減ができないのです。それで生き地じの焼き加減も思うようにならず……どうにか苦労して、今の味にまで引き上げたのです。まだまだ不十分なのはよく承知しておりますが、私たちも店の借金や幼子を抱えて、営業を止めるわけにもいかず……」

「王都の文様師たちはどうしたんです？　禁止なんかされて、抗議しないんですか？」

「もしログールの政策に抗議なんかしたら……」

　ハーネルさんは少し怯おびえたようにうつむいて、声を落とした。

「『黒くろ豹ひように噛かまれる』んです」

「噛まれる……？」

「ログール軍には、表に現れず暗躍する特殊工作部隊がありまして、闇やみ夜よに紛れて忍び寄ることから『黒豹部隊』などと呼ばれているそうです。帝国に抵抗する者は黒豹部隊によって逮捕され、採掘施設で強制労働させられるのです。ひどいときには命さえも……」

「黒豹部隊……。あの、カルマーたちの組織か」

　ひょっとしたら、さっきの女もその特殊工作部隊とやらの一員なのだろうか。あの動きと鋭い目はまさに……殺し屋という感じがする。店を監視していたのかもしれない。

　もっとも常連客だという以上、その疑念は店長の前では言わないけれど。

　一見、王都の姿は華やかだ。だがその裏で暗躍し、人々を束縛する特殊工作部隊。

　今この街で起きていることは……普通じゃない。

「な、なぁもしかして……」

　俺おれはふと思いついて、ユズハとマルシェが着ているメイド服を見る。

「あの、そのなんて言うか、このエロいメイド服も、ログールの奴らに押しつけられたんですか？　こんな格好して、兵士の目を楽しませろとかなんとか……」

「あぁ、それは……」

　アナさんはちょっとうつむいて顔を赤らめ、横目で夫の顔を見た。

「この人の趣味です」

　ハーネルさんは照れたように頭をかいている。

　あ……そう……。趣味……ね。





　翌朝、俺たちは一晩泊めてくれた夫妻に礼を言って、ケーキ店プルーラベルをあとにした。見上げると、快晴の青空が広がっている。

　今日はいよいよ皇帝のパレードがおこなわれる。俺たちはハーネルさんに教えてもらった道順に沿って、パレードのコースになっている大通りへと向かった。

　数階もの高さのある、出窓のついた館や商館に挟まれた大通り。

　その両側の歩道に沿って、街の人々が集まっていた。左右を見回す限り、途切れなく続くほどの大人数だ。

　しかし華々しいはずのパレードを前にして、人々は妙な重苦しさに包まれていた。

　それもそのはずだよな。歩道には一定間隔で、ログール軍兵士が並んでいるのだから。

　通りの奥から、行進する足音と共にトランペットや太鼓の音色が鳴り響いてきた。

「来たみたいね」

　マルシェが言って、賑にぎやかな音のほうを見た。

　大通りの中央を、横隊になったパレードの列が歩いてくる。

　先頭を歩く集団は、白い制服を着た鼓笛隊だ。俺おれたちの前をフィアナ王国とログール帝国の国家を交互に演奏しながら進む。

　続いて、槍やりを構えた兵隊の行進が続いた。赤を基調とした重厚な胸当て。複雑な模様の装飾が彫られている。闇やみや光、水と火、命に言葉、といった六人の姫を表現する文様だ。

「ほほぅ、あやつらの鎧よろい、姫の力をよく表しておるではないか」

　ユズハがちょっと感心したように言った。

「あれはフィアナ王軍の正装だよ。……と言っても、ほとんど骨抜きの、お飾りの軍隊だけどな。ログール軍と戦う力なんて持っちゃいない」

　行進の中ほどに、堂々とした角つのとフサフサの毛を持つ、五頭の白い雄牛が引く牛ぎつ車しやがあった。車体部分の上部は御み輿こしになっていて、一段高い位置に玉ぎよく座ざが据えられている。

　玉座には、一人の女性が座っていた。

　真っ白なドレスに身を包んだその姿は天女を思わせる。

　足まで届きそうな波打つ長い金髪が、後方へそよそよとなびいていた。

　彫像のような目鼻立ちは、誰だれもがうっとりと見つめる芸術品のようだ。

　彼女を乗せた牛車が近づくと、集まった人々は今までと打って変わって、手を振り歓声を上げ始めた。

「リヴィア様ーっ」

　牛車の上の女性……まだ少女の面影を残した、若き女王リヴィアは、左右の人々をゆっくり見回しながらにこやかにほほ笑みかける。

「あの方がリヴィア女王なのね……」

　マルシェは感慨深そうに言った。

「俺は初めてだな、見たの……」

　フィアナ王国の女王、リヴィア。彼女が日々、国民に伝える言葉は新聞などで何度も目にする。だが実際にその姿をこの目で見るのは、これが初めてだ。

「ふんっ。たかが人間のおなごふぜいで、何を喜んでおるのだ」

「そう言うなよユズハ。女王さまなんだぜ？」

「国民も守れぬヘタレ女王ではないか」

　そりゃ確かに、ログール帝国の言いなりになってるんだから、女王としちゃ情けないのかもしれないけどさぁ。

　改めて、正面を通るリヴィア女王の顔を見る。

　美しい中にも、どこか儚はかなげなものを感じさせる、線の細い顔立ちだ。

　きっと優しい女王さまなんだろうけどなぁ……。

　リヴィア女王の牛車が俺たちの前を通り過ぎていくと、続いてログール帝国軍兵士の行進が続いた。女王に向けられていた歓声はすっかりやんでしまう。

　鈍にぶい銀色に輝く甲かつ冑ちゆうのような鎧を、頭のてっぺんからつま先まで、全身にまとった兵士たち。あんな重厚な鎧よろいを着ているにもかかわらず、右手に持った槍やりを前方に掲げ、左手には四角い大楯を持ち、軽々と足を上げて行進している。

　今まで見たこともない姿だ。ログール軍にはあんな兵隊もいるのか。

　銀ぎん鎧よろいの行進に混じり、今度は黒い五頭の雄牛が次の牛ぎつ車しやを引いて歩いてきた。リヴィア女王と同じように、御み輿こしの玉ぎよく座ざに一人の男が座っている。

「ふにゃんっ」

　マルシェの鞄かばんから顔を出していたフニュが、怯おびえたように頭を引っこめてしまった。

　座るのは、背の高い老人だった。灰色に見えるくすんだ肌に、骨が浮き上がるほどやせ細った腕。深々と腰をかけ、まっすぐ前方を見据えたまま微動だにしない。緑色の、ガウンのような柔らかな布地の服を着て、口をへの字に曲げていた。

　一見、まるで死んでいるのかと思う容よう貌ぼうだが、しかしみすぼらしさは微み塵じんも感じない。むしろ威圧する存在感が漂っていた。彼を見ているだけで、全身に押し潰つぶされるような重力がのし掛かってくるようだ。

　――あれが、ログール帝国の皇帝なのか。

　おそらく、パレードを見に集まった人たち皆、皇帝を快く思ってはいないだろう。

　にもかかわらず彼らの表情は、敵意よりも畏い怖ふの念に支配されていた。もし皇帝が一声上げたなら、たちまちその場にひれ伏してしまいそうに。

「なんだあやつは……。ただならぬ気配を感じるぞ」

　ユズハですら、額にわずかな汗をかいている。

「さすがは大国の皇帝ってところか。悔しいけど、どう見てもリヴィア女王とは存在感が桁けた違ちがいだよな……」

　皇帝を乗せた牛車は、ゆっくりと俺おれたちの前を進んでいく。

「み、見てレン……！」

　マルシェが俺の袖そでを引っ張って、皇帝が座る玉座の後ろを指さした。

　御輿の上の目立たない位置に、ベージュのコートに身を包んだ一人の男が立っている。皇帝の付き人か、護衛といったところだろう。

　肩まで伸びた髪を揺らし細いメガネの奥から群衆を見下ろすその男。

「兄貴……」

　俺は反射的に人混みに身を隠しながら、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　ノイド――俺の兄貴が、そこにいたのだ。

「あれじゃまるで、皇帝直属の部下じゃねぇか。兄貴、本気で自分の国に愛想を尽かしちまったのかよ……」

　ノイドの隣には、白いシスター服に身を包み、フードで顔を覆った女性が座っていた。

　顔が見えなくとも、その独特の存在感は間違うはずもない。

　彼女は命の姫。ノイドと共に行動し、彼に協力する姫だ。

「あいつら……また何か企たくらんでるんじゃねぇだろうな」

　しかし二人とも存在を誇示することもなく、静かにたたずんでいるばかりだった。

　皇帝を乗せた牛ぎつ車しやが通り過ぎ、銀ぎん鎧よろいの行進が終わる。

　再びフィアナ王軍の行進が続いた。白い五頭の雄牛に引かれた、三台目の牛車が見えてくる。集まった人々から、どよめきの声が漏れた。

「誰だれだ、あれは……？」

　口々につぶやきながら、牛車の御み輿こしに注目する。

　そこに立っていたのは、ホノカだった。真しん紅くのドレスを着て、玉ぎよく座ざから立ち上がり、人々にほほ笑みかけながら軽く手を振っている。

「あの人が、目覚めた火の姫なのか？」

「ほんとに、ロウソクの火みたいなお方ね……」

　あちこちから、見とれるため息のようなつぶやきが漏れる。

「ふふん。どうだ見たか臣民ども。ホノカ姉さまの魅力をとくと堪能するがよいぞ」

　ユズハは腕を組み、自慢げにつぶやいた。

「あのヘタレ女王なぞより、よほど気品高く優雅で美しかろう。さぁ、存分に心ゆくまで思い知るがよい」

「おい、ユズハ。めったなこと言うなよ。周りに聞こえたら怒られるぞ」

　幸い周囲の人々は、すっかりホノカの姿に心奪われているようだけど。

　だが、ユズハの言いたいこともわかる。

　例えば目鼻立ちの美しさだけで言えば、リヴィア女王のほうが上だろう。しかしホノカのほほ笑みからは、リヴィア女王のそれをはるかに超える、全すべてを包みこむような優しさと、熱く燃え上がる心の強さが感じられる。

　その、絶対的に埋められそうにない存在感の差は、やはりあくまで人間である女王と、世界の創始者たる『姫』の違いなんだろうな。

「ま、余もあのようにパレードをすれば、たちまち世界中の目を釘くぎ付づけにするあいどるになれるのだがな」

「自信満々だなぁ」

「レン。有名になってから余のサインを欲しがっても遅いのだぞ。欲しいなら今のうちに頼むがよい。余の機嫌がいいときなら、渋々書いてやらんでもないからな」

「渋々かよ。いらねぇってば」

　ホノカの立つ位置から一段下がった場所に、ザイクスが立っていた。

　うまく護衛をしてくれてるようだな。今は彼に頼るしかない。

「このまま、無事に済むといいわね」

　マルシェがホノカを見つめながら言った。

「そうだな。何事もなく、ホノカが俺おれたちの街に帰ってきてくれればいいけど」

　ホノカを乗せた牛車が、俺たちの前に差し掛かる。

　……と、少し離れた場所で、歩道の人波の中から一人の女の子がちょこちょこと進み出た。まだ十歳にも満たない子供だ。一枚の板を、両手に抱え持っている。

　進む牛ぎつ車しやの横に立ち止まり、板を差し出した。

　あれは……文様を描いた板か。遠くてなんの文様かはっきりとは見えないが、二つ三つのシンボルを組み合わせた、単純な形の文様らしい。

　ホノカが気づいて、女の子のほうに目を向けた。

　女の子が文様板にちょこんと手を触れる。すると描かれた文様が、淡く桃色に輝いた。

　あの子もシードを使えるのか。将来の文様師、ってとこかな。

　しかしそれ以上、何も起こらない。女の子は必死で文様板に手を当てた。シードがうまく送れないみたいだな。

　パレードの列は待ってくれることもなく、通り過ぎてしまう。

　ホノカの姿が遠くに去ろうとしたとき、ようやくポンッと文様板の上で光が弾はじけ、赤や青、色とりどりの紙吹雪が風に舞った。隠しておいた紙吹雪を出現させる、初歩的な文様の技だ。彼女なりの歓迎をしているのだろう。

　ホノカは馬車の上から振り返りながら、にっこりと女の子にほほ笑みかけた。周りにいた人たちもほほ笑ましそうに笑い声を上げる。

「おい！　何をしている！」

　だが、一つの怒声が笑い声をかき消した。

　歩道に立って警備していたログール兵士が数人集まってきて女の子を取り囲む。そのすぐ横で、フィアナ王軍の行進は何事もないように続いていた。

「文様は禁止だ！　許可証はあるのか!?」

　女の子は涙を浮かべながら、ふるふると首を横に振った。

　兵士の一人が文様板を取り上げ、石畳に投げつけて割ってしまった。

「あいつら……あんな小さな子相手に……」

　女の子の近くにいる街の人たちは、しかし不安げな顔で成り行きを見守るばかりだ。

　いやそれどころか、目をそらしてさえいる。

　兵士の一人が、女の子の肩をがっちりとつかんだ。

「まだ隠し持ってるかもしれん。連れていけ」

　とうとう、女の子は声を上げて泣き始めた。

　彼女をかばおうとする者は、いない。

「ちょっと、どいてくれ！」

　人混みをかき分けるようにして、思わず駆け出した。

　歩道から飛び出て、女の子の元へ走る。兵士たちに向かって叫んだ。

「お前らこそ何をやってるんだよ！　子供の遊びじゃないか！　放してやれよ！」

「なんだ貴様は？　誰だれであろうと、許可なき文様の使用は禁止されている」

　兵士たちが俺おれを睨にらみつけながら、取り囲んだ。

　ログールの軍隊がうようよいる場所でやり合うのは、さすがに分が悪いな。

　周囲を見回す。歩道の人々は俺おれが目を向けると、嵐あらしをやり過ごすようにうつむく。

　やはりか。昨日、あのケーキ屋で感じたことと同じものがここにある。

　王都の人たちは、皆――もちろん例外はいるだろうけど――善良な人々なのだ。ケーキ屋の夫婦のように。

　だけど、彼らは抵抗しない。どんなにログールに踏みつけられても、ただ耐えて、嵐が過ぎ去るのを待つことしかしない。

　しょうがねぇ。だったら、この兵士たちにどうやって抵抗すればいいか、見せてやる！

　文様剣に手をかけ、引き抜こうとしたときだ。

「きゃああぁーっ!!」

　突然、ざわめきとともに悲鳴が遠くから響き渡った。

　悲鳴がしたのは大通りの先、パレードが進んだ方向からだ。パレードの列は既に俺たちのそばを通り過ぎ、フィアナ王軍の行進の最後尾が見える。

　行進は止まり、フィアナ王軍の兵士たちが戸惑ったように前方をうかがっていた。

　ドオォン！と両りよう脇わきの建物から立て続けに爆発音が響いた。

　歩道の人たちが悲鳴を上げながら、耳を塞ふさいでしゃがみこむ。

　見上げると、二階や三階の窓辺からもうもうと黒い煙が立ち上っている。

「何事だ!?」

　俺を取り囲んでいた兵士たちが、慌あわてて爆音の聞こえた商館へと走り出した。

　すっかり忘れられたように、俺も女の子もその場に取り残される。駆け寄って、そっと彼女の頭をなでた。

「大丈夫か？」

　充血した目で女の子はコクコクとうなずいた。

「火の姫さま、喜んでたぞ」

　言うと、女の子はうれしそうに笑う。

　マルシェとユズハが駆けてきた。

「マルシェ、いったいパレードで何があったんだ？　さっきの爆発は？」

「よくわからないけど……暗殺者だとか、兵士が叫んでたわ」

「暗殺者……？　まさか、ホノカを狙ねらって来たのか!?　ちょっと見てくる！」

　女の子をマルシェに任せて、俺は駆け出した。

　散発的な爆発音は止まず、左右から響いている。

　翻ほん弄ろうされ、ログール兵たちが混乱したように右往左往していた。

　パレードの列に近づくと、ヒュンヒュンと群衆の中を跳はねる後ろ姿が見え隠れしていた。右に左に、追いかける兵士を避けながら飛び回る。

　その後ろ姿となびく銀髪に、見覚えがあった。

　ケーキ屋で俺とトサカ頭の戦闘を止めた女。只ただ者ものじゃないと思っていたが、やはりログール軍の特殊工作部隊とやらの暗殺者だったのか。

　ということは兵士が彼女を追いかけているのも、街の人間を騙だます猿芝居なのか？　あるいは工作部隊の作戦は、一般兵には知られてないのかもしれないな。

　俺おれは先回りしてパレードに追いつき、ホノカのいる牛ぎつ車しやまで走った。

　停止した牛車の御み輿こしの上に立って、ホノカは心配そうに周りを見回している。

　ザイクスは彼女を守るように立って、短剣を構え、警戒する目を周囲に向けていた。

「ザイクス！　俺も手助けする！」

「レン!?　どうしてここにいるんだ!?」

　気づいたザイクスは、見下ろしながら目を見開いた。

　ホノカも驚いた顔で、追いかけてきた俺を見つめる。

「きゃあっ!!」

　脇わきの歩道で悲鳴が上がった。

　立ち止まって振り向いた瞬間、人混みの中から一人の女が飛び出してきた。

　黒く全身を覆う服を身にまとい、顔の上半分には白い仮面をつけている。

　そして両手に持つ、二本の短剣。間違いない。昨日の女だ。

　まっすぐ、ホノカの乗る牛車に向かって駆けてくる。

　俺は彼女の進行方向に立たち塞ふさがり、文様剣を引き抜いた。

　両手で構えシードを送ると、剣の刃が光に包まれる。

　暗殺者の女が近づいてくる。さすがに速い。

「させねえぞおおぉっ!!」

　俺は剣を振り上げ――女に向かって、叩たたき付けるように振った。

　シュッ！　剣は軽々と宙を切る。

「あ、あれ……？」

　気がつくと、女の姿が消えていた。

　ハッとして見上げる。高くジャンプした女がそこにいた。

　俺の頭上を飛び越え、ホノカの立つ御輿に足をつく。

「危ない！　ザイクス！」

　しかし身構えるのも間に合わないのか、ザイクスはさっきと変わらぬ姿勢のまま、睨にらむような視線だけを女に向けた。

　俺は再び文様剣を構える。ホノカには指一本触れさせねぇ！

　しかし女は御輿を蹴けって再び大きくジャンプすると、牛車を引く雄牛の背にまたがった。手にした短剣で、雄牛をつなぐロープを切り落とそうとする。

「逃げるつもりか！　俺はあの女を追いかける！　ザイクスはホノカを守っててくれ！」

「待て、レン！　彼女は……」

　ザイクスは俺を心配したのか引き止めようとするが、聞いてるヒマはねぇ。

　走って、女が乗る雄牛へと追いついた。

　女はロープを切り落とし、短剣を口にくわえて雄牛の角つのをつかみ、腹を蹴る。

　俺おれは走り出す雄牛の腰に飛びつくと、剣を鞘さやに収めて両手で必死に、長い毛を鷲わしづかみにした。激しく上下する雄牛の腰骨が、突き上げるように胸を打つ。

　闘牛のごとく走る雄牛に驚き、道のログール兵たちは慌あわてて左右に避けた。

　そのまま直進し、銀ぎん鎧よろいの行進の横を突つっ切る。

　ログール皇帝の乗る牛ぎつ車しやが近づいてきた。

　女はなおも雄牛を走らせる。いったいどこまで進むつもりだ。

　……まさかこの女、標的をリヴィア女王に切り替えたんじゃないだろうな!?

「と……止まれぇっ！　女王には近づけさせねぇぞ！」

　なんとか女を叩たたき落としてやりたいが……雄牛の腰にしがみついたまま、振り落とされないようにするので精一杯だ。

　四角い大楯を構えた数人の銀鎧が、爆走する雄牛を止めようと正面に立たち塞ふさがった。

　しかし女は構わず雄牛の腹を蹴けって直進させ……

　グオオオォン！　角つのと大楯が激突して金属板の音が鳴り響き、雄牛は銀鎧たちの中に身を埋もれさせてようやく止まる。

「うぐっ！」

　勢いで、俺は石畳の上に投げ出されて背を打ちつけた。

　見ると女は雄牛の背を蹴り、皇帝の乗る御み輿こしに向かって高くジャンプした。

「ログール皇帝！　覚悟しろおおぉっ!!」

　女の叫び声が響き渡る。

　…………え、皇帝……？

　皇帝は玉ぎよく座ざに座ったままだ。興味もなさそうに、身動きしない。

　女が皇帝のすぐ隣に足をつけようとした瞬間、突如彼女を小型の竜巻が包みこむ。

　空中ではじき飛ばされ……女の体は弧を描きながら、起き上がろうとしていた俺の真上に落下してきた。落ちる勢いで、女の仮面が外れる。

　その下にあった顔は……やはり、昨日ケーキ屋にいた女。

「ぐはあっ！」

　女の体を全身でもろに受け止めて、俺の身がつぶれそうになる。

「いけませんな、国民の楽しみであるパレードを妨害しようなどとは」

　御輿の上には、立ちはだかるようにノイドの姿があった。骨のような銀の右腕に、竜巻を起こした文様クリスタルを持っている。不敵な笑みを浮かべて見下ろしていた。

「ほほぅ……。こんなところまで……」

　ノイドは俺に気づいたらしく、ニヤリと笑った。

「男は文様剣を持っているぞ！　二人とも捕らえろ！」

　ノイドが叫ぶと、銀鎧たちが槍やりを構え、ガチャガチャ音を立てながら迫ってくる。

「逃げるぞ！　こっちだ！」

　女は素早く起き上がり短剣を鞘に収めると、俺の手を引いて、青ざめた顔で見守っている人々に向かって駆け出した。

　急に走ってきた彼女に驚き、歩道の人波は慌あわてて避けて道を空ける。

　女と俺おれは、すぐさま彼らの中に紛れこんだ。

　……って、俺も一緒に逃げるのか？





「――どうやら、連中は我々を見失ったようだな」

　大通りからいくつも道を越えた裏通り。古びた石造りの館の間に、俺と暗殺者の女は身を隠していた。周囲には人通りもなく、ログール兵の姿も見当たらない。

　薄汚れて湿った土に腰を下ろし、ホッと息をついた。

　女が隣に立って、俺を見下ろす。細く鋭い目つき。真横に結んだ口元。常に冷静沈着なその表情は、仮面の下からもう一つの仮面が現れたようにも見える。

　美しく整った顔立ちだけど……なんていうか、愛あい嬌きようがないな。

「わたしのことはクレスと呼んでくれ。――キミもログール軍に追われているのか？　文様剣を持っているということは、文様師なのだな。それが追われる理由か」

　ノイドが俺の兄貴だなんて、話せば長くなりそうだな。

「まぁ……そうと言えばそうなのかな。あ、俺の名前はレン。ていうかクレス、ホノ……いや、火の姫を狙ねらってたんじゃないのか？」

「なぜわたしが、そのようなことをしなければならん」

「だって、さっきまっすぐ火の姫に向かってったじゃないか」

「あれが皇帝に近づく最短ルートだと判断したからだ」

「じゃあ、俺が立たち塞ふさがったから逃げたわけじゃないのかよ……」

「ん？　キミがいつわたしの前に立ち塞がったのだ？」

　……どうやら俺の上に落下したときまで、俺の存在に気づいてもなかったらしい。

「じゃあ、あの爆発はなんなんだ？」

「わたしの同志による、警備兵を撹かく乱らんさせるための作戦だ。派手に音と煙を立てるが、破壊力はほとんどなく建物への被害もない。――とにかくレン、キミは気をつけたほうがいい。一度ログール軍に手配されると、彼らはしつこく追ってくる」

　立ち上がって、尻しりについた土をはらった。

「俺はケルズの街から来たんだ。どうして王都では、文様禁止令なんて出てるんだ？」

「正確には、王室の認定を受けた一部の文様師だけが使用を許可されているのだがな。なんでもそのために、ログールに忠誠を誓わされるそうだ」

　さっきのノイドみたいなのはＯＫってわけか。虫のいい話だな。

「それで、なんでそこまでして文様を禁止するんだよ？　『神の血ダーナ・オ・シー』を独占するためとかって聞いたけど……」

「それだけではない。恐れているのだ。彼らの支配の目的は、このフィアナ王国の地下に眠る『神の血ダーナ・オ・シー』だ。彼らにとってこの国の人間は、採掘施設で強制的に働かせる労働力、すなわち奴隷でしかない。だから我々が文様の力を持つことを、快く思わないのだ。――悪いことは言わない。文様師なら、すぐに王都を立ち去ったほうがいい」

「……そうはいかねぇさ。――詳しくは言えないけど、ある人をログール皇帝から守らなくちゃならないんだ」

　するとクレスは、少し興味深そうに細い眉まゆをつり上げた。

「ほぅ……。何やら事情がありそうだな。皇帝と戦うつもりか」

「場合によっては……な。クレスこそどうして、皇帝を狙ねらうんだよ」

　クレスは俺おれから目をそらし、建物の間から見える細い空を見上げた。

「わたしはこれまで、王都を守るためにログールと戦ってきた。闇やみに紛れて忍び寄り、民に仇あだなす権力者どもの息の根を止める」

「暗殺者……なのか」

「もっとも、わたしは命は奪わない。なぜなら、奴らはこの手を汚すに値しない者だからな。わたしがすることは――奴らから力を奪うことだ」

　クレスは再び俺の顔を見て、片手で髪をサッとかき上げた。

「不殺の暗殺者アサシン。わたしのことは、そう呼んでくれて構わない」

　……自称かよ。構わないって言われてもなぁ。

　それにしてもさっきから彼女の態度、どうもどこかで見覚えあるような……。

「もしログールと戦うつもりなら、わたしと一緒に来るといい」

「来るって、どこへだ？」

「ログールに抵抗する、わたしたちの組織へ、だ」

「組織って……なんかすごいな。しかし、うーん……」

　俺が王都に来ていることは、ノイドにバレちまった。禁止されてるっていう文様剣も派手に使っちまったしな。

　それからベルトからぶら下げた小袋に手を置いた。文様師として、中に携帯用の文様描きの道具を常に持っている。これも、見つからないようにしないとな。

「ふいにゅっにゅ～！」

　ふと鳴き声がして地面を見ると、フニュが足元に駆けてきた。

「フニュ！　よくここがわかったな」

　両手で抱きかかえると、突然、クレスが目を丸くしてフニュを見つめる。

「あ、コイツは俺のペットだよ。珍しい動物だろ」

「こ……これは……」

　クレスは指先をワナワナと震えさせながら、手をフニュに近づけた。

「ふいにゃんっ!!」

　クレスの指先がフニュのほっぺをつねった。

「な、何するんだよっ」

「す、すまない……。わたしはたまらなくかわいいものを見ると、ついつねってしまいたくなるクセがあるのだ」

　たまらなくかわいいって……。こりゃまたクールな顔に似合わない性癖だな。

「レーン！」

　呼び声に振り返ると、裏通りの道をマルシェとユズハが走ってくる。フニュの後を追って来たのだろう。二人は俺おれの前に駆け寄ると、はぁはぁと息をついて睨にらみつけた。

「もうっ！　レンってばどこに行ったのか心配しちゃったわよ！」

「こんな臭い場所でおなごと逢あい引びきしとるとは、なんと不ふ埒らちな臣民だっ！」

「誰だれが逢い引きだよっ！　ログール軍に追われて、逃げてたんだ」

　俺は二人に、クレスに連れられて逃げてきたことを話した。

「そういやマルシェ、さっきの女の子はどうなった？」

「近くに彼女のお母さんがいたの。兵士もパレードの騒動ですっかり忘れたみたいだし」

「そうか。それなら一安心だな」

「でも……あの子、文様を使ったからってお母さんに思い切り怒られちゃってたわ」

「実になっとらん親であるな。そんなことではまともな教育などできぬ。マルシェに止められなければ、余があの母親に説教くれてやるとこだったぞ」

「ユズハの説教かよ……。余計に間違った教育を教えそうだな」

「なんだと!?　子供には毎日たっぷりおやつと昼寝の時間を与えよという余の教育方針の、どこが間違っとるのだ!?」



    

  
    
      



    

  
    
      「教育も何も、自分が欲しいだけじゃねぇか」

　クレスが近寄って、ユズハとマルシェを見た。

「キミの仲間か？」

「あぁ。こっちはユズハ。こっちはマルシェ。その……文様師学校の同級生だよ」

　とりあえず、ユズハの正体はまだ黙っておくことにする。

　クレスは俺おれにしたのと同じように、二人に向かって自己紹介した。

「それで、追われてるならクレスの隠れ家に来ないかって言われたとこなんだけど……」

「隠れ家!?　すごい、秘密基地みたいなところなのね！　行ってみましょうよ！」

　たちまちマルシェが目をキラキラさせて身を乗り出した。

「あのなぁ。遊びに行くんじゃねぇぞ。――ユズハはどうなんだ？」

「うーむ……。クレスと言ったな。一つ、確認しておきたいことがあるぞ」

　ユズハは腕を組み、少し厳しい目になって、クレスを見つめた。

　きっとクレスが信頼に値する人間かどうか、見分けようってんだな。

　さすが、こう見えても姫だけあって、イザってときには頼りになるぜ。

「確認？　なんだ？」

　クレスは目を細めてユズハを見返す。

　相手の出方をうかがう鋭い目つきがぶつかり合った。

「その隠れ家とやらでは――おやつにすいーつを食わせてくれるのか？」

「そんなもの、あるわけないだろう。保存用の瓶詰と干肉だけだ」

　ユズハは厳しい目つきのまま、俺のほうを振り返った。

「レン。隠れ家に行く必要なぞまったくないぞ」

　……お前を頼りにした俺が間違ってたよ。

「来るか来ないかは自由に決めて構わないが……」

　クレスは言って、ちらりと、背後にある古びた館の角を横目で睨にらみつける。

　数棟離れた館の角。俺が目を向けた瞬間、何かがサッと隠れた。

　一瞬だけ見えた、黒い布地。

　ホノカの歓迎パーティーの会場に現れた黒マントを思い出す。

「……カルマーか？」

「あそこにいるのは、カルマーの部下だ。この王都では、軍に目をつけられた者は、ああして監視の対象にされる。――連中を知ってるのか？」

「俺たちの街にも現れたんだ。あいつら、襲っては来ないのか？」

「わたしを襲えば、街に潜む我が同士が黙ってはいない。奴らもそれを知っているのさ」

　ともかく俺たちには、クレスと共に行く以外の選択肢はなくなったらしい。





　それからクレスに連れられて街を歩き続けた。

　狭い路地の角を曲がると、目の前には大通りほどの広さのある河が流れていた。

　といっても自然の河ではない。四角い石を積み重ねて造った、人工の水路だ。魚も泳いでいない。青空を反射して、水がゆったりと流れている。

　水路は大きく湾曲していて、遠く霞かすんだ場所に細い橋が見える。渡った向こう岸には三角屋根の民家が並んでいた。

「さっきから同じような道ばかりだぞ。いつまで歩かせるつもりなのだぁ」

　ユズハは叫びながら、道ばたにへたりこんでしまった。

　王都は、水晶塔を中心にして何本もの円形の水路が広がる構造だ。水路に区切られた区画を移動するには橋を渡るしかなく、さながら迷路のような複雑さである。

「これじゃ、ガイドブックを見てても迷っちゃいそうだわ」

　マルシェもすっかりうんざりした口調になっていた。

「初めて王都に来る者は、寄り道しようものなら、たちまち道に迷うのさ」

　クレスは一人、スタスタ歩きながら言う。

　迷いそうなのは、王都の構造のせいだけじゃない。クレスは細かな路地を、わざわざあちこち曲がりくねるように歩いているのだ。

「けれど悪いことばかりじゃないぞ。後ろを見てみろ」

「……誰だれもいないぞ？」

「そうだ。わたしたちを尾つけていた監視者も、な」

「なるほど……。さっきの黒マントから逃げるために、入り組んだ道を歩いてたのか」

「彼らをまくのには慣れているからな」

　そこから、さらに三十分ほど歩く。もう何個目かもわからない水路の橋を渡ったとき、目の前に広がっていたのは、今までとは違う少し異様な光景の区画だった。

　並ぶ館の壁は灰色にはげ落ち、あちこち崩れかけている。レンガ屋根にはぼこぼこと穴が空き、染みだらけの通りの石畳には、瓦が礫れきが散乱していた。

　廃はい墟きよのような建物が集まった区画。一言でその様子を表すなら、ゴーストタウンだ。

　風に乗って砂さ塵じんが飛び、肉の腐臭がほんのり漂ってくる。

「な、なぁ、まさかこの中に入るんじゃないだろうな？」

「悪いがそのまさかだ。ここからは、わたしにぴったりついて歩け。決して離れるな」

　クレスは腰の短剣を両手に持ち、前方に構えながら歩き始める。

「離れるなって……猛獣でも飛び出るのかよ」

　俺おれは怯おびえそうになりながら、左右の崩れかけた廃墟を見回した。

　クレスのすぐ後ろにユズハとマルシェがくっつき、一番後ろを俺が歩く。

「そうだな。猛獣というか、ハイエナがいる」

「ハイエナ？」

「左の館の窓を見ろ。目を合わせるな。隙すきと怯えを見せると、たちまち襲ってくる」

　おそるおそる、横目で左の廃はい墟きよを見た。

　――そこに、いた。一度気がつくと、どうして今までわからなかったのか不思議なくらい、たくさんいた。

　ボロボロのぞうきんよりもひどく破れ、汚れた服。伸び放題の髪。くすんで血の気のない肌の色は、まるで廃墟の壁の保護色だ。

　窓枠にしがみつき、あるいは崩れ落ちた扉の陰から、何人もの目がじっと俺おれたちを凝視している。泥を被かぶったようなその姿は、男か女かもわからない。

「……人間、よね」

　マルシェが少し震えた声を出す。

　クレスは両手の短剣を左右に向け、背中にピリピリと殺気を立てている。

「もしわたしから離れれば、たちまち彼らに襲われ、金目のものはおろか体の端々まで食い尽くされてしまう」

「……なんなんだよ、この場所は」

「スラムだ。生きる手段を失った者たちが最後に流れ着く場所がここだ。道ばたに死体が転がっていても誰だれも気に止めない。むしろ金品を身につけていれば、それは宝箱だ」

「ログール軍はこんなの放置してるのか？」

「普通の市民はもちろん、ログール兵すらこの場所にはめったに近づかない。金属の武器や鎧よろいをつけた人間など、ハイエナにとってはむしろ格好の獲物だ。――それに軍はむしろ、この場所を利用しているさ」

「利用？　どうやって？」

「採掘施設で動けなくなるまで働かせた人間を、ひそかに捨てる場所としてね」

「捨てる……だって？」

「そうだ。この場所こそが、王都の真実だ」

「こんなにされてまで、王都の人たちは黙ってるのかよ」

「そのほうが得策なのだ。軍に目をつけられなければ、強制労働を課せられることも、このスラムに追いやられることもない。――多くの市民は、そう考えている」

　やがてクレスは、汚れた通りの外れにある木造の小屋の前に立った。

　腐りかけた木の扉を開け、中に入る。俺たちも続いた。

　中には『ハイエナ』とまで呼ばれた人たちの姿はない。

　天井には大きな穴が空き、その端からは、屋根に溜たまったらしい、腐った臭においのする水がしたたり落ちていた。虫が湧わいているのか、プンプンと小うるさい羽音が何匹も飛び回っている。確かにこれなら、道ばたで寝たほうがまだマシだよな。

　クレスは屈かがむと、床の瓦が礫れきを脇わきにどかした。するとそこには、円い石の蓋ふたがある。

「こんなところだが、一つ、都合のいいことがある。ログール兵も近づけないから、隠れ家への入り口にはうってつけなのだ」

　クレスは円盤状の石を少し持ち上げ、横にずらした。するとそこに、円い穴が空く。ちょうど人が一人通れるほどの大きさだ。錆さびた鉄のハシゴが掛かっている。

　中は暗く、外の明かりに照らされて、うっすらと地下の床が見えるだけだ。

「さぁ、順番に入るんだ。わたしは最後だ。でなければハイエナに襲われるからな」

「う、うぬ。ではレン、遠慮せず先に行くがよいぞ。譲ってやるのだ。喜ぶがいい」

　ユズハが両手をヒラヒラさせて俺おれを進ませようとする。

「俺からかよ！」

「男の子でしょ！　こういうことは率先してやんなきゃ！」

　マルシェがハッパをかけるように言う。

「こんなときだけ女の子ぶるなよ！」

「さてはレン、おぬし怖いのか？」

「こ、怖かねぇよ。ただちょっと心の準備を……」

「さてはこ～わ～い～の～か～？」

「えぇい、わかったよ！　行けばいいんだろ、行けば！」

　やぶれかぶれに意を決し、穴の底へ続くハシゴに足をかけた。

　下ると、ハシゴは短く、すぐに硬い石の床に足をついた。

　周りは暗く、何も見えない。穴が左右に広がっているのか、静かに冷たい風が吹き抜けていた。近くでザァザァと水の流れる音がする。

「レン、そこにあるランプを点つけるんだ」

　見回すと、ハシゴの隣の壁に窪くぼみがあり、古びた小さなランプが置かれている。

　文様光石の入ったランプだ。端のレバーをひねると、鈍にぶい明かりが包みこむ。暗くら闇やみを照らすと、そこはトンネル状の地下通路だ。通路の中心が浅い水路になっていた。

　続いてユズハとマルシェが下りてきた。

「暗いから気をつけろよ！」

　見上げて、足場を照らしてやろうとランプを掲げる。

「くぉら！　レン、何を覗のぞこうとしておるのだっ！」

　ユズハがスカートを押さえ、真まっ赤かな顔で叫ぶ。

「ほんっと、信じらんないんだから！」

　荷物を背負いながら、マルシェまで怒ど鳴なってきた。

「の、覗かねぇっての！」

　ランプを掲げたまま、慌あわてて顔を背ける。

　最後にクレスが下りながら、下から円い石を閉めて穴を塞ふさいだ。

　外からの光はさえぎられ、周りは俺の持つランプの光だけになる。

「こっちだ」

　クレスは俺からランプを受け取り、先導して歩き始めた。

「地下にまで水路があるんだな」

「この王都は高地にあって近くに大きな河もない。そのため水源を確保するために、千年以上も昔から街中に人工の水路が整備されていたんだ」

「じゃあ、今歩いてるところも、そんな昔に造られたのかしら」

　マルシェが感心したように、暗い石壁を見ながら言う。

「水路は地下深くまで行き渡り、今では使われていない場所もある。――噂うわさでは、最深部には『聖域』と呼ばれる空間があり、古代の財宝が隠されているそうだ。何人もの無謀者が水路の奥深くに挑んで、帰ってきた者はいない。死体としてすら、な」

　コツコツと、俺おれたち四人の足音が地下水路に響き渡る。地下水路はあちこちで分岐し、階段を下り、さらに地下深くへと潜っていく。まるで蟻ありの巣に迷いこんだような気分だ。

　やがてクレスは、何個目かのハシゴの前で止まり、上り始めた。ハシゴを上った先には短い通路があり、その奥に、こぢんまりとした石の扉がある。

　クレスは腰の革袋から一本の鍵かぎを取り出すと、扉の鍵穴に差し入れた。

　扉を押すと、中から外光に似た明るさが漏れ出てくる。まぶしさに目が痛い。

　クレスは扉の中へと入った。俺たち三人も、おそるおそる後に続く。

「……すげぇ」

　扉をくぐり抜け、思わず感嘆の声が出た。

「なんとまぁ……実にしゃれた空間だのぅ」

　ユズハも感心したように見回した。

「海の中にいるみたい……」

　マルシェはたちまち目をキラキラさせて、天井を見上げる。

　そこは二階分が吹き抜けになった大広間だった。白く艶つややかな石床のホール。奥には、会議に使うような大きなテーブルと椅い子すが見える。

　赤土色の壁にはいくつかの隣室への扉があり、空いた場所にはベタベタと様々な張り紙がしてある。数々の新聞や雑誌の切り抜き、それに殴り書きしたようなメモ。

　しかし何よりも目を引くのは……天井だった。

　見上げるそこには、宙に浮く水が流れている。

　よく見れば、流線の文様が描かれた天井が透明の材質になっているのだ。そのため、上を流れる水が透けて見える仕組みである。

　水流を伝って外の光が射しこみ、広間を明るく揺らめかせている。

「この広間の真上は、王都の水路の一部になっているんだ」

　クレスが見上げながら説明した。

「でも、それじゃ外から丸見えじゃないのか？　ここって隠れ家なんだろ？」

「心配ない。天井は普通の石材になっている。描かれた文様の力によって、内側からは透けて見える仕組みだ。上からは単なる石にしか見えない」

　話し声が聞こえたのか、部屋の奥の戸が開いて、隣室から数人の男が出てきた。

　地味なシャツを着た男たち。筋肉質の者も、ひょろりとした気弱そうな者もいるが、みんな普通に王都の道ばたを歩いていそうな若者だ。

「クレス。無事に戻って来られて何よりでございます」

　彼らに交じって、紺のチョッキを着た一人の中年男がいた。

　少し太めで、丸メガネをかけた愛あい嬌きようのある顔。

　中年男は俺おれたちに気づくと、両手を大きく広げ、うれしそうに笑いかけた。

「おぉ、あなたたちは！　まさかこんなところで会うとは思いませんでした」

　俺とユズハとマルシェは、思わず顔を見合わせた。

「……誰だれだっけ？」

「おや、顔を見せるのは初めてでしたかな？　馬車の中で一緒だったではありませんか」

　言われて、あっとその声を思い出した。

　王都に向かう旅行馬車の中で、前の座席に座って新聞紙を広げていた男だ。

　クレスは改めて俺たちに向き直った。

「ようこそ。我が、独立傭よう兵へい団『ダーナの末まつ裔えい』の本部へ。彼らは、わたしの同志だ」

「…………え、独立傭兵団？　それって確か、ザイクスが所属してる組織じゃないか」

「キミたち、ザイクスを知っているのか？」

「知ってるも何も、何度か一緒に戦ったぞ。あいつが持っていた火の指輪を受け取って、俺は火の姫を……ホノカを目覚めさせたんだ」

　言うと、クレスはますます目を丸くした。

「キミたちは、いったい……。いや、先に改めてわたしの自己紹介をしたほうがよさそうだな。――わたしは、クレス・シン。独立傭兵団『ダーナの末裔』の代表で、ザイクスの……双子の姉だ」





「うぅむ、あのおなごイケメンの姉が、イケメンおなごとは……。まったくもって、世の中は狭いもんだのぉ」

「……ユズハ、よくわからない感心の仕方するなよ」

　しかしまぁ、あのザイクスに双子の姉がいたとはねぇ。

　言われてみりゃ、クレスが使っている短剣はザイクスが持っているものと同じだ。

　確か、リア・ファール砿こう石せきと純銀を混ぜた原料で造られた刃で、鋼より硬いんだっけ。

　俺たちは広間の奥にあるテーブルに案内されて腰掛けた。こちら側には、俺とユズハ、マルシェ。向かいにはクレスとさっきの中年男。

　俺は彼らの前で、自分たちの事情を話した。

　そもそものユズハとの出会いに始まり、ザイクスと知り合ったこと、これまでの戦いの中でホノカを目覚めさせたこと。彼女を守るため王都にやって来たこと。

　説明の中には、俺と、兄であるノイドの関係も含まれている。

　初めは信じられないような目をしていたクレスたちだが、持っていた水の指輪を見せると、さすがに信じずにはいられなくなったようだ。

「それならばなおさら、キミたちを歓迎する。特に姫たるお方がおられるとなれば……」

「ま、そうかしこまらなくともよいよい。余には今までどおり接してよいぞ」

　ユズハは椅い子すの上で、すっかりエラソーにふんぞり返っている。

「では、お言葉に甘えて……。ユズハ姫、何か所しよ望もうするものはないか？」

「そうだのぉ。王都で一番美う味まいすいーつが食いたいぞ」

「あっ、あたしも食べたーい！」

「ふいにゅ！」

　マルシェと、テーブルの上に乗ったフニュが一緒になって手を上げる。

　クレスはじっと真剣な目でフニュを見つめた。

　やはり古代のホムンクルスと聞かされて、珍しがらずにいられないのだろうな。

「…………かわいい」

　と、彼女の手が伸びて、フニュのほっぺをつねった。

「ふいにゃんっ！」

　フニュは一声鳴いて、テーブルの下に逃げてしまう。

「す、すまん。つい、また手が……」

　クレスは申し訳なさそうにうなだれた。

「ユズハもマルシェも、ケーキ食べたいとかムチャ言うなよ。ここは隠れ家なんだぞ？」

「何、構わないさ。姫とその仲間をもてなすのも我らの役目」

　クレスは言って、隣の中年男を紹介した。

「彼はジョルジュ。王都の貴族だが姫への信仰に篤あつく、わたしの参謀役を担っている」

「こうして姫さまの尊顔を拝することができまして、私も今までの苦労が報われたというものでございます、ハイ」

　ジョルジュはユズハに向かって、深々と頭を下げた。

「余のサインが欲しければ、素直に言うがよいぞ」

「と、とんでもございません！　そのような畏おそれ多いこと……」

　ユズハ、いくら相手の信仰が篤くても、押し売りはよくないぞ。

「それにしても、やっぱりいてくれたんだな」

　ふと俺おれは、感慨深さを覚えて言った。

「王都にも、ログールに抵抗しようって人たちが、さ。なんか、この街の人たちって、みんなログールの言いなりになってるんじゃないかと思ってたぜ」

「そうだな。だがここに集まった同志もまた、王都の住民だ。姫を――姫の意志を継ぎしこの国を守るという目的のために集まった者たちだ」

　以前、ザイクスにも聞いたことがある。元々この傭よう兵へい団は、火の姫を目覚めさせる火の指輪をザイクスやクレスの祖父が手に入れ、それを守るために組織されたそうだ。

「今、我々の最大の敵はログール皇帝だ。彼は『神の血ダーナ・オ・シー』を奪うため、王都の支配を強めようとしている。皇帝の来訪を好機と、暗殺を実行しようとしたのだが……残念ながら失敗してしまった」

「失敗って、じゃあどうするんだよ？」

「次の手は考えてある。明日、水晶塔で市民を前に皇帝の大演説がおこなわれる」

「大演説？　どんな演説なんだ？」

「水晶塔には演説用の投影装置がある。上空に巨大な演説者の姿を映し出し、王都全体に声を響かせるものだ。皇帝が話す内容は不明だが、おそらく住人に皇帝への忠誠を要求するのだろう。――演説のため彼が表に現れたときが、次の暗殺のチャンスだ」

「暗殺って言っても、命は奪わないんだろ？　不殺の暗殺者アサシンって……」

「できる限りそうありたい。目的はあくまで王都の解放なのだからな。――しかし、あのノイドという男はやっかいだ。あれほど強力な文様師が皇帝に仕えているとは……」

　言って、クレスは少し考えこむように黙る。

「なぁ、もしよかったら、作戦の間、俺おれが兄貴を引きつけようか？」

　そう言ってみると、クレスは少し驚いたような目をした。

「キミが？　しかし事情はどうあれ、兄弟なんだろ？」

「だからだよ。俺が何か騒ぎでも起こしてみせれば、必ず兄貴の目に止まる。うまく近づけさせることができれば、その間に皇帝を……」

　だがクレスは浮かない顔で考えこみ、静かに首を横に振った。

「キミの提案は悪くない方法だ。けれど、ノイドは我々で対処する。――いいか、あくまでこれは血を流す暗殺作戦だ。兄弟の絆きずなをそのようなことに利用するべきではない」

　その妙に強い口調に、俺は黙ってしまった。

　けど確かに言われてみれば、俺だって……実の兄と戦わざるを得ない運命なら、せめて正面から堂々と戦いたい。

　それにしても、ここまではっきり言うなんて、彼女は家族に特別な感情でも持ってるんだろうか？　クレスの弟って、ザイクスなんだよな。

　それから、ふと思いついて言った。

「兄貴は皇帝と一緒に水晶塔にいるんだ。ザイクスに連絡を取って、協力を頼むことはできないのか？　あいつもホノカを守るために水晶塔にいるはずなんだ」

「そうできればいいのだが。彼は作戦時、常に一人で行動しているからな。我々と連携を取ろうなどとしない」

「一匹狼おおかみだからとかって言うんだろ？　仲間内でもそんな偏屈なのかよ」

「あっ、そうだ。思い出したんだけど……」

　と、急にマルシェが手を叩たたいた。

「さっきパレードでレンとはぐれちゃったあと、あたしのところにザイクスさんが来て、伝言を頼まれたのよ」

「マルシェ、そういうことはもっと早く思い出せってば」

「てへっ」

「てへっじゃなくて。にしても俺おれに伝言って……やっぱりあいつも俺のこと頼りにしてるのかな。ま、これでも何度か一緒に戦った仲だしな」

「どうして勝手に王都に来たんだって、ちょっと怒ってたわ」

「あっ、そう……」

「それでとにかく、今夜十時、水晶塔の近くにある公園に来てくれって」

「弟に、連絡が取れるのか!?」

　クレスが身を乗り出して叫ぶ。

「そうみたいだな。よければ、俺がザイクスに伝言しようか？」

「できるのなら、ぜひ頼む。今、作戦の詳細を教えるから、それを伝えてほしい。公園までの道のりは、同志に案内させよう」

　俺はクレスとジョルジュから、明日予定されている暗殺作戦の詳細について聞いた。

　煽せん動どう員いんの配置、クレスの侵入ルート、そして決行の時刻……。

　それらをザイクスに伝え、ノイドをうまく皇帝から引き離してくれるよう頼むわけだ。

「いいか。水晶塔近くにはログール兵も多い。くれぐれも気をつけてくれ」

「あぁ、わかったぜ。しかしなんだか、秘密連絡員って感じだよな」

　俺自身は直接作戦に加わるわけじゃないけど、それでも重要な機密を握ってると思うと、ちょっと緊張してくるな。

「諜ちよう報ほう活動っぽくなってきたのぉ～。情報を制する者が戦いを制すのだぞ」

　ユズハが、子供っぽくわくわくした表情を浮かべる。

「諜報員マルシェ様の出番ってことね！」

　……伝言をど忘れする諜報員がどこにいる。

「ユズハもマルシェも、遊びじゃないんだから」

「当たり前であろう。余もこう見えて、こっそり情報収集をしているのだぞ。見よ！」

　ユズハはテーブルの上に、持っていた食べ歩きマップを広げた。

　元々の地図の上に矢印が引かれ、ユズハの字で何やら書きこまれている。

「さっき歩きながら、目についた街の様子をこっそり記しておったのだ」

　おぉ、と一同が声を上げて地図を凝視した。

「すげぇぜユズハ。これは……何が書いてあるんだ？　ログール兵の配置か？　それとも敵から身を隠せそうな場所か？」

「ふふん。そんなちんけな情報などではない」

　ちっちっち、とユズハは指を立てて横に振り、バンッと地図の上に手をつく。

「聞いて驚け！　独自調査による穴場すいーつ店マップである！　いい匂においの漂う店を片っ端からチェックしたのだ！　こういうところに、隠れた真の名店はあるのだぞ！」

　……どうやら、期待した俺がバカだったらしい。





　王都の中心にある蒼あおい塔、水晶塔。その周囲には木立の生おい茂しげる広い公園があり、市民の憩いの場になっている……そうだ。

　しかし夜、公園はカップルの憩いの場になるらしい。腕を組みあう男女が人目を忍ぶように、あちこちの木立の陰を歩いている。

　今は見当たらないが、水晶塔に近づけば見回りの兵士もいるはずだ。

　一緒に来たのはユズハ一人だ。最初は俺おれ一人で来ようとしたのだが、万一ログール兵に見つかった場合、彼女の力を借りることがあるかもしれない。

　彼女と来た理由はもう一つ。俺もユズハもマフラーで顔を半分隠し、腕を組んで歩く。

「こら！　ぴったりくっつくでない！　お忍びでーとだからっていい気になるな！」

　ユズハが小声で怒ど鳴なる。

「ログール兵に怪しまれないように、カップルのふりしてるだけじゃんか」

　秋めいた少し寒い風が、木の葉を揺らしながら吹き抜ける。

　見上げると、梢こずえの間に細長く伸びる水晶塔が見えた。内部から発光しているのか、建物全体がぼんやり蒼く光って、夜空に浮かび上がっている。

「しかし、あんなところに毎日住むのって、どんな気分なんだろうな」

「ふふん、おぬしのような貧乏人にはとうてい縁のない場所であるぞ。ほれ、思う存分残念がるがいい、悔しがるがいい」

「別に悔しかねーよ。広くったって、掃除するのが大変じゃないか」

「掃除など使用人に任せればよいのだ。さすが貧乏人は心配事も貧乏くさいのぉ」

　そんな話をしていると、近くの木の根元から、ささやくように呼びかける声がした。

「レン、こっちだ」

　見ると、公園の街灯も当たらず暗い中に、わずかに動く人影が見えた。

「ザイクスか」

　辺りに人の気配がないのを確認して、俺とユズハは素早く近くに駆け寄る。

　近づくと、幹の脇わきに立つ彼の顔がぼんやり浮かんで見えた。一人でいるようだ。

「おいこらおなごイケメンっ！　ホノカ姉さまはどうしたっ!?」

　押し殺した声で怒鳴るユズハに、ザイクスはやれやれという表情で額に手を当てた。

「ホノカは、王都の貴族を集めた夕食会やら何やらがあって、今は部屋で休んでいるさ。危害を加えられることは起きていない。最上級の来らい賓ひんとしてもてなされている」

「そうか、それならばよいのだ。当然の待遇であるがな」

「で、キミたちはこれからどうするつもりなんだ？　余計なことをして面倒を増やすんじゃないかと心配して、こうして来てもらったんだけどね。まさかのんびりデートとは」

「うらやましがるでないぞ。おぬしにもそのうち春が来るだろう」

「だからデートじゃねーってば！　いいか、ザイクス。よく聞け。俺たちは今『ダーナの末まつ裔えい』の本部にいる。クレスに連れられてったんだ」

「姉さんに……？」

　ザイクスは少し驚いた顔で眉まゆを寄せる。

　クレスと出会った経緯と、彼女が明日実行する暗殺作戦について説明した。

「それで、ザイクスには作戦に合わせて、兄貴……ノイドを皇帝から引き離してほしいってことなんだけど……どうだ？」

　ザイクスは話を聞きながら、ずっとしかめっ面つらをしていた。

「レンは、姉さんの暗殺計画に賛成なのかい？」

「えっ。そりゃ暗殺なんて血なまぐさいと思うけど、クレスは不殺だって……」

「そういうことじゃないさ。皇帝一人を倒せば、それで全すべて解決すると思っているのかと聞いてるんだ。皇帝一人がいなくなったところで、すぐに別の権力者が現れるだけさ。それもまた暗殺するのかい？　そんなことが何回繰り返せる？」

「それは……そうだけど……」

「姉さんは単に、ログールに復ふく讐しゆうしたいだけだ。そうである以上、ボクは姉さんの作戦に荷担する気はない」

「復讐？　なんの復讐をするってんだよ」

　しかしザイクスは答えず、代わりに言う。

「ボクはボクなりの方法で動く。キミたちは早くケルズの街に帰るんだ」

「自分だけ王都に残るってのかよ。そりゃないぜ」

「……当然だろう。王都は、ボクが生まれ育った街でもあるんだ」



    

  
    
      



    

  
    
      　そういえば、ザイクスの出身地って聞いたことがなかったな。俺おれたちの住む街の出ではないってことは知ってたけど……。

「けど、それを言うならホノカは俺たちの街でずっと奉られてきた姫なんだぜ。暗殺はともかく、俺だってホノカを守るために何かするさ」

　互いに言い合い、どちらも引こうとしなくなったとき。

　ゆっくりと近づく足音がして、俺たちは口をつぐんだ。

　足音のほうを向くと、こんな時間に散歩なのか、腰を曲げ、目ま深ぶかに頭ず巾きんを被かぶった婆さんが、杖つえをつきながら歩いてくる。とりあえずログールの関係者じゃなさそうだな。

　婆さんはそのまま、俺たちが立っている幹の根元へまっすぐ向かってきた。

　暗がりの中、婆さんは立ち止まって、頭巾の奥から見上げた。

「俺たちになんか用かな？　道にでも迷ったとか？」

　聞いた俺ににっこり笑いかけると、婆さんは腰を曲げたままザイクスに目を向けた。

「……ザイクス・シンさんですね」

　そのシワだらけの顔から発せられたとは思えないほど、若い声。

「変装しているんだね？　キミは誰だれだい？」

　ザイクスの問いに直接は答えず、婆さん……に変装した何者かはこう言った。

「あなたのことは聞き及んでいます。『ダーナの末まつ裔えい』の闘士。そこで、折り入って頼みがあるのです。――わたしを、かくまってください」

　婆さんは、顔に貼はりついた肌色のゴムマスクを半分ほど引きはがす。

　その中から、美しく高貴な、まだ少女の面影を残した若い女性の顔が現れた。

　それは、昼間のパレードでも見た顔……。

「わたしは、フィアナ王国の女王、リヴィアです。――明日、わたしはログール皇帝によって、処刑されるのです」





「素晴らしいです……！　地下にこのような場所があるなんて！」

　傭よう兵へい団の本部に着いたリヴィア女王は、感激した面持ちで見回した。

　対照的に傭兵団の面々は、突然現れた、老婆の服に身を包んだ女王を見て唖あ然ぜんとした。

「り、リヴィア女王。なぜ突然このようなところに？　もちろん歓迎いたしますが……」

　クレスはジョルジュと共にひざまずき、二人は戸惑いの表情を浮かべる。

　それからクレスは説明を求める目で、女王を連れてきた俺を見た。

　俺はクレスに、ザイクスがクレスへの協力を断ったことと、直後にリヴィア女王が彼を頼ってきたことを話した。

「そうか……。我々の団は、王室の依頼による仕事も多くこなしている。弟の名を女王がご存じであっても、不思議はないが……」

　しかしザイクスはホノカを守る必要がある。女王の処刑が本当なら、ホノカも危険ってことだ。

　それで代わりに、かくまってほしいという女王を俺おれとユズハが連れてきたわけだ。

「しかし女王、処刑されるというのは、どういうことですか……？」

　広間のテーブルの、一番奥の席が女王のためにあてがわれた。こうしてみると、地味な衣装を着ているにもかかわらず、煌こう々こうと光るランプのような存在感があるな。

「まずは、一つ重要なことからお話ししなければなりません。ログール皇帝がこの国に来訪した真の目的。それは……光の姫です」

「光の……姫……？」

　俺は思わずつぶやいた。突然の言葉に、一同全員が戸惑った顔をしている。

「光の姫は、千年も前に既に目覚めておられたのです」

「……千年前!?」

「目覚めて以来、光の姫はフィアナ王国の真の女王として、国の発展に寄与されてきました。しかし決して人前にお姿を表さず、ご自身の存在を秘密にされてきたのです。そこで身代わりになった影の女王が、わたしたちの一族なのです。代々、女王として国民の前に立ち、光の姫の言葉を語り伝えてきたのです。――ですから、わたしが女王として話す言葉は、全すべて光の姫が話された言葉なのです」

「じゃあ、俺たちの国は、光の姫が発展させたようなものってことかよ。けど、どうして身を隠すんだろう。姿を見せたほうが、みんな喜ぶ気が……」

「光の姫のお心は……今は詳しく話せません。ただ一つ言えることは、姫は、ご自身の力が再びこの地に戦火をもたらすことを憂うれいておられました」

　かつて、暴走した姫の力は世界を破滅に追いやった。きっとその再現を恐れているのだろう。だから力を狙ねらわれないよう、自分の存在を隠したいのかもしれない。

「光の姫はお姿を隠されたまま、フィアナ王国とログール帝国の間に平和を築こうと尽力されていました。しかしログールは王室に対し、買収、恐喝、暗殺、あらゆる手段で侵食してきたのです。一年前には文様が禁止され、ログールの支配はいっそう強まりました。

　そして先日のこと、非道な支配に光の姫はとうとう、そのお姿を現しログールに抵抗する力を示されようとしたのです。ですが、それは失敗に終わりました。彼らは光の姫の存在を知ると、たちまちその力を得体の知れない術で封じてしまったのです」

「姫の力を封じただと？　そのようなことができるのか!?　信じられんのぉ……」

　ユズハが目を見開いた。

　リヴィア女王は少し黙り、それから苦しい言葉を押し出すように言った。

「明日の朝、皇帝は大演説の中で、フィアナ王国の併合を宣言します」

「併合……だって!?」

　思わず叫んだ。広間にも、同志たちのどよめきが広がる。

　併合ってことは、この国がまるごと、俺たちの住む街まで含めて、名実ともにログール帝国のものになっちまうってことじゃねぇか。

「皇帝は光の姫の力を手に入れると同時に、その日の夕刻、わたしに反逆の罪を着せ、処刑する予定なのです。それを事前に察知して、臣下の者の協力によって脱出したのです」

　リヴィア女王は広場に集まっていた一同を見回した。

「ですから、どうかお願いです。わたしをかくまい、光の姫をお救いしてほしいのです」

「しかしのぅ、一人逃げてきて頼みごととは、そんなだからおぬしはヘタレ女王なのだ」

　ユズハが辛しん辣らつな口調で言う。

「へ、ヘタレ……ですか……」

　リヴィア女王はしゅんとなってうつむいた。

「こ、こらユズハ、なんてこと言うんだよ。女王さまだぞ！　とっても偉い人なんだ。そんな失礼な口きくなよ！」

　するとユズハは、たちまち涙目になって俺おれを睨にらみつけた。

「きっ、貴様こそ何を言うかこの腐れ臣民がッ!!　いいか!?　何度も言うが余は世界の創始者たる姫の一人であるぞ！　一国の女王などよりよーっぽどエラいのだっ！」

「あ……そういやそうだっけ」

　悪い。素で忘れちまってたよ。

「あなたは……姫なのですか？」

　驚いた表情を浮かべ、リヴィア女王はまじまじとユズハを見つめた。

「あ、まぁ、そうなんです。こんなだから信じられないかもしれないけど……」

「何がこんなだというのだっ」

　ユズハが俺の足を踏みつける。

「いえ、信じます。ユズハ姫さまとおっしゃるのですね。ただの人とは違う何かがあるとは感じていましたが……光の姫にもどこか似た雰囲気があるように思います」

「そうだろうそうだろう。ヘタレとはいえ一応は女王であるな。この腐れ臣民よりよっぽど見る目があるぞ」

　ユズハはニコニコして満足げにうなずいた。

「もちろんわたしは、自分の命が惜しいわけではありません。光の姫や臣下の者を残し、一人逃げることに、苦渋も感じます。ですがわたしは、影武者とはいえ公式にはこの国の女王。わたしが処刑されれば、それは国がログール皇帝の手に完全に落ちたことになるのです。ですからわたしは、なんとしても敵から身を隠さねばなりません」

　女王の命は、国の命でもある。だから命をかけて戦うなんてことは、格好はいいけど彼女にとっては無責任なことになるんだろうな。

「状況は理解しました。この本部はログール軍には知られていない。ここにおられる限り、安全です。我々は明日、皇帝を暗殺します。光の姫を狙ねらう者は滅びるでしょう」

　クレスはそう言って、リヴィア女王に大きくうなずいてみせた。

「けど、女王が行方ゆくえ不明となったら、皇帝も必死で探すだろ？　ここだって完全に安全とも言えないんじゃないか？」

　俺おれが口を挟むと、クレスは腕を組んで考えこんだ。

「もちろん、彼らの――特に黒くろ豹ひよう部隊の情報収集力を甘く見るわけではないが……。リヴィア女王。今現在、ログール軍はあなたの脱出に気づいているのですか？」

「今は、部屋で就寝したことになっています。臣下の者が部屋を見張っておりますし、今晩はわたしが水晶塔にいないと知られることはないでしょう。問題は、明日の朝……」

「皇帝の大演説のとき、ですね。ちょうど我々が暗殺作戦に出ている間か……」

　クレスは難しい顔をした。この本部が留守のとき、敵は女王の不在に気づくのだ。

「なぁ、もしよかったら、俺たちがリヴィア女王を守るよ」

「キミたちが？　しかし、これは我々の傭よう兵へい団になされた依頼……」

「固いこと言うなって。な、いいだろ？　ユズハ、マルシェ」

　ユズハは、シードを送ることで姫としての力を持てるし、マルシェは文様の力を使いこなせる。二人とも、充分姫を守る戦力になるはずだ。

「女王さまをお守りする、騎士ナイトマルシェ様って感じね～。かっこいいわ！」

「余も構わんぞ。そこのヘタレ女王をビシバシしごいてくれよう」

　……まぁ、実際に戦いになるって限ったわけじゃないしな。

「へ、ヘタレって言わないでください……」

　リヴィア女王は少し顔を赤らめてほおを膨らませ、それから一同を見回す。

「ありがとう、皆さん。わたしの頼みを聞いてくださり、感謝いたします」

「けど、せっかく女王さまがいるのに、隠れてるだけなんてもったいない気もするな」

「ちょっとレン！　リヴィア女王まで戦わせる気じゃないでしょうね！」

　マルシェがたしなめるように言った。

「そうじゃないさ。ただ、せっかくだからリヴィア女王の声を、王都の人たちに届けられないかって思って」

「わたしの……声ですか？」

「皇帝に負けるなって、勇気づけるんです。そうすればみんな、みすみすログールの言いなりになんか、ならなくなるかもしれない」

「そうかもしれませんが……多くの市民に呼びかけることは、女王としての発言に当たります。わたしはあくまで影武者。光の姫の言葉をそのまま伝える以外、女王として発言することは固く禁じられているのです。禁を破れば、今の立場をしりぞかねばなりません」

　そりゃまぁ、女王が二人もいて別々のことをしゃべったら、国民は混乱するけどさ。

　ずっと水晶塔の中で暮らす光の姫に、自分の発言も禁じられているリヴィア女王。

　偉い人ってのは、なんか窮屈だよな。

「我々は暗殺作戦を練り直そう。光の姫の命運がかかっている。失敗は許されない」

　クレスは言うと、テーブルの上に水晶塔の図面を広げた。

　数十階分の各階が輪切りになり、大広間や細々した小部屋などが図面で書かれている。

　図面の中で、塔の中央がドーナツの穴のように空いていた。

「塔のまん中が空白なのはどうしてだ？」

「そこが、光の姫の過ごされる空間なのです。王室のごく一部の人間以外には極秘にされている空間となっています」

　横からリヴィア女王が言った。

「ずっと、この中で暮らしてきたってことですか？　千年も……」

　広い空間で、きっと豪華な部屋なんだろうけど、永遠にこの中で過ごすのか。

　それからクレスは参謀役のジョルジュと、暗殺の作戦ルートを練り直し始める。

　ふと見ると、図面を見つめるクレスの目に、どこか皇帝暗殺を喜んでいるような、暗い光が宿っているような気がした。

「そういえばザイクス、クレスは復ふく讐しゆうのために皇帝を暗殺しようとしてるんだって言ってたけど……そうなのか？」

「弟は、そんなことを話したのか？」

「だからクレスに協力するつもりはないんだって、言ってたぜ。何かあったのか？」

　図面から離れて椅い子すに腰を下ろし、クレスは少し懐かしむように話し始めた。

「八年ほど前の話だ。この傭よう兵へい団は、わたしたちの父が代表だった。当時はまだ王都にログールの影もなく平和で、傭兵団は王室からの依頼で要人の護衛などの仕事を請け負っていた。だがやがて、ログールの使者が王室に工作し、手を伸ばし始めたのだ。危機を感じた先代の女王の依頼を受け、ログールの王室支配を防ぐために父は戦った。王室に送りこまれた工作員を暴き出し、追放したのだ。

　ある日のことだ。父は珍しく戦いの合間に、一家四人で街に遊びに連れ出してくれた。――そこで、事件は起きた。白昼堂々、父は黒マントの男に背後から刺され、殺された。父だけじゃない。父をかばおうとした母も死んだ。輪になって取り囲む野や次じ馬うまの中で両親が血まみれで倒れ、まだ幼かったわたしとザイクスだけが怯おびえながら取り残されていたのを覚えているよ」

　淡々と話すクレスの表情は冷静そのものだ。しかし宙を見つめる彼女の瞳ひとみには、どこか暗い影が宿っているように思えてならない。

「そして瞬またたく間に王室はログールに支配されていった。フィアナ王軍は骨抜きにされ、王都には何千人ものログール兵士がたむろし、誰だれも逆らうことはできなくなった。『神の血ダーナ・オ・シー』の採掘施設が次々に建造され、赤い煙を吐き始める様を、わたしは唇を噛かみしめながら見ていたさ。いつか彼らに復讐してやると誓いながらね」

　言い終わると、クレスはぼんやりと天井の水流を見つめた。

　暗さの宿っていた彼女の瞳に、明るさが戻る。

「――確かに両親の死が、わたしを暗殺の道に駆り立てたのかもしれないな」

「そんな過去があったのかよ。ザイクス、そういうことはちっとも話さないからなぁ」

「ああ見えて、弟は繊細なのだよ」

　壮絶な話に、広間は沈黙に包まれた。そんな空気を吹き飛ばすように、クレスは言う。

「さて、今こ宵よいはこの本部に姫と女王がおいでくださった、記念すべき日だ。こんな沈ちん鬱うつな話ばかりしてはいられない。明日の勝利を前に、前夜祭といこう！」

　それからクレスと同志たちは、街のあちこちからかき集めたらしい精一杯のごちそうを準備し振る舞ってくれた。

　ユズハとマルシェ、フニュはめいっぱいケーキを平らげて満足そうな顔だ。

　一方、若き同志たちは照れた様子でリヴィア女王に話しかけている。

　戦いを前にした、ほんのひとときの賑にぎやかな時間。

　やがて夜が更け、明日の作戦を前にして、俺おれたちは傭よう兵へい団の本部で眠りについた。



　寝ている間に夢を見た。

　ノイド……兄貴の夢だった。夢の中で、兄貴は腹を刃物で刺され、血まみれで苦しそうにふらつきながら歩いていた。カルマーに刺されたのだ。

　周りを街の人々が取り囲んでいる。けれどみんな遠巻きに見守るばかりで、誰だれも助けようとはしない。

『殺人者だ！』

　誰かが非難の声を上げた。続いて人々が怒ど鳴なり、憎しみを兄貴にぶつける。

　どうしてだ？　殺されかかっているのは、兄貴のほうなのに。

　卵が投げつけられ、刃物が投げつけられ、ますます兄貴の体が切り刻まれる。

　ついに力尽き、兄貴はその場に倒れた。

　人々は戸惑って、死んだ兄貴の体を見つめる。

　一人、二人、逃げるようにその場を立ち去って、やがて兄貴の死体は、ぽつんとその場に取り残された。

　――ハッとして、目が覚めた。

　嫌な夢だな。ノイドについて聞かされた話と、夕べのクレスの話が交じっている。

　妙にリアルな夢だ。まるでノイドの身に起きたことを追体験したかのように。

　傭兵団本部の小部屋にしつらえたベッドの上で目を開けると、水流の流れる天井から、朝の光が漏れていた。





「では、これよりログール皇帝暗殺作戦を実行する！」

　傭兵団の大広間。横一列に並ぶ十人の同志を前に、クレスは宣言するように叫んだ。

　俺はユズハ、マルシェと並んで広間の壁際に立ち、その光景を眺めていた。

　回廊の上にはリヴィア女王が立って、戦いゆく者たちを見つめている。隣には付き従うように、ジョルジュが立っている。

　十人の同志は、皮の上着や灰色のシャツなど目立たない服を着ているが、それぞれその下に短剣や爆薬を下げている。木の板に挟んで偽装した、長い銃を持つ者もいる。

「何か質問のある者は!?」

　クレスの問いに、俺おれはおずおずと手を挙げた。

「その銃で皇帝を狙ねらい撃ちしたらダメなのか？」

「銃は命中率が低いからな。たった一丁の銃があったところで、暗殺では使い物にならんのだ。将来、改良が進めば強力な武器にもなるだろうが」

　クレスは答えると、再び同志を見回す。

「他に質問は!?」

「全すべて理解しました！」

　クレスの問いに、同志たちから威勢のいい返事が返ってくる。

「クレスさんって、怒らせると結構コワそうよねー」

　マルシェが小声で耳打ちした。

「傭よう兵へい団のリーダーってくらいだからなぁ」

「レンが部下になったら、厳しさに毎日ひぃひぃ泣かされそうであるのぉ。優しい余の部下であったことを感謝するがよいぞ」

「いつ俺がユズハの部下になったんだよ」

　そんな話をしていると、クレスが俺たちのほうを見た。

「今夜は共に勝利の祝杯を上げよう。リヴィア女王を、頼む」

「お、おぅ。任せておけって」

「それではいくぞ、同志よ！」

　クレスが叫び、拳こぶしを振り上げようとした。

「ふーっ、ふにゃーっ！」

　床の上で、突然フニュが毛を逆立てて唸うなり始める。

「こらフニュ、おとなしくしてろ。どうしたんだよ？」

「ふにゃ、ふにゃーんっ!!」

　言うことを聞かず、バタバタと暴れるように俺たちの回りを走り、とうとうマルシェの旅行鞄かばんの中に逃げこんでしまった。

「……何か、いる」

　クレスが押し殺した声でつぶやき、外に出る石扉を睨にらみつけた。

　ガリガリと扉を引ひっ掻かくような音が外から響いた。

「女王を隣の部屋へ！」

　クレスが叫ぶと、ジョルジュは慌あわてて、リヴィア女王を連れて回廊の奥にある小さな扉の中へと小走りに駆けていく。

「レン、キミたちもユズハ姫を連れて隠れろ！」

　叫んで、クレスは両手に短剣を引き抜いた。

　だがその直後、爆音と同時にガコンとかんぬきが外れ、床上に落ちる。

　俺たちが隠れる間もなく、石扉が蹴けり開けられた。

　そこには、細長いシルクハットと全身をすっぽり包みこむ黒いマント。表情のない冷たい目の男が、幽ゆう鬼きのように立っていた。

　広間の中から見えるだけでも三人。その向こうから、さらに何人もの足音が続く。

　先頭にいる男がマントの下から右腕を出し……その先で、鉤かぎ爪づめの銀色が鋭く光った。

　瞬間、風のように黒い影が視界を横切る。

　チャイン！と刃物のぶつかり合う音。一瞬で広間の中ほどに踏みこんだ黒マントの鉤爪を、クレスが二つの短剣で受け止めていた。

「くっ……どうして、ここが……」

　黒マントが通った後では、同志の一人が横腹を裂かれて倒れ、呻うめいていた。

「抵抗はしないことだな」

　カツカツとブーツの足音を鳴らし、粘ついた声の男が部屋に入ってくる。

　尖とがった鼻に、縮れた銀髪。

　カルマーは立ち止まると部屋にいる一同の顔を眺め回した。

「リヴィアを捜せ！　残りの者は、皇帝陛下への反逆罪で逮捕する！　全員拘束しろ！」

　入り口近くの黒マントたちが、一斉に影となって広間に舞った。

「ぐうっ!!」

　同志たちは武器を構える間もなく、次々と覆い被かぶさる黒マントに組み伏せられていく。

　俺おれは文様剣の柄に手をかけた。

「待て、レン！　余にシードを送れ！」

　ユズハが叫ぶ。彼女は俺のシードを送ることによって、姫の力が解放されるのだ。

「あ、あぁわかった！　頼むぜ、ユズハ！」

　だが彼女の体に手を伸ばそうとした瞬間、背後に突き刺さるような寒気を感じた。

　ユズハの体を抱え、脇わきへ飛び退のく。倒れ、肩を床に打ちつけた。

　たった今まで俺がいた場所に黒マントの一人が立ち、まっすぐ前方に鉤爪を突き出していた。俺の背を狙ねらったのだろう鉤爪が、壁に打ちこまれている。

「今のうちだ。ユズハ、行くぞっ！」

　黒マントが鉤爪を引き抜いている隙すきに、ユズハの脇わき腹ばらに両手を触れた。ここに、棺ひつぎの姫たる彼女に描かれた文様の中心があるのだ。

　目を閉じ、頭の中に戦うユズハの姿を思い浮かべ、その想像力をシードに転化する。

　……その瞬間、両腕をバチバチと弾はじけるような激しい痛みが襲った。

　ユズハの体を反発するようなエネルギーが取り巻いて、近づけた手が弾かれる。

「な、なんだ……？　シードが、送れない？」

　呆ぼう然ぜんとして、ユズハを見つめた。

　これは……シードの失敗なのか？

　ユズハもまた、信じられない顔で見返している。

「お、おかしいぞ、レン。余の体が、おぬしのシードを受け付けぬのだ」

　受け付けない、だって？

　再度、ユズハに手を伸ばした。

　しかし、同じだった。激しく反発する力が俺おれの腕を押し戻し、シードを逆流させる。

　どうして……どうしてだ？　なんで、ユズハに力を与えられないんだ？

「ちくしょう、こうなったら俺が……」

　文様剣の柄に手をかけ、立ち上がろうとしたときだ。

　首筋の後ろを、ひやりとした気配が襲う。

　鋭い三本の鉤かぎ爪づめが突きつけられ、軽く肉に食いこんだ。

　もう一人の黒マントがユズハの背後に着地し、彼女の首にやはり鉤爪を突きつけた。

　動けば……たちまち首を刺されちまう。

　広間の中央では、クレスが三人の黒マント相手に立ち振る舞っていた。

　二本の短剣をきらめかせ、次々に繰り出される鉤爪の攻撃をはじき返す。

　あの素早い黒マントの攻撃を寄せ付けないとは……さすが、あのザイクスの姉だな。

　だが感心したのもつかの間、天井から黒い影が落ちるように、黒マントの一人が彼女の背後に下り立った。

　腕を振り上げ、鉤爪の先でクレスの背を狙ねらう。

「クレス！　逃げろ！」

　彼女は俺の声にハッとして振り返るが、避ける余裕はない。

　鉤爪がクレスの揺れる髪に届こうとした瞬間……

　ドォンと地鳴りの音が広間に響き渡り、地下室の壁に反響した。

　広間の壁から、突き抜ける勢いで巨大な石の腕が伸び、クレスの背後に立っていた黒マントを手のひらで押し潰つぶす。

　続いてもう一本の腕がぶんと横に振られ、クレスの正面にいた三人をはじき飛ばした。黒マントたちは反対側の壁に吹き飛ばされ、気を失ったのか動かなくなる。

　二本の腕の間に、文様ポシェットを手にしたマルシェが立っていた。ポシェットから出したらしい文様描き掃除機が、ぐわんぐわんと唸うなりを上げながら周りを走っている。

「マルシェ！　ナイスだ！」

　掃除機によって、壁に硬質な三角や四角のシンボル組み合わせた文様が描かれ、赤く輝いていた。そこから幹のような石の腕が生えている。マルシェのゴーレムだ。

「さぁ、ゴーレム！　あの男を取っ捕まえちゃって！」

　マルシェが叫ぶと、ゴーレムの腕は手のひらを広げてカルマーにつかみかかった。

　カルマーは面倒そうに鼻を鳴らすと音もなくジャンプし、彼女の真正面に立った。

「ひぃっ」

　マルシェは硬直し、小さく悲鳴を上げた。

　が、カルマーは彼女を無視すると、横に飛んで文様の描かれた壁に手をつく。

「フウウゥゥゥッ！」

　溜ためていた息を吐き出すように、腕に力を込めた。

　あれは……シードを送っているのか……？　いや、似ているがどうも様子が違う。

　カルマーの触れた部分の文様が濁った紫色に変色し……崩れ落ちた。

　文様の一部が消えると、たちまち石の腕は二本とも力を失い、崩れて瓦が礫れきの山となる。

　触れただけで、文様が消された……？

　ニヤリと笑みを浮かべるカルマーを前に、マルシェはへなへなと座りこんでしまう。

　素早く近づいた黒マントが、彼女の背を押し床に組み伏せた。

「このおおぉーっ！」

　クレスは叫びながら、カルマーに向かって突進する。踏みこみ、左手の短剣を横に振り、カルマーがかわす動きを見越して、もう一つの短剣を突き出す。

　短剣がカルマーの胸に突き刺さる直前、彼の姿が消えた。

　カルマーは消えたのではなかった。瞬時に、クレスの真上に飛んでいたのだ。

　見上げた瞬間、カルマーは素早く背後に下り立ち、クレスの背を蹴けり飛ばした。

　一瞬宙に飛ばされ、彼女の体が硬い床に叩たたき付けられる。倒れた彼女に、まるでハゲワシのように黒マントたちが次々に群がって、鉤かぎ爪づめを突きつけた。

　――俺おれたちは全員、黒マントによって組み伏せられてしまったのだ。

　カルマーは広間を見回し、回廊への階段を上ると、奥の扉に入った。

　やがて、後ろ手に鎖で縛られたリヴィア女王が、カルマーに連れられて出てきた。

　一緒に隠れていたらしいジョルジュも後から歩いてくる。

「女王を放せ！」

　クレスが叫ぶが、カルマーは少しも耳を貸す様子はない。

「連れていけ」

　俺たちは黒マントに腕をつかまれ、引っ張り上げられて立たされた。両手を後ろに回され、鍵かぎつきのチェーンを巻かれる。

「ユズハ……大丈夫か」

　彼女を見ると、呆ぼう然ぜんと目を見開いたままうつむいていた。

「どうしてだ……。どうして……余の体が……シードを受け付けられんのだ……」

　シードが送れないのは、ユズハの体が原因だってのか？

　彼女に声をかけようとしたが、黒マントによって腕を引かれてしまう。

　ふと見ると、去っていくカルマーの後ろに従って歩く、一人の男がいた。

　彼がただ一人、無傷で、拘束もされていない。

「なぜ……だ……」

　クレスは、その男の背に向かって言った。

「同志じゃ……なかったのか……？」

　するとその男……ジョルジュは振り返って答えた。

「すまないね。――娘を人質に取られて……こうするしかなかったんですよ」

　傭よう兵へい団本部の壁に張られていた数々の張り紙が、今やゴミくずのように破れ、床に舞い落ちていた。



　すぐ近くのハシゴを上らされ、俺おれたちは全員外に連れ出された。空は薄曇りだ。

　そこはどこかの狭い裏通りだった。くすんだ黄土色の壁に挟まれた路地に、四台の馬車が止まっている。先頭の一台は黒塗りの客車で、後ろの三台は、鉄格子の扉がついた囚人護送用の馬車だ。

　左右の館の窓からは、住人らしき人々が、何があったのかと不安げに見下ろしている。

　俺たちはログール軍の兵士に引き渡された。一番最初の馬車にリヴィア女王が乗せられ、水晶塔に向けて出発した。同志たちは二台の囚人用馬車に分けて詰めこまれる。

　中心人物と思われたのか、最後の一台に俺とユズハ、マルシェとクレスが乗せられた。

　鉄板に座らされながら外を見ると、くすんだ路地の後方に、遠く水晶塔が見えた。

　リヴィア女王は、このまま処刑されてしまうのだろうか。

　ふと、水晶塔の上空で何かが光った。雷かと思ったけど、そうじゃない。

　二、三度の閃せん光こうの後、上空に大きく、ログール皇帝の姿が浮かび上がる。

　水晶塔の装置を使って投影してるんだな。派手なことしやがって。

「おい、皇帝陛下の大演説が始まるぞ」

　護送の準備をしていた兵士たちが手を止め、直立して水晶塔のほうに向く。

　浮かび上がった皇帝の幻影が、口を開いた。

『……諸君』

　腹の底に響くような、重苦しい声が王都の上空を駆け抜ける。

『我は今、世界創世の姫と未み来らい永えい劫ごう約束されし友愛を結んだ。我は、世界を創世し姫の、正当なる後継者として認められた』

　……何が、正当なる後継者だ。

　皇帝の演説は続き、ついにその宣言が下された。

『我はここに宣言する。フィアナを、我がログールの地として併合することを』

　街の人々がどよめく声が、どこからともなく響いてくる。

『今ここに、我が力となりし姫の姿を示さん』

　そう言って、皇帝の幻影は消えた。

　続いて水晶塔のてっぺんから、光の波が舞い上がった。それは押し広げられるように大きく上空に舞い、白く輝くカーテンとなる。

　大きく広がったカーテンは中央に集まって塊かたまりを作り……巨大な鳥の姿へと変へん貌ぼうした。

　鷲わしの猛たけ々だけしい翼と、白鳥の細長い首。下半身には、竜のような形の長い足と尻尾しつぽ。

　王都の上空に舞う、竜の下半身を持つ巨大な光の鳥。

「あれは光の姫……ルーの姿だ……」

　ユズハが苦しそうな声でつぶやいた。

「だが……禍まが々まがしく歪ゆがめられておる……」

　姫の封印の楔くさびが、皇帝によって抜かれてしまったのか？

　光の鳥が首をもたげて閃せん光こうのごとく甲かん高だかい声で鳴き、大きく一度、羽ばたいた。

　翼から流れ出す光の筋が細く長く伸び、鞭むちのようにしなって王都の上空を駆け抜ける。その先端は、王都を囲む山脈にまで届いて……

　ズドオオオオォン！　王都全体を揺るがす地響きを立てて、山脈の一部が崩れ落ちた。

　火山のようにもうもうと煙が舞い上がり、ガラガラと岩の崩れ落ちる地鳴りがいつまでも空気を震わせる。

　誰だれもが、ログール軍の兵士すらも、恐怖の表情を浮かべてその様子を見つめていた。

　ログール皇帝は今、姫の力を手にしたのだ。



　鉄格子の窓のついた扉が閉められると、俺おれたちを乗せた馬車は走り出した。

　光の鳥が王都を睥へい睨げいするように、水晶塔の上空を回っている。

　巨鳥が放つ強い光のせいか、やけに周囲が薄暗い。

　空を覆う雲が照らされて、不気味なほど光っていた。

　ユズハもマルシェもクレスも、鉄板に座らされてうつむいたまま、一言もしゃべらない。向かいに座っているログール兵が、太い腕を組んで監視するように睨にらみをきかせている。

　……ふと、俺の手元で何かが動いた。



    

  
    
      



    

  
    
      　体をひねって振り返ると、両手を縛る鎖を、フニュがかじって噛かみ切ろうとしている。

　一緒に投げこまれたマルシェの荷物から這はい出てきたらしい。

　けれど太い鎖は、とても切れるようなものじゃない。

「フニュ。無理するな。ありがとな」

「ふいにゅーんっ」

　フニュは俺おれの膝ひざの上に回ると、心配そうな目で見上げ、それからうつむいているユズハとマルシェとクレスを順に見回した。

「なぁフニュ。お前だけでも逃げろ」

「ふにゅん！　ふにゅんっ！」

　フニュはいやいやをするように、激しく首を横に振る。

「ワガママ言うな。俺たちと一緒に来たって……殺されるだけなんだぞ」

「ふいにゅんっ！」

「さ、みんなにお別れをいいな」

　気づいたのか、ユズハたちがみんなフニュのほうを見ていた。

「うぅ、生意気なペットだと思っておったが……こうなるとさびしいもんだのぅ。おぬしとは一度、グルメ勝負をしなければと思っておったが……」

「ふい、ふいにゅーんっ」

　フニュはユズハの膝に乗って、しきりに飛び跳はねた。

「もしレンのあの狭くて汚い家に戻れたら、余の分まで存分に昼寝を堪能してくれ」

「狭くて汚い家で悪かったな」

　言って、二人で力なく笑う。

　フニュは力なく耳を垂れ、うなだれた。

「あたしも、もっとフニュちゃんにすりすりしたかったわ……」

「わたしもだ……。ほっぺをつねらずに、なでてあげたかった……」

　マルシェとクレスもそれぞれフニュにお別れを言う。

「短い間だったけど、楽しかったよ。……また、どこかで会えたらいいな」

　最後に、俺はフニュに言った。せめて頭をなでてやれたらいいのに。

「ふにゅん、ふいにゅーんっっ!!」

　フニュはひときわ大きく鳴き出した。

「さっきからうるせぇぞ！　静かにしやがれっ！」

　苛いら立だったように兵士が立ち上がって、フニュの背をつかんで引っ張り上げた。

「ま、待ってくれ。頼みがある。そのフニュだけは、ここで逃してやってくれないか？　そいつは俺が拾って飼ってただけなんだ。だから、野生に帰してやってくれ」

「知るか！」

　兵士が怒ど鳴なり、俺に向けて投げつけようとする。

「ふにゃ！　ふにゃにゃーっ!!」

　フニュは兵士の手につかまれたまま、激しく手足をもがいた。

「……ちっ、鳴き声が頭に響くんだよ。逃してやりゃいいんだろ？」

　兵士は後方の扉まで歩いて鉄格子の隙すき間まから手を出し……フニュを逆さに放り投げた。

「ふにゃんっ！」

　石畳の上で、フニュの小さな体が跳はねる。

「てめぇ！　何しやがる！」

「逃してやったんだろうがよっ！」

　俺おれのあごが殴りつけられた。口の中に血の味が滲にじみ、馬車の壁に背を打ちつけた。

　兵士はそのまま元の位置にドカッと腰を下ろす。

　鉄格子の窓から後方の外を見ると、フニュが必死で走って追いかけていた。

「フニュ……」

　けれど、どんなに走っても小さな手足では馬車に追いつけない。

　次第にフニュの足取りはふらつき始め、やがて止まった。

「ふにゅーん！　ふいにゅ――んっ!!」

　遠ざかるフニュの悲しげに鳴く声が、いつまでも耳に響いて離れなかった。



    

  
    
      
　三章　王都の闇



「ぐうっ……！」

　狭い牢ろう獄ごくの中に乱暴に放り投げられて、俺は硬い土の床に横顔を擦りつけた。

「ちょっとぉ！　何するのよ！　もっと丁寧に扱いなさいよ！」

　マルシェが抗議の声を上げる。

「黙らんかぁ！　話があるんならねぇ、あっちで二人きりで聞いてやるよぉ？」

　俺たち四人を牢ろう屋やにぶちこんだ看守兵が、サーベルの先をマルシェのほおに当てた。

　マルシェは悔しそうに睨にらみ返す。

「へえぇ、いい顔じゃん。気に入っちゃったなぁ、ひぇっひぇっ」

　狡こう猾かつそうな顔の看守兵は下げ卑びた笑い声を上げ、彼女の腕をつかむ。

「やめろっ！」

　俺は叫んで、体当たりをかましてやった。

　軽装の革かわ鎧よろいを着た看守兵は吹き飛んで石の壁にぶち当たる。

「てめええぇ！　ボクちゃんを怒らせたねぇ!?」

　看守兵は顔を真まっ赤かにしながら叫んだ。

　サーベルを振り上げたとき、牢ろう屋やの外からコツコツとブーツの足音が響いてくる。

「騒がしいぞ」

　鉄格子の向こうに姿を現したのは、黒マントに身を包んだ一人の男――カルマーだ。

「ここ、こいつが暴れるんでしゅっ！」

「黙れ。下がってろ」

「へ、へいっ!!」

　看守兵は足がすくんだように直立し、そそくさと牢屋の外に出た。

　鉄格子の扉を閉め、鍵かぎをかける。そのまま牢屋の脇わきに立って見張りについた。

「わたしの同志はどこにいる!?」

　クレスがカルマーに向かって叫んだ。

「奴らは裁判後『神の血ダーナ・オ・シー』採掘施設で強制労働に服せられる」

「強制労働だぁ!?　何が裁判だ！　どうせ茶番なんだろ！」

　俺おれが食ってかかろうとすると、カルマーはバカにしたように笑みを浮かべた。

「反逆罪に問われながらその程度の刑で済むのだ。むしろ皇帝陛下に感謝を述べるべきだな。――安心しろ。貴様らは強制労働に課せられない。反逆の中心たる者は、処刑だ」

　処刑……。予想していた言葉だけど、はっきりと言われると言葉を失ってしまう。

　口の中に嫌な粘り気が広がった。

「ま、待て。わたし以外の三人は偶然巻きこまれただけだ。反逆の意図を持っていたわけではない。彼らは釈放してくれ」

　クレスの言葉に、しかしカルマーはふんと鼻を鳴らすばかりだ。

「しらばっくれるな。なぁ？　『死の姫』よ」

　言われて、うつむいていたユズハはぎくりと硬直した。

「死の姫。お前はこれから皇帝陛下のものとなる」

「……余の力を封じたのはおぬしだな。人の技とは思えぬ。正体は……なんだ」

　相手を睨にらみつけ、恐ろしいほど低めた声で、ユズハは言った。

　……なんだ？　何者だ、じゃなくて？

　それじゃまるで、正体は人間じゃないみたいじゃないか。

　カルマーは答えず、しばらくユズハを見つめていた。

　そこにもう一人の黒マントが駆けてきて、カルマーに耳打ちする。

「……併合宣言を聞いて、市民の一部が暴れ出したそうだ。すぐに鎮圧されたがな」

「当たり前だ！　誰だれも、あんな一方的な併合なんて認めねぇぞ！」

「それも女王が処刑されるまでの間だな。――私は水晶塔に戻る。見張りを怠るな」

「り、了解でありますっ！」

　カルマーは看守兵に指示すると、隣で待っていた部下の黒マントに目を向けた。

「お前も見張れ」

　黒マントは無言のままうなずきもせず、看守兵とは反対側の牢ろう屋やの脇わきに立った。

　そのまま、カルマーはまたコツコツとブーツの足音を響かせて去っていく。

　鉄格子の前には看守兵と黒マントが残り、背を向けて立っている。

　やっかいなのが残っちまったなぁ。あの看守兵だけなら、なんとかできそうなのに。

　俺おれが地べたに座ると、マルシェは不安そうに肩を落とした。

「あたしたち、どうなっちゃうのかな。本当に処刑されちゃうのかな」

「……すまんの。余の力が出せれば、このようなことには……」

　ユズハは座って、うつむきながら言った。

「ユズハらしくねぇこと言うなよ。――けど、姫の力を封じるってどういうことだ？」

「ホノカ姉さまの歓迎パーティーで、あやつが余に近づいたことがあっただろう？　あのとき、あやつは何らかの力で余の体に細工をし、シードを受け付けられぬ状態にしたのだ。光の姫の力を封じたのも、同じような方法であろうな」

「そして皇帝の支配下に置いてから、光の姫の封印を解いた。そんな感じか」

　皇帝はおそらく、ユズハの力も同じように支配するつもりなんだろう。

　そんなことさせる前に、なんとかここから脱出しないと……。

　けれど両手は縛られ、牢屋の前には見張りの看守兵と黒マント。ネズミが這はい出る隙すき間まもなさそうだ。しかも武器も道具も奪われて、どうすれば脱出なんかできるんだ？

　外はまだ昼の明るさだ。しかし処刑の時間は刻一刻と迫っている。

「なんだぁ？」

　ふと、看守兵がすっとんきょうな声を上げた。

　振り返ると、牢屋の前を一羽の鳥が行き来していた。白い羽毛に覆われ、真まっ赤かなトサカを頭につけた鶏。けれどその下半身は茶色いウロコに覆われ、トカゲの足と尻尾しつぽになっている。鶏の足とトカゲの足の四本足でパタパタ歩く奇妙な生き物。

　あれは伝説の鶏、コッカトライス……？

「コケーッ！」

　コッカトライスは突然けたたましい鳴き声を上げ、看守兵に飛びかかった。

　看守兵が屈かがんで避けると、鉄格子に激突する直前で向きを変え、激しく羽ばたきながら円を描いて跳はね回る。

「コケーッコッコッコ！　コケーッコッコッコ！」

　……耳を塞ふさげないのが辛つらいほどのけたたましさだな。

「う、うるしゃあいっ！　焼き鳥にしてやるうっ！」

　看守兵はサーベルを抜いて追いかけ回した。コッカトライスはぐるぐる逃げ回り、ぴょーんと、騒ぎに動ぜず立っていた黒マントの頭上を飛び越える。

　勢い余って、看守兵はサーベルを構えたまま黒マントに突進した。

「うあぁ、よ、避けんかいっ！」

　黒マントは何事もないかのように直立したままだ。

　ゴキッと骨のぶつかり合う鈍にぶい音を響かせ、激突する。二人が倒れ、土煙が舞った。

　あの黒マント、案外融通がきかないな。まさか命令されたことしか動けないのか？

　そのとき、舞う土煙の中、鉄格子の隙すき間まを抜けて入ってくる一匹の小動物がいた。

　信じられない思いでちょこちょこ駆けてくるその姿を見つめる。

　走ってきたのは――フニュだった。

「フニュちゃん……！」

　小声で叫び、マルシェはフニュの姿を隠すように座る。

　フニュは口にピンク色をしたあるものをくわえて、引きずっていた。

　ログール兵に奪われていた、マルシェの文様ポシェットだ。

　マルシェは後ろ手のままポシェットの中をまさぐった。

「すごい！　あたしたちの荷物がみんな入ってるわ」

「誰だれがそんなことしたんだ？　まさかフニュに持ち上げられねぇだろうし……」

「じゃあ今度こそ、ペカペカ～ン！　超高性能全自動クリーナースペシャル～!!」

　マルシェは小声で叫び、縛られた手で器用に文様描き掃除機を取り出した。

「スペシャルかよ。その擬音は言わなきゃならんのか」

「気分よ、気分」

　マルシェが後ろ手のまま掃除機に触れ、スイッチを押す。掃除機はぐわんぐわん回転しながら走り回り、瞬またたく間に、地面に大地のシンボルからなる文様を描き出す。

　黒マントは気絶した看守兵を横に放り投げ、起き上がろうとしていた。

　その顔が、まっすぐこちらに向けられる。

「行けえええぇっ!!」

　マルシェが叫ぶと同時に、描かれた文様が赤く輝き、巨大な土塊の腕が現れた。

　前方に向かって一気に張り出すと、岩のような硬さで鉄格子をひしゃげさせ、ちょうど立ち上がった黒マントを向かいの壁に押しつけた。

　押さえられ、黒マントは脱出しようともがくが、ゴーレムの腕はびくともしない。

「やった！　すげぇ！」

　手を縛られたまま、気分だけでガッツポーズをした。

「モタモタしてるヒマはないぞ！　すぐ兵士が来る！」

　クレスが叫ぶ。今のうちに脱出しなければ……。

　しかしひしゃげた鉄格子には、脱出できる隙間はなさそうだ。ゴーレムの腕が塞ふさいでいるし、放せば黒マントも解放されてしまう。

「マルシェ！　レンくん！　ユズハも、みんな無事!?」

　聞き慣れた、懐かしさすら感じる声がする。

　廊下を駆けてきて、彼女は鉄格子の扉の前に立った。手には『世界幻獣大全』と題された厚手の本を持っている。

「ルミサ……！　さっきの鶏、やっぱりお前の幻獣だったのか。さすが、微妙なモンスターセレクションは健在だぜ！」

「今、開けるから待ってな！」

　横から、もう一人の少女が顔を出す。左目に眼帯をつけた、海賊の島で出会った少女。

「コーフィーか!?　どうして、ここに……」

「挨あい拶さつはあと！　――ほら、早くしな！」

　コーフィーに急せかされ、縦巻ロールの髪に逆三角形の赤メガネをかけた……

「ちょ、ラ・シェーヌまで来たのかよ!?」

「わたしが来て不満でもありますの？」

　口を尖とがらせながら、ラ・シェーヌは針金のようなものを牢ろうの鍵かぎ穴あなに差しこんだ。

「そんなんで開けられるのかよ？」

「任せますの。ログール軍の鍵はワンパターンだからすぐ開きますのよ。こう見えても、以前はずいぶん鍵破りしたものですから」

「すげぇな。詐欺師やってるだけのことはあるぜ」

「……せめて元詐欺師と言ってほしいです」

　それからものの数秒で、カチャリと音がして牢ろう屋やの鍵が開いた。

　俺おれたち四人とフニュは牢屋の外へと走り出る。

　ラ・シェーヌは俺たちの腕を縛っていた鎖の鍵を順に外していった。

「無事でよかった……」



    

  
    
      



    

  
    
      　ルミサは安心したのか、目に涙を浮かべてマルシェに抱きついた。

　廊下の曲がり角の向こうから、何人もの足音が聞こえる。ログール兵たちか。

「ほら、文様ポシェットの中に文様剣も入ってるわよ！　クレスさんの短剣も！」

　マルシェがうれしそうに叫んで、俺おれたちの武器を渡してくれた。

「よっしゃ！　助かるぜ！　……けど、誰だれが入れてくれたんだ？」

「へへっ。倉庫に放置されてたのをあたいが見つけて、こっそり取り返してやったのさ」

　コーフィーが得意げに言う。

「さすがは元海賊だな！　それでフニュに渡して、届けてくれたのか」

「ふいにゅ！」

　マルシェの肩に乗って、フニュがうれしそうに一声鳴いた。

　クレスが両手に短剣を持ち、俺たちの先頭に立つ。

「わたしが先を行く。レンは彼女たちを護衛してくれ」

「よし、わかった」

「あたいもサポートするよ」

　コーフィーが逆手に持った短刀を構える。

　直接的な戦闘に不向きなマルシェとルミサ、ラ・シェーヌ、そして力を封じられたユズハ。この四人を中心に固めて、俺とコーフィーが周囲を護衛するようにして進む。

「脱獄だ！　捕まえろ！」

　廊下の角に、サーベルを抜いた数人のログール兵が立たち塞ふさがった。

「わたしが相手だ！」

　クレスは短剣を構え、床を蹴けった。

　高くジャンプして、ログール兵の中央に斬きりこむ。

　左右にいた二人の兵士が一瞬硬直し、そのまま崩れ落ちた。

「気を失っただけだ。牢ろう獄ごくの看守より夢の中のほうが居心地いいだろう」

　サッと髪をかき上げ、汗一つかかない顔でクレスは言った。

「きっ、貴様ぁ!!」

　彼女の背後にいたログール兵が、目をむき出して斬りかかる。

　振り下ろされたサーベルをサッと横にかわすと、膝ひざで相手の腕を蹴り上げた。

　肘ひじを打たれた兵士はサーベルを取り落とし、呻うめきながら腕を抱えてうずくまる。

　かなわないと悟ったのか、残ったログール兵たちは廊下の先へと逃げ戻った。

「さぁ、今のうちだ！　走るぞ！」

　言ってクレスは駆け出し、俺たちも後に続く。

　廊下の角を曲がると、その先に開け放たれた扉があった。

　扉を出ると、そこは外だ。鉄格子の窓がついた、小さな四角い建物が整然と並んでいた。それら全すべてが牢ろう屋やらしい。ここは、囚人の収容所なのか。

　外に出た瞬間、周囲にカンカンカンとけたたましい鐘の音が響き渡る。どうやら警報が鳴らされているらしいな。

　ずっと左手の奥、鐘の音が聞こえる方向に数階建てのひときわ大きな建物がある。

　看守兵たちの兵舎らしい。入り口の扉から、何人もの兵士が走り出てきた。

「いたぞ！　逃がすな、捕まえろ！」

　次々に現れ出た二十人近くもの看守兵がサーベルをギラつかせながら迫ってくる。

「こっちに馬車がある！」

　コーフィーが叫んで、看守兵たちの反対方向へ走り出した。

　俺おれたちは一丸になって、牢ろう屋やの建物に挟まれた収容所の通りを走り抜ける。

「おぉい、出してくれぇ……」

　騒ぎに気づいて、いくつもの鉄格子の窓から囚人たちが腕を伸ばし助けを求めてきた。

「クレス、ここの人たちは……？」

「ここは政治犯の収容所だ。彼らはログールに反抗して捕らえられたんだ」

　前方の牢屋の中に、傭よう兵へい団にいた同志の一人の顔があった。

　だが……迫る看守兵の隙すきをついて彼らを助ける時間はとてもない。

「おいラ・シェーヌ、さっきの鍵かぎ開け道具、金貨十枚でいいか!?」

「は!?　そりゃその値段なら構いませんが……」

「今すぐ売ってくれ!!　金は後で払う！」

　俺は走りながら、わけがわからない顔のラ・シェーヌから、針金を素早く受け取った。

　同志のいる鉄格子に近づき、看守兵に気づかれぬよう素早く投げ入れる。

「慌あわてないで、機会を狙ねらうんだ」

　小声で口早に言い、すぐに離れる。

　やがて収容所の建物が途切れ、敷地を囲む高い塀にたどり着いた。

　コーフィーが塀の手前で左折し、建物の陰に滑りこんだ。

　そこに塀の一部が崩れ、這はってくぐり抜けられる穴が開いている。

「ここから出るんだよ！」

　コーフィーは素早く穴をくぐり抜けた。続いて、ラ・シェーヌにルミサ、マルシェ。

　ユズハは心配そうに俺のほうを見てから、塀の穴をくぐり抜けた。

　彼女たちが脱出する間、俺とクレスは迫る看守兵たちに向けて剣を構えた。

　ログール兵の集団が、すぐそこまで迫る。鬼のように図ずう体たいの大きな先頭の兵士が雄お叫たけびを上げ、大剣で斬きりかかってきた。

　――と、その巨体があおむけに倒れ、すぐ後ろに迫っていた看守兵たちを押し潰つぶす。

「わたしは最後でいい。先に行け！」

　倒れた兵士の足元で短剣をきらめかせながら、クレスが言った。

「わ、わかった」

　俺は建物の陰に飛びこむと、這いつくばって塀の穴をくぐり抜ける。

　出ると、そこは林の中だ。草が膝ひざまで生え茂り、細い幹が柱のように立ち並ぶ。

　少し離れた林の中に、一台の馬車が止まっていた。車体が個室になった、大きな旅客用馬車だ。御者台にはラ・シェーヌが座り、二頭の馬の手た綱づなを握っている。コーフィーたちも既に乗りこみ、窓から不安そうにこっちを見ていた。

　クレスは塀の穴から這はい出ると、奪い取ったサーベルを穴の前に突き立てた。

「よし、行くぞ！」

　彼女の声に俺おれはうなずき、草をかき分けながら馬車へと走る。

　後方では、突き立てられたサーベルを払いのけようと兵士たちが四苦八苦していた。

　俺たち全員が馬車に乗りこむと、ラ・シェーヌは大きく鞭むちを振るう。

　二頭の馬のいななきが林の中に響き渡り、馬車は木々の間を縫うように走り始めた。

　脱出した塀の辺りでは、ようやくサーベルを取り除いて穴から這い出た看守兵が、悔しそうに歯ぎしりしているのが見えた。





　馬車は林沿いの小道をしばらく走り、水路の小さな橋を渡って街中に入った。左右には、細長い薄茶色の家並みが並んでいる。

　歩道に人の列ができていた。老若男女、様々な人が大きな荷物を背負ったり、手押し車に乗せたりしながら反対側の方向に歩いている。

「どうしたんだ？　あの列」

　俺が見回しながら言うと、クレスが少し悔しそうな表情になった。

「王都から出ようとしてるんだ。住む家も捨ててな。……誰だれも、住み慣れた街を離れたくなんかないだろうに」

　裏路地に紛れこみ、馬車は速度を落とした。石畳のゴツゴツした凹凸が車体を揺らす。

　車内の長なが椅い子すに腰を下ろし、俺はようやく生き返った思いでホッと息をついた。

「ルミサが、コーフィーとラ・シェーヌを連れてきてくれたんだよな？」

　聞くと、ルミサはコクコクとうなずいてコーフィーを見る。

「コーフィーにレンくんたちのこと話したら、助けに行くって聞かなくて……」

「こないだは助けてもらったんだ。お返ししなくちゃね。それで、ラ・シェーヌに船を出してもらって、王都に来たのさ」

「わたしは別に来たくもなかったですの。部下のピエールとモンブランに留守を任せてきたからいいようなものの……。ビジネスマンはヒマじゃないんですのよ」

　開け放たれた車体の扉の向こうで、御者台のラ・シェーヌがぶつぶつと文句を言った。きっとコーフィーに無理矢理引っ張られて来たんだろうな。彼女らしいと言うか。

「けど、なんで俺たちが捕まったってわかったんだ？」

「昨日のパレードで、レンくんたちの姿を見かけたの」

「皇帝のパレード、ルミサたちも見てたのか」

「人が多くて話しかけられなくて、すぐに見失っちゃったけど……。それで三人で、どうやって捜そうか考えてたの。そしたら今日になって、皇帝がフィアナ併合って言ってて。レンくんたちも見つからないし、途方に暮れていたら……」

　ルミサは、マルシェの膝ひざに乗っているフニュを見た。

「フニュがルミサたちに知らせてくれたんだな。よく場所がわかったな」

「コイツらはね、すさまじく嗅きゆう覚かくが発達してるんだ。島でも、いくらあたいらが食糧を隠しても、すぐ嗅かぎ当てて食い散らかしちまうしねぇ」

　コーフィーがフニュを見ながら、ちょっと呆あきれた顔で言う。

「じゃあ、嗅覚だけを頼りに俺おれたちの場所も捜し当てたってことかよ」

「ふいっにゅ！」

　フニュは得意げに一声鳴いた。

　考えてみれば、パレードの騒ぎのあとでユズハやマルシェとはぐれたときも、俺の居場所を捜し出したしなぁ……。

「フニュちゃんがあたしたちを助けてくれたのね」

　マルシェはフニュの背を優しくなでた。

「さすがは余が芸を仕込んでやっただけはあるぞ。特別に褒めてやろうではないか」

　ユズハが得意満面な顔でうなずく。

「……いつ芸を仕込んだんだよ。ていうか、礼を言いたいなら言えばいいのに」

　まったく、素直じゃないんだから。

「お、おぉ……」

　わななく声がして見ると、クレスが両手を震わせながらフニュを見つめていた。

「キミはただかわいいだけでなく、それほどまでに素晴らしい力を持っていたのだな……。どうだ？　わたしと一緒に、傭よう兵へい団で働かないか？」

「ふにゅう……」

　フニュは困ったように耳を垂れ下げる。

「もし来てくれるなら、一年中好きなだけスイーツを食べさせてあげるぞ」

「ふい!?　ふいにゅ！」

「おぉ、そうか！　来てくれるのか！」

　クレスは満面の笑顔を浮かべ、両手でフニュを抱きしめようとして……

　フニュの両方のほおをつねった。

「ふいにゃんっ！」

　フニュはたまらず、マルシェの旅行鞄かばんの中に逃げこんでしまう。

　クレスはしょんぼりとうなだれた。

　……フニュが傭兵団で働くのは、当分無理そうだな。

「ところで、これからどこへ向かえばいいんですの？」

　御者台のラ・シェーヌが聞いてきた。

「わたしは水晶塔へ向かう。皇帝を倒し、リヴィア女王を救わねばならん」

　クレスが彼女のほうに向いて答える。

「俺おれも水晶塔に行くぜ。今日の作戦が漏れてたんだ。ザイクスとホノカも危険だ」

「でも……あの光の姫はどうするの？」

　マルシェが窓から空を見上げた。

　王都の上空で、皇帝に操られた不気味に光る巨大な鳥が羽ばたいている。その姿は街の人々を威圧するようでもあり、身を支配され、苦しんでいるようでもある。

　姫を相手にしては、人間などまるで力のない存在だ。姫の力で対抗するしかない。

　けれど今、ユズハの力は封じられている。

「戦える方法は……ホノカを探し出して、彼女の楔くさびを抜くことくらいか」

「光の姫は強いぞ。余たち、姫の姉妹の次女なのだ。ホノカ姉さまや、水の姫よりも段違いの力を持っておる。……千五百年前、姫が暴走して余が死を与えたときも、光の姫にはたいそう手こずった」

「……ホノカの力ではかなわないのか？」

　思い返せば水の姫と戦ったときも、ホノカは津波攻撃を防ぐのが精一杯だったからな。

「それならさ、二人の姫で戦ったら、どうかな？」

　聞いていたコーフィーが身を乗り出す。

「二人の姫って、もう一人はどこにいるんだよ」

「あたいらが泊まってる宿に、水の姫の棺ひつぎを持ってきてるんだ」

「島から棺を運んできたのか!?」

「今は島から来た仲間に見張ってもらってる。レン、水の指輪は持ってるかい？」

　上着の内ポケットから、水の指輪を取り出した。コーフィーに託された、水の姫を目覚めさせる指輪だ。水の姫を目覚めさせられれば、大きな力になるのは間違いない。

　目覚めた姫は、彼女たちの棺の中へつながるという『門ゲート』を通じて封印の楔を抜くことで、真の姿を現すのだ。

「だがのぅ、水の姫は余が与えた死によって、今は深い眠り底におるぞ。シードを与えただけでは、簡単には目覚めさせられぬ」

「でもさ、ユズハ。ホノカだって目覚めさせられたじゃないか。確かシードを送ると同時に、眠る姫に呼びかけることができれば目覚めさせられるとかって……。また、ユズハが水の姫に呼びかけてくれれば大丈夫なんじゃないか？」

「うーむ。余は、ホノカ姉さまとはたいそう仲良かったのだが、水の姫とはあまり……。なんというか、余はちょっと苦手というか……イマイチ呼びかける自信が、のぉ」

　要するに、水の姫とは仲が悪かったから目覚めさせられない、ってことかよ。

「姉妹同士、仲良くしようぜ？」

「むぅ……」

　ユズハはほおを膨らませて唸うなった。

「コーフィー、むしろ余よりも、おぬしのほうが向いておるかもしれんぞ」

「あたいが？　そんなこと、できるのかい？」

「おぬしは島で、長いこと水の姫の棺ひつぎと魂を交感しておっただろう。おぬしはシードの力もあるしな。となれば、水の指輪さえあれば、目覚めさせられるやもしれん」

「……わ、わかった。それじゃあ、あたいがやってみるよ」

　コーフィーはちょっと緊張した面持ちでうなずいた。

「じゃあ水の指輪はコーフィーに渡しておくよ。ラ・シェーヌ。宿に向かってくれ！」

　俺おれは指輪を手渡し、御者台に向かって叫んだ。

　パァン！　突然馬車の後方から弾はじける音が響き、車輪の近くの石が跳はねた。

「追ってきてますの！」

　ラ・シェーヌが血相を変えて叫ぶ。

　後方を見ると、一台の大型馬車が猛スピードで狭い石畳を駆け、迫っていた。

　鋲びようの打ちこまれた鉄の車体。ログール軍の馬車か！

　左右の窓から兵士が乗り出し、長い銃身をこちらに向けていた。

　再び二つの銃口で火花が散る。一発が車体の端に当たり、木片がはじけ飛んだ。

　ラ・シェーヌが鞭むちを振るい、俺たちの馬車は一気にスピードを上げる。

　路地を全速力で駆けながら、馬車は左右に大きく蛇行した。散発的な銃声が続き、馬車の両りよう脇わきで何度も石が跳ねる。

「ちくしょう、このままじゃそのうち当たっちまうな……」

「ど、どうすればいいんですのぉ!?」

　ラ・シェーヌは必死に鞭を振るいながら、悲鳴じみた叫び声を上げた。

　俺は前方に目を向け、必死で見回した。どこか逃げこめそうな場所はないか……。

　と、並ぶ屋根の向こうに、ひときわくすんだ、崩れかけた館の姿が見える。

　廃はい墟きよのような建物が並ぶ区画。そこは……。

「ラ・シェーヌ！　あそこだ！　あの廃墟の中を突つっ切るんだ！」

　馬車は車体に銃弾を受けながら走り、路地を抜け、左右に横切る水路の前に飛び出た。

　水路の橋の向こうは、くすんだ廃墟が並び、崩れ落ちた瓦が礫れきが道に散在する区画。

「無茶だ！　こんな大型馬車じゃ、ハイエナの格好の獲物だぞ！」

　クレスが叫ぶ。そこはログール軍すらめったに足を踏み入れない場所。スラムだ。

「いいかラ・シェーヌ、中に入ったら、絶対に馬車を止めるなよ！　このスピードのまま、全速力で駆け抜けるんだ！」

「わわ、わかりましたの！」

　そのまま勢いを殺さず、土つち埃ぼこりを舞い上げながら橋を渡り、スラムの大通りに突入する。

　後方を見ると、ログール軍は橋の手前で、諦あきらめたように馬車を止めていた。

「よし、これで連中は追ってこれねぇ」

　もちろん、その代わりに新たな危険が周囲を覆っている。

　建物の窓という窓からハイエナと呼ばれる人々がじっと、金目の馬車を見つめていた。

　目立つのか、前に歩いたときよりはるかに大勢の人数が通りの両りよう脇わきにひしめいている。

　もし馬車が止まってしまえば、たちまち押し寄せてくるだろうな。

　マルシェとルミサは怯おびえたようにお互いの肩を抱き合い、窓から身を隠していた。

　もっとも、こっちは全速力で走る馬車の中だ。走って追いつかれることはないだろう。止まりさえしなければ、危険はない。

　……が、安心するのは早かったようだ。

「れ、レン！　あれ見て！」

　気づいたマルシェが、館の屋根を指さして叫ぶ。

　高い三角屋根の上を、何かが走りながら馬車の横にぴったりつけていた。ぴょんぴょんと身軽に、屋根から屋根へと飛んでいる。

「黒マントか！」

　マントを後ろになびかせ、人間とは思えない速さで上方から馬車を見下ろしていた。

　それも一人じゃない。三人、四人……数人の黒マントが、左右の屋根を飛び越えながら追っている。

　一人が馬車に向かって大きくジャンプした。

　トンと天井を叩たたく音。屋根の上に乗りやがったな。

　次の瞬間、ドゴッと屋根に穴を開け、黒マントの腕が突き出た。

　その先で鋭い三本の鉤かぎ爪づめが銀色に光る。

「うぬ……っ」

　眼前に振り下ろされた鉤爪を、ユズハは青ざめた顔で見つめていた。

　……ユズハを、狙ねらっているのか？

「伏せろっ」

　俺おれはユズハの頭を抱え、彼女の体を床に押し倒す。

　直後、もう一つの鉤爪が屋根を砕き、たった今までユズハのいた空間をかきむしる。

「わたしが叩き落とす！」

　クレスが叫んで御者台の扉から出ると、屋根の上に飛び乗った。

　天井に開いた穴から、短剣を一いつ閃せんさせるクレスの姿が見える。

　黒マントは斬きりつけられて落下し、地面をバウンドしながら後方に飛び去った。

　続いて馬車に飛び乗った黒マントを、クレスは宙で叩き落とした。

　だがその隙すきにもう一人が屋根に立って、クレスに向かい合う。

　繰り出された鉤爪をクレスが受け止めている間に、四人目の黒マントが飛び乗り、鉤爪で何度も屋根を叩き付けた。木片が飛び散り、屋根の穴が広げられていく。

　屋根の上から、黒マントがじっと車内を見下ろした。

　俺が文様剣を引き抜くと同時に、黒マントが馬車の中に下り立つ。

「ひっ！」

　ルミサが引きつった悲鳴を上げ、マルシェがかばうように彼女の頭を抱いた。

　黒マントはまっすぐユズハに向かい、鉤かぎ爪づめで殴りかかる。

「させるかっ!!」

　俺おれはユズハの前に立って、鉤爪を剣で受け止めた。

　黒マントはもう片方の腕で俺の肩をつかむと、払いのけるように横に投げ飛ばす。

　俺の体が後ろの扉に激突し、鍵かぎが弾はじけ、バタンと音を立てて扉が大きく開いた。

「くぅっ……」

　床板の端で踏みとどまりながら、揺らぐ扉の取っ手を握りしめた。

　俺に狙ねらいを向けた黒マントが正面に立ち、叩たたき落とそうと鉤爪を構える。

　こんな不安定な体勢じゃ……奴の攻撃を受け止めきれない……。

　しかし黒マントが攻撃を繰り出した瞬間、背後に迫っていたコーフィーが思い切り奴の脇わき腹ばらに短刀を突き立てた。勢いで押され、黒マントの体はぐらりと横に揺れ、俺のすぐ脇をかすめて馬車の外へと飛び出る。

　黒マントは落下しながらも体をひねり、鉤爪で俺の足を裂こうとした。しかし鉤爪は届かず、俺の足元の床板を粉砕する。そのまま、黒マントははるか後方へ飛び去った。

「しまっ……」

　床板の破片が飛び散り、俺の足が踏み場を失った。

　突然全身が宙に浮き、辛かろうじてつかんでいた取っ手を放してしまう。

「レン！」

　ユズハが飛び出し、支えようと俺の全身を抱きかかえた。

　しかし落下の勢いは止められない。

「ぐうっ！」

　馬車から落ちて地面に背を打ち、胸元にはずしりとユズハの体重がのし掛かる。

　体の節々に痛みを感じながら、体を起こした。

　前方を見ると、離れた位置に馬車が止まって、マルシェが手を伸ばそうとしていた。

「バ、バカ！　止まるなって言っただろ！　馬車を走らせろ！」

　道の両りよう脇わきでは、早くもハイエナと呼ばれる住民たちが飛び出し、地を這はうように馬車に近づいていた。その人数は数十人にも及ぶ。

　どこに隠れていたのかと思うほど、次々に廃はい墟きよから這い出ていた。

「待ってろ！　今、助けに行く！」

　屋根の上からクレスが叫んだ。

「来るんじゃねぇ！　クレスはみんなを守ってくれ！　俺たちは大丈夫だ！」

　住人たちの先頭集団が、馬車のすぐ両脇に迫っていた。今下りれば、さすがのクレスと言えどもたちまち襲われてしまいかねない。

　彼らの手が車輪に届くかの直前、馬が激しくいななき、馬車は駆け出した。

　そうだ、それでいい。ハイエナたちは追いすがるが、全速力の馬車には追いつけない。

「ユズハ、立てるか？」

　助け起こそうと手を差し出すと、ユズハは一人で立ち上がる。

「当たり前だ。おぬしの手なぞ借りんでも、ちゃんと立ち上がれるわっ」

「なんで、こんなムチャするんだよ」

「それは余のセリフだ。余がついておらねば……危なっかしくて見ておられんぞ」

「もう無理するんじゃねぇぞ。今のお前は……」

　力が出せないのだから、と言おうとして、言葉を飲みこんだ。

「余は姫だ。たとえ力を封じられようとな……その立場を、捨てたりはせん」

　ユズハの声は、毅き然ぜんとしているようであり、どこか気弱なようでもあった。

「……そうだな。イザってときは、頼りにしてるぜ」

　言うと、ユズハは俺おれを見つめ返し、一度大きくうなずいた。

「うむ。余がついてやるのだ。どーんと大船に酔ったつもりで安心するがよい」

「酔ってどうするんだ酔って。乗ったつもり、だろ」

「むぅ……。それで、これからどうするのだ？」

　周囲を見回した。住人たちはまだ馬車を追いかけている。が、既に遠く離れている馬車に追いつくことはできなさそうだ。

　しかしここにいたら、次に狙ねらわれるのは俺たちだな。

「とりあえず隠れよう。――こっちだ」

　ユズハの手を取って、左側にある廃はい墟きよに走る。

　石材を積み上げた四階建ての大きな館は、壁の一部が崩れ、大きな穴が開いていた。そこから警戒しながら中に入る。光の文様剣を抜いて少しずつシードを送り、剣の輝きで薄暗い内部を照らした。

　住人たちは馬車を追って出払っているのか、誰だれもいない。石の柱が並ぶ広間だった。天井のところどころが崩れ落ち、瓦が礫れきとなって積み重なっている。ジメジメして、カビ臭さに混じり、何が腐ったのかもわからない、鼻をツーンとつく腐臭が漂っていた。

「こんなところに住んでるのか……」

「これでは、レンの家がちっとはマシに見える荒廃ぶりであるのぉ……」

　ユズハは両手で俺の左腕をつかみ、後ろにぴったりついてくる。

「ちっとはマシって……。とにかくいいか、俺から離れるなよ」

　そのまま慎重に進む。広間の奥にある、ちょうつがいの壊れた木扉を開けると、細い廊下が右側に伸びていた。奥には二階への階段が見える。

「……先へ進むしかないか」

　住人に見つからないよう隠れながら、スラムの外へ出る道を探さなきゃならない。

　上階から窓越しに館の中を伝っていくことはできるだろうか。

　階段を上り、二階の廊下に出ようとしたとき。

　行く手をさえぎるように、十人近くの人間が無言で見つめていた。

　ボロ切れのような服を身にまとい、伸び放題の髪を揺らしながら裸足はだしで立っている。

「よこ……せぇ……。その剣を……よこせぇ……」

　正面にいる一人が、かすれた声を出しながらふらりと近づいてきた。

「さっそく見つかっちまったか……」

　階段で後ずさりしながら階下を振り返ると、外から戻ったらしく、何人もの住人が手を床につきながらじっと獣の目で見上げていた。

「……ぅ……ぁぁ……」

　聞き取れない声で唸うなりながら、のそりのそりと這はい寄るように階段を上がってくる。

「よ、寄るんじゃねぇ！」

　板挟みになり、威い嚇かくのために大きく文様剣を振った。

　光の筋が軌跡を描き、住人たちは驚いたのか少し後ずさる。

　だが、彼らはすぐにまた忍び寄ってきた。

　ちょっとでも隙すきを見せたら、たちまち飛びかかってきそうなほど目をギラつかせて。

「ど、どうするのだ、レン」

　俺おれの背中にしがみつき、ユズハが言う。

　どうするって……こうなったら、彼らを斬きりつけながら突破するしかないのか。

　剣を持つ手が汗ばんだ。取り囲まれたとはいえ、武器も持たず、戦えそうにすらない相手を斬らなきゃならないのか……？　それも、何人も何人も。

　俺は二階と一階の廊下を交互に見る。人で埋め尽くされた一階はダメだ。二階なら人数も少なめで、突破できるかもしれない。

　俺は意を決して、剣を構えた。

「――ユズハ、走るぞ。離れるなよ」

　言うと、俺は文様剣にシードを送り、ひときわ強く輝かせる。

　住人たちが、一瞬びくりと身構える。

「いくぞおおおおっ!!」

　怒ど鳴なり声を上げ、文様剣を大きく振り上げ、俺は……

　思い切り、二階の廊下の奥へと放り投げた。

　住人たちを飛び越え、カラカラと音を立てて転がり脇わきの壁際で止まる。二階にいた住人たちが、一斉に輝く剣へと群がった。

「今だ！」

　ユズハの腕を取り、走り出す。

　群がった住人の間で、たちまち剣の奪い合いが始まっていた。

　彼らが剣に気を取られている間に、俺たちはその横を駆け抜ける。

「よし、ここまで来れば逃げられる……！」

　住人の集団から離れた直後、後方で立て続けに鈍にぶい衝突音が響いた。

「な、なんだ……？」

　思わず立ち止まって振り返る。剣に群がっていた住人たちが左右の壁に叩たたき付けられ、ぐったりと倒れ、呻うめいていた。

　廊下の薄うす闇やみの中、住人たちを吹き飛ばした者が、そこにいた。

「……しつけぇ奴だな」

　一人の黒マントが悠然と立ち、無表情に俺おれたちを見つめたまま、胸ぐらをつかんだ薄汚れた人間を放り投げる。

　黒マントは足元に転がった文様剣を、気づきもせず踏みつけた。

　もう戦える武器はない。走って逃げるしかない。

「うぅ……ぅ……」

　倒れていた住人の一人が呻きながら起き上がり、文様剣を手に入れようと這はい寄った。文様剣を踏んでいた黒マントの足を両手でつかみ、どかそうとする。

　黒マントは蹴けり上げ、住人を壁に叩たたき付けた。住人はなおも剣に向かって力なく手を伸ばす。それを攻撃と捉とらえたのか、黒マントは右腕を振り上げ、鉤かぎ爪づめの先端をまっすぐ住人の顔に向けた。

　気がついたとき、俺は走り出していた。

　黒マントの腕が振り下ろされる――。

「やめろおおぉーっ!!」

　体全体で、黒マントに体当たりした。相手の右腕をがっちりつかんで押さえる。鉤爪の先は、宙で小刻みに震えながら止まっていた。

　ゴスッと鈍にぶい音がして、黒マントが俺の腹を蹴り上げた。

　痛みと、腹から押し出すような吐き気に耐えるのが精一杯で、後ろ向きに倒れかかる。

「レン！　しっかりしろ！」

　ユズハが背後から俺を抱きかかえた。

　しかし支えきれず、ずるずると俺の体は崩れ落ち、床に尻しりもちをつく。

　文様剣は、すぐ目の前に転がっていた。しかしそこまで手を届かせることはできない。

　真正面に黒マントが立ち、相変わらずの無表情さのまま俺とユズハを見下ろし、両腕を振り上げ二つの鉤爪を向けた。

　鉤爪がきらめき、空気を切り裂く音が聞こえた――気がした。

　ヒュンという鋭い音と共に黒マントの胸元で何かが青く光り、直後、その体が跳はねて大きく後方に吹き飛ばされる。

「どうしたんだ……？」

　呆ぼう然ぜんと、廊下に倒れた黒マントを見つめた。

　だがすぐに、黒マントはふらりと起き上がる。

　俺は全身の力を振り絞って立ち、文様剣を拾い上げる。

　けど……ちくしょう、まだ腹がズキズキして、力が入らねぇな。

　黒マントが床を蹴り、黒い風のごとく飛びかかってきた。

　その瞬間、再度青い光が黒マントをはじき飛ばし、その体は後方の階段を転げ落ちた。

　――あれは、風の文様？　水の文様と火の文様を掛け合わせ、空気を操る技だ。

　階段のそばに走って見下ろす。一階の住人たちが、おそるおそる落ちてきた黒マントを見つめている。黒マントは鉤かぎ爪づめで周りを威い嚇かくしながら起き上がっていた。

　黒マントがまっすぐ見上げ、俺おれに狙ねらいをつけた。

　俺は震える手で文様剣を構える。

　だが、黒マントの注意が俺に引きつけられ、無防備になったとき。

　その隙すきを逃さず、周囲にいた階下の住人たちが、一斉に飛びかかって群がった。人の群れに飲みこまれ、たちまち黒マントの姿が見えなくなっていく。

　一瞬にして体中をむしり取られ、そのまま黒マントは起き上がってこない。

　見届けながら、俺は力が抜けたように膝ひざを床についた。

　それにしても、黒マントをはね飛ばした技。いったい誰だれが、あんな技を……？

　二階の廊下を振り返ったとき、そこに一人の男が立っていた。

　たくましい体つきに険しい目つき。着ているチョッキは薄汚れているものの、ここの住人たちよりは身なりが整っている。

　そして腕には……一本の文様剣を握っていた。



「馬車と一緒に変な連中が来てたからよ、何事かと思って下りてみたんだ」

　助けてくれた文様師の男は、俺たちを彼の部屋に案内した。

　ここは館の四階、つまり最上階である。男が住んでいるというその部屋は、人が十人は入れそうな広さだ。壁は灰色で薄汚く、床に紙くずや割れた食器などのゴミが散らばっている。それでも、階下で見た廃はい墟きよと同じ建物とは思えないほど、整然としていた。

　タンスやテーブルなどの家具は、あちこち塗装がはげ落ちているもののしっかり使えそうだし、部屋の扉もきちんと開閉し、大きく頑丈そうな鍵かぎが二つもついている。

「うーむ、これならレンの部屋とどっこいどっこいだのぉ」

「いや、俺の部屋のがまだもう少しきれいだろ」

　ともかく、これなら充分、人の住む場所だと納得できる。

　文様師の男は、自分の境遇を説明して聞かせた。

「俺は元々、街で文様師として働いていたんだ。けどログールによって文様が禁止されてな、それでも無視してたら捕まってな。採掘施設で奴隷のように働かされた。そこで何度も監視の兵士に楯突いてやったら、ある日、新しい住所に住めと言われてな。それが、この区画ってわけだ」

「ここに一人で住んでるのか？　なんか、下よりずいぶんきれいだけど……」

「このスラムでは上の階ほど住環境がいい。上は天国、下は地獄ってわけだ」

　男は窓際に立ち、外の大通りを見下ろしながら言う。

　通りでは、二人の黒マントが俺たちを捜してうろつき回っていた。

　黒マントの強さを知ったのか、住人たちもなかなか彼らに寄りつこうとしない。

「けど、他の人たちだってどうせなら天国に住みたいだろ？」

「このスラムにぶちこまれた俺おれが、どうやって生きてきたか教えてやろうか？　俺は文様師だ。文様の力で戦える。だからな、他の奴らを力でねじ伏せて這はい上がるんだよ。弱い奴らに少しずつ金と食糧を集めさせ、俺に献上させるんだ」

　力を誇示したつもりなのか、男はニヤッと笑った。

「その代わり俺はこの館を縄張りとして、住んでるハイエナどもの寝床を保証してやるわけだ。――下のハイエナだけ見て、理解した気になるな。こんなところでもな、力のある者とない者、富める者と貧しい者にわかれるんだ」

「けどさ、あんただってこんなところに住みたいわけじゃないだろ？　力があるんなら、どうしてログールに抵抗しないんだよ？」

「もちろん、今までに戦いを挑んだ者はいくらでもいるさ。そいつらのなれの果てを見たけりゃ、このスラムで暮らすんだな。弱い者を踏みつけてせせこましい縄張りで威張り腐ってる奴がいくらでもいるからな。――俺のように」

　そう言って、文様師の男は自じ嘲ちようするように笑った。

「結局な、この王都に、英雄なんざいねぇんだよ」

　最後にそう付け加えて。

「助けてくれたことは感謝するよ。――もう一つ、頼みがある。無事にスラムから出る方法を教えてくれないか？」

「急ぐこたねぇさ。ハイエナどもが寝静まるまで待つのが一番だな。スラムの入り口まで案内してやりたいが、あいにくこの館以外は縄張り外なんでな」

「時間がないんだ。急いで、水晶塔に行かなきゃなんない」

「水晶塔？　何しに行くつもりだ？」

「俺の仲間と……リヴィア女王を助けるんだ」

　男は一瞬、呆ぼう然ぜんと俺を見つめ――腹を抱えて大声で笑い出した。

「うわっはっは！　そりゃいいや。なかなかの冗談だぜ！　おめぇみたいなガキ一人行って、何ができるってんだ！　女王さまを助けるったぁ、英雄気取りか!?」

「冗談じゃねぇ、俺は本気だ！　むしろ、みんなが英雄になるべきじゃねぇか!?　自分は戦えないって思ってるから、ログールにいいようにされるんじゃねぇのかよ!?」

「弱い者がどれだけ集まっても弱い。だからこのスラムでも、ハイエナはいつまでもハイエナなんだよ！」

　男は怒ど鳴なり、壁をドンと叩たたいた。

「けど、あんただって階下の住人に一斉に襲われたら、さすがにたまらないだろ？　少なくとも、心の底では恐れてるんじゃねぇのか？」

「俺が恐れてるだぁ？　そいつは聞き捨てならねぇ冗談だな」

「……じゃあ、あれはなんなんだよ」

　俺は部屋の扉についた、やけに頑丈そうな二つの鍵かぎに目を向ける。

「…………」

　文様師の男は痛いところをつかれたのか、俺おれを睨にらみつけた。

「ちっ、嫌なガキだぜ。――スラムを出られるルートを教えてやる。とっとと失うせろ」



　文様師の男に連れられて来たのは、館の裏庭にある小さなレンガ小屋だった。

　小屋の中に一つの丸井戸があった。井戸には細いハシゴが下へ伸びている。

「地下水路を通るのか？」

　俺が聞くと、文様師の男はうなずいた。

「この下の水路は、王都で最も古く建造された水路だ。今でも急流が流れている。人が歩ける程度の狭い道幅はあるが、踏み外して水の流れに落ちたら一巻の終わりだ。西に進んで最初のハシゴを上ればスラムの外に通じてるが、一度迷ったら地上に出られるかもわからん。――そんな危険な道だが、それでも行くか？」

　井戸の中を見下ろすと、ずっと下方まで続いていて、その先は闇やみの中だ。

　クレスの傭よう兵へい団へ続く地下水路よりも、はるかに深い。

　思わずつばきを飲みこんでしまうけど、迷ってはいられない。

　幸い光の文様剣もある。剣を輝かせれば、ランプ代わりに使えるだろう。

　ユズハとうなずきあって、井戸を下りようとハシゴに手をかける。

　そのとき扉の向こうに、館の角から二人の黒マントが現れるのが見えた。

「……また来やがったか！」

　俺はハシゴから手を放し、文様剣の柄に手をかけた。

「お前らは行け。俺が引きつけてやる」

　文様師の男が言って、剣を構えた。

「奴ら、お前らを追ってるんだろ？　ここにいたら、新手が来かねん。――それにここは俺の縄張りだ。英雄にゃなれんかったがな、自分の縄張りくらい守ってやるぜ」

「す、すまない。巻きこんじまって。無理しないでくれよ」

　言って、俺は再度ハシゴに手をかけ、井戸に入った。

「けっ。おめぇらみたいなガキんために命張るわけねーだろ。――それにあいつらの鉤かぎ爪づめ、売ればずいぶん高そうだしな。手に入りゃ、ハイエナどももさぞかし喜ぶだろうよ！」

　俺は井戸の中に入ると、急いでハシゴを下った。すぐ上をユズハが下りてくる。

　直後、井戸の上から、何かが激しく吹き飛ぶ戦いの音が聞こえてきた。

　下りるほど闇は深くなる。戦いの音は薄れ、代わりに激しい水流の音が耳に響く。

　やがてハシゴが途切れた。最下部についたのだろうか。

　ゴォゴォと唸うなりのような水の流れが反響していた。肌に、ひんやりとした冷気と、飛び散る滴が当たる。暗くら闇やみの中に足を踏み入れると、そこに硬い石床があった。下りて文様剣を抜き、シードを送る。剣が光を帯び、周囲がほんのり照らし出された。

　そこは暗く大きなトンネルだった。端に一人通れる程度の足場がある。すぐ横を見下ろすと、濁流の河のような水路が流れていた。足場には手すりもなく、踏み外したらたちまち急流の中に真っ逆さまだ。

「なるほどな……こりゃ確かに、危険な道だ……」

　俺おれに続いて、ユズハがハシゴから下りた。

「うぅ、なんというおっかないところだ。おまけに暗くて寒いぞ。なんとかしろ臣民っ」

「なんとかできるんなら、俺だってしたいよ。早く先に進んで出ようぜ」

　西に進んで、最初のハシゴを上るんだよな。方角の見当はつけてある。水路の流れの、上流に向かって進めばいいはずだ。

「じゃあ、落ちないように捕まってるんだぞ」

「う……うむ」

　ユズハはこくりとうなずいて後ろに立ち、空いた俺の左手を、両手で握った。

「って、手を握るのかよ！」

「な、何を恥ずかしがっておるのだ。勘違いするでない！　ドジなおぬしが落ちるかもしれんから、こうして支えてやろうと言うのだ。ありがたくまいったか！」

「言ってることがおかしくなってるって」

　まぁでも……こんな狭い足場じゃ、どっちが先に落ちそうになるかわからないよな。

　そろりと足を踏み出し、慎重に歩き始めた。すぐ後ろでユズハが歩調を合わせる。

　二人とも、無言で進んだ。緊張のせいか、握った手が汗ばんでくる。

「…………？」

　ふいに空気の揺らぐ気配がして、足を止めた。

「……レン？　どうしたのだ？」

　俺は背後……たった今、俺たちが歩いてきた道を振り返って、文様剣を高く掲げる。

　そこに、いた。闇やみの中の影となって、一人の黒マントが立っていた。

　ここまで追ってくるのか……！　文様師の男は、無事だろうか？

　男と戦ったせいか、マントの左半分が切り裂かれ、左腕を切り落とされて失っていた。その肩口から、赤い血が細い糸となって流れ出している。

　しかし、さらさらと流れる半ば透き通ったその赤い液体は……人間の血じゃない。

　黒マントの体から流れる赤い液体は、紛れもなく『神の血ダーナ・オ・シー』。

　それが体内の血となって流れる存在を、俺は、ユズハたち棺ひつぎの姫しか知らない。

　やはりあいつら、人間じゃないのか？　何者なんだ？

　無惨な傷を負っているにもかかわらず、痛みも感じないような無表情で立っている。

「ユズハ、後ろに下がってろ」

　前に出ようとするが、この狭い足場じゃ、場所を入れ替わるのもままならない。

　黒マントの体が揺らめき……黒い風のようになってユズハに迫った。

　残った右腕に、闇の中で鉤かぎ爪づめが鋭く光る。

「くっ、間に合わない！」

　……だが次の瞬間、黒マントの動きが止まっていた。

　黒マントの動きを止めているのは、ユズハだった。

　両腕で抱えこんで黒マントの体を押さえ、足を踏ん張っている。

「ユズハ……ダメだ、離れろ……」

　ユズハは必死に黒マントを押さえながら、わずかに顔をこちらに向ける。

「おぬしなら……こうするであろう？　今のうちに……逃げるのだ、レン。こやつらの狙ねらいは……余だ……」

「お前を置いて逃げられるわけねぇだろ！」

「心配するな……。余は姫だぞ……。たとえ死んでも……魂は滅びん。だから逃げろ、レン……。ホノカ姉さまを、助けてやってくれ……」

　ユズハは悲しげに目を細めた。……泣いているのか？

「何を言ってるんだよ……」

　剣を持つ手が、全身が震えた。

　恐怖のためか、怒りのためか、悔しさのためかわからない。

「力を失った姫には……このくらいしか……してやれんのだ……」

「何ができるかなんて関係ねぇ！　俺おれは……俺は、ユズハ、お前にいてほしいんだよ！　いなくならないでほしい、それだけなんだよっ！」

　気がついたとき、体の震えは止まっていた。

　俺は文様剣を両手に握りしめ……ユズハのいるほうに向かって、駆け出した。

「ユズハ！　そいつを突き飛ばして屈かがむんだ！」

　一瞬驚いた顔をして、それからユズハは全身に体重をかけ、黒マントを押し飛ばす。左腕を失い平行感覚が鈍にぶったせいか、一瞬、黒マントの体がふらついた。

「であああああぁっ!!」

　俺は思い切りジャンプし、屈んだユズハの体を飛び越えた。

　逆手に持った文様剣をまっすぐ黒マントに向ける。

　黒マントの体に飛びかかり、奴にまたがるようにして押し倒した。

　そのまま一気に、文様剣で相手の胸を貫く。

　赤い『神の血ダーナ・オ・シー』が鮮血のように飛び散り、奴の手足がガクガクとのたうち回った。その胸部の黒い服の上に、赤く文様が浮かび上がった。それは脈打つ血管のような、禍まが々まがしさすら感じさせる奇怪な文様……。

　俺の手が張ったように震え、額から汗が流れ落ちる。

　黒マントの体が動かなくなると、俺は文様剣を引き抜き、ゆっくりと立ち上がった。

　動かなくなってもなお、その顔は目を開き、無表情に真上を見つめている。

　死んだというより、動かなくなった。

「何者なんだ……？」

　振り返ると、ユズハはへたりこむように膝ひざをついていた。その目が潤んでいる。

　俺おれは彼女のほうへ戻ろうと、歩き出した。

　直後、石床を引きずる音にハッと気づいた瞬間、硬直した黒マントの足がビクンと動いて俺の足を蹴けった。突然の不意打ちにバランスを崩し、片足が足場から滑り落ちる。

　引かれるようにして全身の体重が傾き、俺の体は急流の上に投げ出された。

　体が宙に浮いたとき、左手首をがっちり何かにつかまれた。

　ユズハが身を乗り出し、両手で俺の腕をつかんでいる。

　黒マントは再び停止し、もうぴくりとも動かない。

　俺の体は振り子のように揺れ、ぶら下がった足のすぐ下は激しい急流だ。

「ユズハ……手を放せ……。お前まで落ちちまう……」

　ユズハは既に上半身を乗り出していて、腹から下が辛かろうじて足場に乗っている状態だ。支えるものは何もない。

「レン、自分は逃げず、余には逃げろとな……。なんと自分勝手な臣民だ……」

　真まっ赤かな顔で、泣き笑いのような目で、ユズハは言った。

　ズズズと、足場の外へと彼女の体が引きずられる音。

　このままじゃ……確実に二人とも真っ逆さまだ。

「いいか、余は、ここでおぬしの手を放すくらいならな……」

　ユズハの体が少しずつ、少しずつ確実にずり落ちてくる。

「一緒に、流されてしまったほうがよっぽどマシだ」

　とうとうユズハの体は引きずり落とされ、俺たち二人の体は急流の中に飲みこまれた。

　冷たい水流が全身に叩たたき付け、泳ぐ力もむなしくゴミのように押し流される。

　必死でユズハの体を抱え、水面に顔を出して息を継いだ。

　水路は曲がり、何度も体を打ち、俺たちは暗くら闇やみの中、どこへとも知れず流されていく。





　ずいぶん長く急流に流されたのち、小さな滝のようなところを流れ落ちた。

　下は広い池のようになっていて、水流は比較的穏やかだった。ユズハの体を片手に抱え、沈まないよう必死で足を動かし、細切れに水面で息をしながら、どこか上がれる場所はないかと探し求めた。冷えた体の動きが鈍にぶくなり、ユズハを抱える腕に力も入らなくなって、何度も意識が飛びそうになった。

　最後に大きく手を伸ばしたとき、手のひらが水面上の、硬い床についた。無我夢中でぐったりしたユズハの体を上げて、続いて自分の体を引き上げる。

　手のひらに硬い感触。文様剣の柄だ。握りしめ、シードを送った。冷たく濡ぬれた剣が輝きを帯び、光となって周囲を照らし出す。……頼りになる剣だぜ。

　照らされた周囲の先は闇の中だ。どこか広い空間らしい。

　見回すと、すぐ横に引き上げられたユズハの体が仰向けに寝転がっていた。

「ユズハ！　しっかりしろ！　大丈夫か!?」

「うぅ……ん。もう飲めんぞ……ぐぅ……」

　苦しげに呻うめき、ユズハはパッと目を開けた。身を起こし、ケホッと水を吐き出す。

「ま……幻……か。腹一杯だというのに、アイスティーをたらふく飲まされる幻覚を見たぞ。もうすいーつはこりごりだ……」

　……ずいぶん食い意地張った幻覚だな。

「とにかく、ユズハも無事みたいでよかった。――ここはどこだろう」

　立ち上がって、改めて周囲を見回す。

　石の床が見える他は、闇やみに包まれた広い空間だということ以外、何もわからない。

「もう少し明るく照らせるといいんだけど」

　目を閉じ、光の文様剣にさらにシードを送ってみた。

　剣が輝きを増し……強烈な光を帯びて、周囲を白く染める。

　これじゃかえって見えづらいどころか、目に痛い。なんか調整が難しいな。

「――とにかく、歩いてみるしかないか」

　元の明るさに戻した文様剣を掲げ、水面の反対側へまっすぐ歩き出した。服がびしょ濡ぬれで全身に張りついている。水を含んだ靴がジュッジュッと鈍にぶい足音を響かせる。

「もしやここは、クレスの言っていた『聖域』ではないか？」

　ユズハの言葉に、思わず足を止めた。

「そういえば、水路を案内しながら言ってたな。地下深くに『聖域』って呼ばれる場所があって、古代の財宝が眠ってるとかなんとか」

　再び歩き出して少し進むと、足が何かを踏みつけた。大きな球状のものだ。

「なんか落ちてるぞ。……石か？」

　屈かがんで、その丸石に光を当てる。

「……って、これ、ドクロ……!?」

　頭ず蓋がい骨こつのあごから上が転がって、空洞の目を向けていていた。

「人間の死体であるな。流された人間のなれの果てやもしれんのぅ」

　相当古いのか、薄茶色に変色して、半ば崩れかかっている。

　その先に光を向けると、胴体らしく、バラバラになった人骨が散らばっていた。

「お、おい、ユズハ……見てみろ……」

　さらに先には、何人もの、いや何十人もの遺体が、床一面に放り投げられていた。

　人骨のまき散らされた中を歩きながら、見回した。大きな人骨に混じって、子供のものらしき小さな骨もある。服を着ている遺体も少なくない。もっとも、服は布地としか判別できないほど茶色く変色し、大部分が焼けてただれている。

　遺体だけではない。奥へ進むうち、元は棚か何かの家具だったらしい、砕けた木片や食器の破片などもあちこちに散乱していた。明らかに、ここで生活をした跡だ。

「流れ着いたにしちゃ妙だよな……。ん、何か持ってるぞ」

　比較的破損の少ないその遺体は、両腕に抱えた一冊の本を持っていた。

　そっと手にとって、開いてみた。紙が乾ききってパサパサした古い本で、中には手書きの文章が綴つづられている。

「空……？　光……？　……なんか、読めねぇな」

　俺おれたちが使っているものに似ている言語だが、ずいぶん違う。ところどころの単語はなんとなく読み取れるものの、文章全体の意味となるとちんぷんかんぷんだ。

「これは、古語だ。この文字は、余の時代――つまり千五百年以上前、姫が統治していた時代に使われていた言葉だぞ」

「……え、じゃあ、ここの人たちはそんなに昔に死んだのか!?」

　ユズハは本を持って、パラパラとめくり、読み始めた。

「これは日記であるな。ここにおる者たちはな――千五百年前、姫たちが暴走し世界を破滅に導いたとき、その災厄から逃れるため、この場所に隠れ住んだのだそうだ」

「なんだって？　じゃあ、ここで死んでるってことは……」

「暴走した光の姫が、星を落としたのだ。灼しやく熱ねつの突風が吹き……聖域は頑丈な壁に守られたものの、中の人間は熱と衝撃で死んだのだろう」

「星を落とした……？　ユズハは昔、その光の姫とも戦ったんだよな」

「よく、覚えておるぞ。――この王都を囲む山脈があるだろう。あれは、光の姫が星を落とした衝撃でできたのだ。まさかその後、こんな街が造られるとは思わなかったがな」

　ユズハは言ってパタンと日記を閉じ、元の位置に置いた。

「余が、もう少し早く光の姫を止められておればな……」

　うつむいた彼女の肩に、俺はそっと手を置いた。

　ユズハがいなければ、俺たちの世界だってなかったかもしれないんだよな。

「……うぅ……へっくし」

　……と、ユズハがクシャミをする。思わず噴き出しそうになった。

「何がおかしい！　ずぶ濡ぬれのままだぞっ！　なんとかしろこの腐れ臣民がっ！」

「ま、まぁ、このままじゃ俺も風邪引いちまうよな。火を起こせればいいんだけど……」

　言って、腰のベルトの小袋をまさぐった。中から、携帯用の文様描きの道具を取り出す。小さな筆に、『神の血ダーナ・オ・シー』と着色用の顔料が入った小瓶。

　小瓶の表面はさすがにずぶ濡れだけど、密閉されているから中は無事だ。

「よし、散らばっている木片を集めよう。なるべく大きいのがいい。それに炎の文様を描いて、火を起こすんだ」



　パチパチと弾はじける音を立てて燃え上がるたき火を見て、その暖かさに体を触れさせると、だいぶ心が落ち着いた。

「こ、こら！　こっちを見るでないぞこのイヤラ臣民がっ！」

　ユズハが顔を真まっ赤かにして叫ぶ。

「……どんな臣民だよ。見てねーってば」

　俺おれもユズハもずぶ濡ぬれになった服を脱いで、落ちていた干からびた毛布に体をくるんでいる。服はたき火のそばに広げて乾かしてあった。

　つまり今、俺たちは裸である。さすがに下着はつけているけど……。

　もう一つ困ったことに、毛布は、大きめのものが一つしか見つからなかったのだ。

　それでどういう状況かというと……俺とユズハは体を寄せ合うように隣に座って、一つの毛布の中にくるまっているのである。

「い、今、触ったな!?　余の体にえっちなことしようとしただろう！　そんなことしたら、はっ倒してけっ飛ばすからな！　首を洗って覚悟しろ！」

「だから、何もしてねーってば！　肘ひじがちょっと触れただけだろ!?」

「むぅ……。普段なら姫たる余がおぬしのようなちんけな臣民と体を触れあわせるなど、許さないのだぞ。今回だけだからなっ」

「わかったよ。わかってるよ……」

　言って、ふいに頭が霞かすんだようにぼんやりしてふらついた。

「どうした？　疲れておるのか？」

「朝から動き回ってたうえ、文様剣にシードを送り続けたからなぁ……」

「シードは無限ではない。よし、ゆっくり休むがいい。おぬしの若さなら、少し眠ればシードも回復するであろう。青臭いとはうらやましいものよのぉ」

「青臭くて悪かったな。でもダメだ。早くここを出ないと、リヴィア女王が……」



    

  
    
      



    

  
    
      　俺おれは倒れそうになる上半身に力を込め、必死で支えた。

「ここで力尽きては、女王を助けるどころではないぞ。クレスもおるのだ、心配するでない。おぬしは少し休め。座ったままでは寝にくかろう。横になるがいい」

　そう言うと、ユズハは俺の胸を押して床に寝かせつけた。

　そして、くるまっていた毛布をバサリと俺の体にかぶせる。

　毛布の中から現れた彼女の体が一瞬見えて、慌あわてて目を背けた。

「ゆ、ユズハは……寒くないのか？」

「たき火があるから心配はいらん。ほれ、もう少し火を大きくしようではないか」

　ユズハが手元の木片を投げこむと、たき火がいっそう高く燃え上がった。

「おぬしはぶつぶつ言っとらんと眠れ。余が手伝ってやるぞ」

　ユズハは俺の頭を両手で抱え、正座した彼女の太ももに乗せた。

「え、な、ちょっと……」

「今回だけだぞ。調子こくでないぞ」

　慌てて見上げようにも、上に目を向ければたちまち炎に照らされたユズハの体が見えて、どうにも動けない。横になったまま、ただ心臓だけがドキドキ鳴っている。

「……あれ？　ユズハ。なんなんだ？　この文様は」

　ユズハの太ももに、うっすらと赤く、渦巻き模様が浮かび上がっている。

　彼女の棺ひつぎに描かれている古代文様の一部だ。前からこんなのあったっけ？

「それか。どうやら、余の力を封じられたために、浮かび上がってきたようだな。このままではいずれ、人間の姿が消え、余は永遠に棺の姿に戻ってしまうだろう……」

「お、おい、それじゃあ……」

「心配するな。まだまだ先の話だ。それまでにオサレ黒マントどもをとっちめてやればよい。余の封じられた力が戻り、おぬしのシードを得られるようになれば元に戻る」

「そ、そうか……。カルマーや皇帝をぶっ飛ばしてやればいいんだな」

　それを聞いて少し安心した。容易な敵じゃないが、負けるつもりなんかないからな。

　そして疲れのせいか、ユズハの太ももの柔らかさのせいか、すぐに睡魔が押し寄せて……俺のまぶたが、自然と閉じられた。



　夢を見たか見ないかわからないような短い眠りののち、俺はハッと目を覚ました。

　目が覚めたとき、ユズハはずっと俺の頭を支えてくれていたらしい。

「――俺、いったいどれだけ寝てたんだ!?」

「大した時間じゃないぞ。三十分かそこらだ。どうだ、頭がスッキリしただろう」

「そ、そうか。……脳みそが軽くなった気がするよ。あとなんか、腹も減ったな」

「残念ながら、食いもんはないのぅ」

「ま、それはガマンするしかないか」

「どうだレン。おぬしも昼寝とおやつの偉大さを思い知っただろう!?」

「ま、まぁな。そろそろ、服も乾いたかな」

　ユズハの体を見ないように体を起こし、広げてある服を手に取る。まだ湿ってはいるけど、充分着られそうだ。二人で背を向けながら、ようやく服を着た。

　着終わって、これからどうしようかと周りを見た。

「あれ？　あそこの壁になんか描かれてないか？」

　ユズハがたき火を燃えさからせたおかげで、今はさっきよりも遠くまで見渡せる。炎の向こうに、照り返された壁がうっすらと見えた。

　近づいて、光の剣を掲げる。そこに描かれていたのは、いくつもの渦巻く模様。重なり合いながら規則正しく並んだ渦巻きに、つる草のような線が絡みついている。

　壁に赤く描かれたその線が描き出すものは、まさに文様だった。点在する渦巻きを、何本もの平行線がつなぐ。曲がりくねった模様の羅列なのに、理路整然とした印象がある。

　それは現在俺おれたちが使っている文様の形とはまったく違う。ユズハたち姫の棺ひつぎに描かれているものと同じ、古代文様と呼ばれる種類のものだ。

　文様の中心に小さな壁画が描かれていた。文様の効果が描き表されているようだ。

　それは……街の上空に、星空から落ちてくる球体。

　これは、さっきユズハが言っていた、光の姫によって落とされた星のことだろうか。

　そして地上から一本の巨大な槍やりが放たれ、星を貫いていた。

　壁画の下に、古代の文字で短い文章が書かれている。

「ユズハ、あれ読めるか？」

「『星を貫きし魔槍、ゲイボルグ』。――そう書いてあるぞ」

「星を貫き……。古代の人は、落とされる星を撃って破壊しようとしたのかな。……けど、結局星は落とされちまったんだろ？　魔槍ってのは撃てなかったのか？」

「あそこを見てみよ。文様の一部が消えておる」

　彼女を指さす部分を見上げると、消されたのか、文様の一部がぽっかり空いていた。

「……いや、消されたんじゃないな。あれは、まだ描かれていないんだ」

　文様の意味は読み解けなくても、文様師の修業をする者として、その感覚はわかる。

　ここに描かれた巨大な文様は、まだ未完成なのだ。

　壁の手前にはさび付いたハシゴが倒れている。近くには、倒れて中が空になったバケツが、放り出されたように転がっていた。

「たぶんこれは……文様を完成させる前に、ここにいた人たちは死んじまったんだ。文様の完成より早く、星は落とされたんだ」

　振り返り、たき火の炎に照らされた、闇やみの中に眠る何人もの遺体を見回す。

「なぁ、ユズハ。俺さ、街の人たちは闘ってないんだって思ってた。だからログールにいいようにされてるんだって思ってたんだ。――でも、そうじゃないんだよな。ここに来てはっきりわかったよ。みんな、闘ってたんだ。ずっと昔から、な」

　それから、もう一度壁の文様に向かい合った。

「文様を完成させたら、どうなるのかな」

「この文様を発動させようというのか？」

「もしもって思っただけだよ。何か突破口があるかもって。もし聖域が蘇よみがえれば、どこかに出口が開くかもって。――でも無理だよな。俺おれに、古代文様は描けないよ」

　俺には、古代文様の装飾に隠された意味を読み解くことはできない。だから、最後に残された空白にどんな文様を描きこめばいいのかを知り、完成させることもできない。

　現代に生きる俺には、遠い昔の人間の意志なんて継ぐことはできないのだ。

「余が、古代文様のなんたるかを教えてやってもいいぞ」

　ふと、ユズハが口を開いた。

「……え？」

「だから、おぬしが古代文様を理解し、描けるように特訓してやろうというのだ」

「ユズハ、古代文様なんかわかるのか？」

「忘れるでない。文様とすなわち姫の言葉。文様の技とはそもそも、姫が人間に与えた技術であるのだぞ」

「そ、そうか。言われてみれば、そうだよな……」

「この文様はどうやら、魔ま槍そうとやらがある場所へ続いておるらしいのぅ」

　文様を眺めながら考えた。このまま何もしなければ、ただのたれ死ぬだけだろう。

　俺はユズハに向き直り、うなずいてみせた。

「――やって、みるか」

　それから俺は、さっそく文様描きの塗料を準備した。さっき火を起こす文様を描いたのと同じように、容器に入った『神の血ダーナ・オ・シー』と顔料を混ぜ合わせる。

『神の血』は、それだけではさらさらして固着性が弱く、物体に塗っても流れ落ちてしまう。顔料を混ぜるのは、色だけでなく、固着できるようにする理由もあるのだ。

「よし、塗料は完成したぞ。ユズハ、古代文様の教授を頼む」

「うむ。余は厳しいからの。ビシバシいくぞ」

「……お手柔らかに頼むよ」

　倒れていたハシゴを立てかけ、壁の文様の空白に向かい合った。



　それからどれくらい時間が経っただろうか。短い時間のような気もするし、ずいぶん長い時間にも思える。

「ふむ。へたくそな文様だが、初めてにしてはまぁまぁだな。一応褒めてやるぞ」

　ユズハは俺が描いた古代文様を見上げながら言った。

「一応かよ。……まぁ俺も、描くだけで精一杯だったけどな」

　壁面に描かれた文様の一部だけが、妙に線がヨレヨレでちょっと情けなく見える。もちろんそこが、俺の描き足した部分だ。

　塗料はもう一滴も残っていない。俺が持っていた『神の血ダーナ・オ・シー』も顔料も、すっかり使い切ってしまった。

　とはいえ、これで文様は完成した。

「あとはシードを送れば……この文様の力が発動するんだよな」

　一度深呼吸して壁の前に歩き、右手を文様の上に重ねた。

　目を閉じ、頭に思い浮かべる。

　星をも打ち落とす、力強い光の槍やりを。圧倒的な力に立ち向かう、人々の思いを。

　そのイメージはシードとなり、俺おれの右腕を伝って、文様に流れこんだ。

　壁面で、巨大な古代文様が赤く輝き始める。

　そして次の瞬間、変化は起きた。沈黙していた聖域が生き返ったかのように、上下左右の壁面や天井いっぱいに、古代文様の姿が浮かび上がったのだ。

「す、すげぇな……！」

　空間が赤い輝きに照らし出される。そこは、王城の敷地ほども広い部屋だった。

　ズザザァ……と激しい水流の音が響いてくる。最初に打ち上げられた水辺からだ。

　水際に向かうと、部屋の一角が四角い大きな池になっていた。壁の上部に穴が空いて、細い滝が流れている。俺たちはあの滝を流れ落ち、この聖域にたどり着いたのだろう。

　さっきは穏やかだった水面が激しく渦を巻き、みるみる水位が下がっていく。

　壁から流れていた滝も、枯れたように止まってしまった。

「何が起きてるんだ……？」

　池の水が引くに連れて、底へ続く階段が現れる。やがて水底が見えた。

　水底の先、奥の壁の下に、文様の描かれた小さな四角い扉がある。

　滝のあった穴は高い場所で、とても登れそうにない。

　となると進めそうな道はただ一つだ。扉の前に立って手を触れ、シードを送る。

　文様が柔らかく輝き、音もなく扉が開いた。小さな四角いトンネルが続いている。

「この先に、何かがあるのか？」

　導かれる思いで、俺たちはそのトンネルをくぐった。

　トンネルの壁も床も天井も、大理石のように真っ平らな石材で囲まれていた。

　そこには全面に古代文様が描きこまれ、淡く光りながら細い通路を照らしている。

　長い一本道の通路を、俺とユズハは無言のまま歩き続けた。

　やがて四角い出口が見えてくる。

　そこを抜けた瞬間、たちまち広い場所に出た。

　見上げると、先が霞かすむほど高い吹き抜けの空間。円形の壁に囲まれ、中央には細長く渦巻き貝のような柱が立っている。柱には、聖域から続く一連の文様が赤く輝いていた。

　そして何より……壁面を覆う、透き通るような蒼あおに見覚えがあった。

　その色はまさに、王都で見上げた水晶塔と同じものだ。

　俺たちは今、水晶塔の中へとたどり着いたのか？



    

  
    
      
　四章　姫の想い



「ここ、本当に水晶塔なのか？　なんで聖域が水晶塔に続いてるんだ？」

　水晶塔の内部とおぼしき空間は、しんと静まり返っている。塔には王室があってたくさんの人がいるはずなのだが、彼らの気配は微み塵じんも感じられない。

　水晶がきらめいて、ランプも見当たらないのに、光が充満するように明るかった。

　見上げると周囲の壁に回廊が巡っていて、らせん状にずっと高い階まで伸びている。

　閉ざされた空間の中で、まるで時間が止まったようだ。

「もしかしてここは……水晶塔の中心部じゃないか？」

　前にクレスに見せてもらった、水晶塔の構造図を思い出す。塔の中心はぽっかり空いていて、そこは光の姫が過ごす空間になっているんだとか。

　見回すと、中央のねじれた柱の陰で動かない人の姿があった。

「……リヴィア女王!?」

　駆け寄ると、彼女は柱にもたれかかって顔を伏せていた。長い髪が垂れ落ち、床につきそうになっている。白いドレスのあちこちに裂け目ができて、血が染みていた。

「大丈夫ですか!?　あちこちケガしてる……」

　彼女の肩をつかんで、軽く揺すった。

「あぁ、あなた方は……」

　リヴィア女王は頭を上げて、少しホッとしたような、弱々しい目を俺おれに向けた。

「水晶塔に連行されたわたしを、ザイクスさんが助けてくださったのです。牢ろうの前で、取り囲む兵たちに斬きりこんで……。わたしはホノカ姫さまと共に脱出を試みましたが、見つかってしまいました。ホノカ姫さまはわたしを逃そうと、自らおとりになられて……」

「捕まっちまったのか……。やはりここは、水晶塔だったんですね」

「残されたわたしは、この姫の間の地下にあると言い伝えられる、聖域につながる隠し通路から脱出しようとしたのですが……どうしても見つけられず、力尽きてしまいました」

　思わずユズハと顔を見合わせた。その隠し通路って……。

「たぶん、俺たちが今歩いてきたのが、その隠し通路だと思います」

「隠し通路を歩いてきた……のですか？」

　リヴィア女王に、俺たちがここまでやって来た経緯を説明した。スラムの水路に落ち、流された先の聖域で文様の力を発動させ、開かれた通路をたどって来たことを。

「そうでしたか……。しかしそれでは、聖域に向かっても外へ脱出できないのですね」

　リヴィア女王は見上げて文様の輝く柱を目にすると、息を呑のんだ。

「ゲイボルグが……作動している……？」

「聖域の壁に文様があって、魔ま槍そうゲイボルグがどうのって。魔槍ってなんなんですか？」

「水晶塔は、古代に光の姫がお造りになった偉大なる魔槍、ゲイボルグなのです」

「この塔全体が、魔槍ってことですか……？」

「そうです。それはかつて、姫の王国を守る槍やりでした。光の姫と直結し、強大な力を持つ兵器でした。そして姫の王国が滅び、光の姫が死の眠りにつくと同時に、魔槍も機能を停止しました。のちの時代になって、残された水晶塔に王室が造られたのです」

「王国を守る兵器って……。なんか光の姫って、すげぇ人っていうか、姫だな……」

「光の姫は、姫たち姉妹の中でも、とりわけ責任感の強い性格だったからのぅ……」

「ですが千年前に光の姫が目覚められると同時に、魔槍の機能も蘇よみがえってしまいました。光の姫は、強大な兵器が人の世に残ってしまったことを、嘆いておられました。そこで魔槍が世界を破滅に導くことのないよう、その存在を隠すことを決意されたのです。陰の女王となって、魔槍が何者の手にも落ちないよう、自らこの国を守り続けたのです。聖域を地下深く隠したのも、魔槍の存在を知られぬためでしょう」

　それが、俺おれが文様にシードを送ったために動き出したってことか。

「もしかして、その魔槍で暴走した光の姫を止めることはできませんか!?」

　ユズハの力が封じられている今、なんとかして皇帝に操られた光の姫と戦う方法を考えなければならない。魔槍ゲイボルグの力があれば、もしかしたら……。

　しかし、リヴィア女王は首を横に振った。

「ですが水晶塔は既にログール軍に制圧されています。ゲイボルグの制御室に近づくこともままなりません。ゲイボルグは元々、王国の外にいる敵を撃つための長距離兵器。既に王都に入りこんだ敵と戦えるものではありません」

　そうか……。あくまで俺たちの敵は光の姫じゃなく、ログール皇帝だもんな。

「もう……わたしたちに残された道は、ないようですね……。ログール兵もゲイボルグの変化に気づいて、すぐにこの場所を見つけてしまうでしょう」

「そのとおり」

　ハッと見上げたとき、回廊に何人もの人影があって、俺たちを見下ろしていた。

　全身をすっぽり覆う黒マントを着て直立した集団。

「逃げようとしてもそうはいきませんぞ、リヴィア女王。そして死の姫」

　黒マントたちの中央で、獲物を追い詰めた豹のような顔でカルマーが言った。

　けっ。俺のことは無視かよ。





　東の空が薄暗かった。時間は既に夕刻らしい。

　空を覆っていた雲はさらに厚さを増し、重くたれこめていた。

　水晶塔の上空では巨大な光の鳥が旋回し、甲かん高だかい声を苦しげに上げている。

　その真下、水晶塔の屋上広場に、俺は立っていた。――いや、立たされていた。

　蒼あおくツルツルした床の一面に、複雑な文様が描き巡らされている。星々を表す光のシンボルが一面に広がっていた。広場の両りよう脇わきには、儀式用らしく青と黄色の派手な装そう飾しよく鎧よろいを着た、十人ほどのログール兵士が整列している。

　そんな広場の端で、俺おれとザイクスは鉄の杭くいに鎖で縛りつけられていた。

「こんな形で再会とはね」

　体のあちこちに傷を作りながら、いつもどおりの軽い口調でザイクスは言った。

　楽観しているのか、それとも諦あきらめているのか。

　広場の中央には、ひときわ高く打ち立てられた、物々しい装飾が施された鉄の杭に、リヴィア女王が縛りつけられていた。俺の位置からは後ろ姿しか見ることができない。

　そしてリヴィア女王の正面で彼女に向かい合うようにして……一人の男が立っていた。

　ベージュのコートに身を包み、メガネの奥から細い目で見つめている。

　ノイド。俺の兄貴だ。

　すぐ隣に、シスター服を着た命の姫が立って、嫌なほほ笑みを浮かべていた。

　彼ら二人より少し後ろに、ひょろりと背の高い老人が立っている。濃緑色の、肩からつま先まで覆うガウンのような服。頭ははげ上がり、顔中にシワが浮かんでいる。にもかかわらず、背筋はまっすぐピンと張っていた。

　その手に一本の剣があった。床に突き立て、柄の上に両手を重ねている。

　剣の刃がまばゆく輝いていた。光の文様剣の輝きよりも、はるかに強い。

　――あれは、光の姫の楔くさびか。

　皇帝の背後、広場を挟んで俺たちの反対側に、姫であるユズハとホノカが並んで十字型の杭に磔はりつけにされていた。まるで儀式の生いけ贄にえのように。

「うぬっ！　放せ、放さんかこらっ！」

　ユズハは叫びながらジタバタもがく。

　一方、ホノカは辛つらそうな顔で黙りこんでいた。自分が捕まったことが辛いのでなく、俺たちが捕まっているのが辛い。そんな表情だ。

「おい兄貴！　ログール皇帝なんかに仕えてどうしようってんだ！」

　ノイドは指先でメガネの位置をくいと直し、口の端に笑みを浮かべる。

「私の理想は、前にも言ったはずだ。私は姫の棺ひつぎの力を使い、皇帝陛下のお望みになる世界を実現するお手伝いをしているのだ」

「その結果がこれか!?　皇帝さまのためなら、人の命をぶっ壊してもいいってのかよ！」

「――私が創ろうというのは、誰だれもが永遠の命を得られる、争いも憎しみもない世界だ。それに反逆するお前たちこそ破壊者ではないのかね？」

「人が永遠に生きられるなんて、あるわけねぇだろ。……兄貴、お前は本当は、もう人間なんか誰も信じちゃいないんじゃねぇのか？　だから、あんなに憎んでたログールとだって、平気で手を組めるんじゃねぇのかよ!?」

　ノイドは答えず、近くの兵士を呼んだ。

「黙らせろ」

　兵士が歩いてきて、一発、俺おれのほおを殴った。

　口の中が切れて血が滲にじむ。痛ってぇなぁ……。

　ノイドは皇帝のほうを向くと、うやうやしくおじぎをした。

「では皇帝陛下。ただ今から処刑を始めます」

　皇帝は小さく首を動かし、うなずいた。――ように見えた。

　ノイドが床に手をつき、シードを送る。広場中に描かれていた文様が赤く輝き始めた。

　水晶塔の上空、旋回する光の姫の下で、血に汚れたリヴィア女王の姿が浮かび上がる。

「な、何をするつもりなんだ……？」

　俺は巨大な幻影を見上げた。

　ザイクスが同じように見上げながら言う。

「ここは、皇帝が大演説をおこなった場所なのさ。文様の力で、広場の中央にあるものの姿や音声を、幻影として浮かび上がらせることができるんだ」

「けどよ、なんのためにわざわざリヴィア女王の姿を……？」

「それは……ボクの口から言う気にはならないね」

　ログール兵の中から一人、顔に覆面をして、弓を担いだ兵士が進み出る。

　リヴィア女王の正面に立ち、弓矢を構えた。

「まさか、女王の処刑を王都中に見せつけようってのかよ！」

　ノイドは儀式開始の合図か、鈍にぶく銀色に光る右腕を天に向けて掲げる。

「これよりフィアナ王国リヴィア女王の処刑を開始する！」

　その声が、幻影発生装置を伝って、王都中に響き渡った。

　塔の上から遠く街並みを見下ろすと、点々と、街の人たちが立ち止まっているのが小さく見えた。きっと不安げに、処刑される女王の姿を見上げているのだろう。

「狙ねらえ！」

　覆面の処刑人が、長い矢の先端を女王に向ける。

　リヴィア女王は運命を受け入れるように、静かに立っていた。

「放……」

　ノイドが右腕をまっすぐ前に突き出そうとしたとき。

　上空の雲が突然ゴロゴロと雷鳴を轟とどろかせ、大きく渦を巻いた。

　直後、硬い氷の粒が降り注ぎ、屋上広場に叩たたき付ける。衝撃が走り、浮かび上がっていた女王の幻影が揺らめいて消えた。

　光の鳥が大きく羽ばたき、威い嚇かくするように甲かん高だかい声で鳴いた。

　雲を切り裂き、射しこむ夕ゆう陽ひの陽ひ射ざしを浴びながら、巨大な透き通る膜が舞い下りる。それはオーロラでできたスカートとなって虹にじ色いろに輝き、下に向かってクラゲのように長い触手状の足が伸びている。

　そして雲の中から現れた上半身は、クラゲ形のスカートにちょこんと乗った、ほっそりした女性の姿。透き通る蒼あおい肌と珊さん瑚ごのような髪。

「なんだ……あれは……？」

　俺おれは呆ぼう然ぜんと口を開け、美しく巨大な女性形のクラゲを見つめる。

　その場にいたログール兵たちも、ノイドも、引きつった表情で見上げていた。

　命の姫は憎々しげな目をし、一方のホノカとユズハは、顔に一面の笑顔を浮かべた。

「見よ！　あれが水の姫、マナナーンであるぞ！」

　ということは、コーフィーが目覚めさせることに成功したんだな！

　ユズハが叫ぶと同時に、水の姫の触手がするすると空を駆けめぐり、光の鳥に絡みつく。負けじと巨鳥は大きく羽ばたき、鞭むちのようにしなる光の筋で水の姫を打った。

　そのまま両者は拮きつ抗こうしたように、巨大な力と力が押し合う。

　……ふいに、俺の体が軽くなった。振り返ると、杭くいに縛りつけていた鎖が切れている。

　クレスがそこに屈かがんでいた。手にした短剣で鎖を切ってくれたのだ。屋上広場の端の壁に、鉤かぎ爪づめのついたロープが引っかかっている。そこから上がってきたらしい。

「クレス……。――ここまで来られるなんて、すげぇな」

「暗殺計画のおかげで水晶塔の構造は把握済みだからな。コーフィーに合図をして、目覚めた水の姫の楔くさびを抜いてもらい、敵の目を引きつけてもらったのだ」

　クレスはポケットから、点滅する文様光石がはめ込まれた小型の筒を出して見せた。海賊の島へ行ったときに見た、遠くへ言葉を伝える航海信号。それを使う道具らしい。

「これはラ・シェーヌが貸してくれた。それと……レン、キミの文様剣だ」

　クレスは背負っていた文様剣を渡すと、すぐさま隣に走りザイクスの鎖を切った。

　スッと紙のように軽く鉄の鎖が切れる。さすが、鋼よりも硬いっていう短剣だな。

「ザイクス。お前の短剣だ」

　クレスは言って、彼女の短剣の一本を手渡そうとする。

「どうしてボクを助ける？　ボクは、姉さんと共に戦うつもりはないさ」

「なら、なおさら武器を持ってくれ。丸腰では、わたしはお前を助けなければならない」

　フッとザイクスは苦笑すると、クレスの短剣を手にした。

「わたしとザイクスで兵士たちを引きつける。レンは女王を頼む」

　言うと、クレスとザイクスはそれぞれ、両りよう脇わきの兵士の列に向かって走り出した。

「死刑囚が逃げたぞ！」

　整列していたログール兵が気づき、一斉にサーベルを抜いた。

　女王の正面にいた処刑人が、慌あわてて彼女に矢を向ける。――が、放つ間もなく、その弓幹がすっぱりと切り落とされた。短剣をきらめかせながら兵士のすぐ横に着地したクレスは、そのまま処刑人の後頭部に回まわし蹴げりを食らわせる。

　処刑人の体が前のめりに倒れると同時に、俺はリヴィア女王の背後に走った。

　文様剣を振り上げ、彼女を縛る鎖に叩たたき付ける。キーンと金属音を響かせながら、二度、三度。ちくしょう、俺の文様剣じゃ、なかなか割れねぇ。

　すぐ両りよう脇わきでは、クレスとザイクスがログール兵を相手に軽やかに舞い、次々に倒していた。兵士たちは気を失い、口から泡を吹いて倒れていく。

　クレスは最後の兵士のサーベルを叩たたき割り、そのあごに強烈な蹴けりを食らわせる。

　そのまま彼女は正面に進み、残る三人――ノイドと命の姫、そして皇帝に向かい合う。

「皇帝！　これで終わりだ！　覚悟しろ！」

　ノイドは厳しい顔で睨にらみつけていたが、ふいに余裕めいた笑みを浮かべた。

「せっかく女王と一緒に処刑される栄誉を与えてやろうと思ったのだがな」

　ノイドが指を鳴らすと、俺おれたちの背後にある階段の下から何人もの足音が上ってきた。

　階段の中から、一人の男が現れる。続いて、彼に付き従って屋上広場に現れた、二十人近くの黒い姿。俺たちを挟むように、ノイドが立つ反対側に整列する。

　カルマーと黒マントが、まるで黒い柵さくのように悠然と立ち並んだ。

「兄貴！　この男に裏切られたんじゃねぇのか!?　よくそんな奴と手を組めるな！」

　ノイドに向かって叫んでやると、彼は、わずかに苦にがそうな顔をした。

「そのことを知ったのか。だがな、そんなことは過去のことだ。今この男は、私の元で忠実に働いてくれているのだよ。――カルマー、この場はお前の好きにしろ！」

「……御意」

　カルマーは小さく頭を下げ、それからクレスとザイクスを交互に見た。

「敵にしておくにはもったいない動きだ。――今から思えば、幼少の貴様らを飼い慣らしておけば、素晴らしい殺人兵器に仕立て上げられたのだがな。惜しいことをした」

　クレスの目がわずかに険しくなる。

「……どういう意味だ？」

「八年前、貴様らの両親を暗殺したのは――この私なのだよ。よく覚えている。あれが若き日の私にとって、入隊して初めての大仕事だったのだからな！」

　カルマーは誇らしげに笑い声を上げた。

　クレスの腕がわずかに震え、瞳ひとみに憎しみが宿る。

「き……、貴様ああぁっ!!」

「ダメだ、姉さん！　挑発だ！」

　ザイクスが叫ぶにもかかわらず、クレスは短剣を突き出し、カルマーに向かって走り出した。俺とリヴィア女王の横を駆け抜け、我を忘れたように一直線に突撃する。

　彼女がカルマーに迫った瞬間、彼の姿が一瞬消えた。

　立ち止まったクレスの背後に現れ、一瞬にしてその肩をつかみ、腕をねじり上げる。

「く……」

　クレスは動きを封じられ、ザイクスも手を出せず硬直している。

　俺は、リヴィア女王の鎖を叩き割ろうと文様剣を打ち続けた。

「どうかわたしに構わず、早くお逃げください」

　縛られ、背を向けたまま、リヴィア女王は言った。

「そんなわけには、いかないですよっ！」

「……どうしてあなた方は、それほどまでに立ち向かおうとするのですか？」

「俺おれだけじゃない。クレスやザイクスだけじゃない。俺は、わかったんです。誰だれも、みんな、闘ってたんだ。王都にいる全員が。今、このときだって」

　言いながら、さらに何度も鎖を打つ。

　もう、鎖には何本もヒビが入っていた。……あと少しで切れそうだ。

「あなたは、シードを使えるのでしたね。――一つお願いがあります。この広場の文様に、シードを送ってください。もう一度、わたしの姿を幻影として投影することができます」

「で、でも、もうすぐ鎖が……」

「お願いします、早く！」

　言われるまま屈かがんで床の文様に手をつき、シードを送る。文様がほんのり輝き出した。

「ありがとう。――禁を破る女王を、どうか許してください」

　禁を破る……？

　陽ひの暮れかかった水晶塔の上空に、縛られた女王の姿が浮かび上がる。光の姫と水の姫の力が拮きつ抗こうするその下で、弾はじける光と氷の粒が降り注ぎ、キラキラと輝いていた。

　何をするつもりかと、ノイドやカルマーはけげんな目で女王の幻影を見上げた。

　注意がそれた隙すきをつき、クレスはカルマーの腕を振り払い、後方へ飛び退のいて構える。

『皆さん……皆さん、聞こえますか。わたしはフィアナ王国の女王、リヴィアです』

　彼女の声が、暮れかかった王都の空に響き渡った。

　女王の視線はノイドや皇帝を貫き――その向こうに広がる街並みへと注がれていた。

『今、わたしたちは危機に瀕ひんしています。大地が、奪い取られようとしています』

　そうか、リヴィア女王は前に言ってたな。影武者たる彼女は、光の姫の言葉を伝える以外、女王として発言することは固く禁じられているって……。

　その禁を、破ろうっていうのか!?

「やめさせろ！」

　女王の目的に気づいたらしく、ノイドが叫んだ。

『……ですが、皆さん、決して諦あきらめないでください。希望を捨てないでください』

　黒マントの一人が大きくジャンプし、黒い風となって女王に迫る。瞬時に彼女の真横に立つと、鉤かぎ爪づめの腕を振り上げた。

「そうはいくかっ！」

　俺は立ち上がり文様剣を振った。剣に弾かれ、鉤爪の軌道がそれる。

　鉤爪の先がリヴィア女王の肩をかすり、呻うめき声と共に、三本の大きな赤い傷がついた。

　攻撃をじゃまされた黒マントは、無表情なまま怒ったように俺の腹を蹴けり飛ばす。

　黒マントは再び女王に狙ねらいをつけ、さらにもう一人の黒マントが反対側に迫っていた。

　女王の両りよう脇わきに、二つの鉤爪が一斉に振り下ろされる。

　次の瞬間、黒マントの動きが止まった。

　女王の両りよう脇わきに割りこんで、ザイクスとクレスが鉤かぎ爪づめを受け止めたのだ。

「いつまでもキミたちに、ボクらの言葉を封じさせはしない」

　ザイクスは黒マントを睨にらみつけ、それからクレスの目を見た。

「姉さんは手助けしないでくれ。ボク一人で戦えるさ」

「さぁどうした!?　お前たちが憎んでいるのは、この私だろう!?」

　カルマーが挑発するように叫んだ。

　だが、クレスはその場から動かず、ザイクスの目を見返した。

「何を守るべきか、わたしは今、気づかされたのだ。大切なのは復ふく讐しゆうなどでなく……」

「わたしの命なら気になさらないで。禁を破った以上、守られる理由はありません」

　女王はクレスの言葉をさえぎるように言う。

「リヴィア女王。我々が守るのは、失礼ながらあなたの命ではない。国の命でもない」

　けげんな表情の女王に、クレスは続けて言った。

「あなたの言葉だ。それは、王都で生きる者たちの声だ」

　そしてクレスは短剣を一いつ閃せんさせ、黒マントをはじき、縛る鎖から女王を解き放った。

　リヴィア女王はクレスを見つめてうなずき、再び王都の街並みへと向く。

　解放された両腕を広げ、さらに強く、声を張り上げた。

『皆さん！　大きな圧力に負けず、声を上げてください。自らの存在を示してください。それは、怒りでも憎しみでもありません。皆が生きている、その証なのです！』

　何人もの黒マントが、一斉にリヴィア女王に向かって飛びかかってきた。

「来たみたいだよ、姉さん。――仕方ないね、今回くらいは、力を合わせようか」

「あぁ。こうして二人で共に戦うのは、何年ぶりだろうな」

　クレスとザイクスの腕の先で、二つの短剣が光を反射した。

　それは軌跡を描き、迫る黒マントたちの鉤爪を次々に叩たたき落とす。

「――すげぇな」

　入りこむ隙すきも見えないほどの二人の戦いぶりを前に、思わず声が漏れた。

　クレスの短剣をかわし、ふらついた黒マントの背に、ザイクスの短剣が突き刺さる。

　そのザイクスを狙ねらう黒マントの腕を、クレスの短剣が貫く。

　どちらも一人ずつでも強いのに、二人が息を合わせた姿は、その何倍もの強さに膨れあがっているようだ。倍の強さなんてもんじゃない。疾しつ風ぷうのごとく動く闘士が、三人も五人もいるように思えるほどだ。

　一人、また一人と黒マントが床に倒れていく。

「死ねえええぇっ!!」

　業を煮やしたカルマーが、隙をついてリヴィア女王に向かって飛び上がった。

　頭上高くから、両手の鉤爪が女王の頭部を狙う。

　――あの勢いじゃ、受け止めきれない！

　俺おれはリヴィア女王の前に駆け寄り、下降するカルマーに文様剣を向け、一気にシードを送った。剣が輝き、それでもなおシードを供給し続けて力を強める。

　周囲が一瞬強い光に包まれ、白く染め上げられた。

　カルマーは目を細めて軌道を逸そらせ、俺おれとリヴィア女王の間に下り立った。

「目くらましとは、なかなか面白いことをするじゃないか」

　カルマーは光の中で禍まが々まがしい笑みを浮かべる。

「――ノイド・リーンバートの弟め……」

　俺を睨にらみつけるその顔に、途方もない憎悪の感情が宿っていた。

　……憎んでる？　俺を？　いや、ノイドを……？

　戸惑ってシードが途切れ、急速に薄れゆく光の中、カルマーは鉤かぎ爪づめを振り上げる。

　その瞬間、彼は凝固した。目を大きく見開き、震えながら口を開ける。

「が……ぁ……、なぜ……だ……」

　カルマーの胸部を、前後からクレスとザイクスの短剣がそれぞれ貫いていた。

「光に紛れていたのさ」

　ザイクスがニヤリと笑った。

「お前には、闇やみの中しか見ることができなかったようだな」

　クレスが言い、二人は同時に短剣を引き抜いた。

　カルマーの胸の前後から赤い血が噴き出し、その体が半回転しながら仰向けに倒れる。

「これは……」

　カルマーの体から流れる血も、黒マントと同じく『神の血ダーナ・オ・シー』だ。

　体中に、血管のように曲がりくねって張り巡らされた、真しん紅くの文様が浮かび上がる。

　陽ひが沈み急速に暗さが増す空の下、リヴィア女王は最後の言葉を、遠く山脈のふもとまでも響き渡らせた。

『どうか皆さん！　聞かせてください、あなた方の声を！　何者にも封じられることのない、生きる者の言葉を！』

　言い終わると同時に文様の効果が切れ、女王の姿は上空から消えた。

　カルマーまでも倒され、ノイドは奥歯を噛かみしめて睨みつけている。

　天才文様師と言われたノイドと言えど、ザイクスとクレスを同時に相手にしては分が悪いだろう。……もちろん、俺だっているしな。

「さぁ、どうするんだ、兄貴!?　まずはユズハとホノカを放せ！」

　続いてクレスが、ノイドの後ろに立つ皇帝に向けて短剣を向けた。

「ログール皇帝！　今すぐ併合宣言を撤回しろ！　さもなくば……斬きる!!」

「くっ」

　ノイドは引きつったような声を出し……

「くははははははは！」

　突然、高らかに笑い出した。

「なっ、何がおかしいっ!?　それが答えか！」

　クレスは叫んで、皇帝に向かって駆け出した。

　だが次の瞬間、クレスは足を止めた。

　俺おれもザイクスもリヴィア女王も、そして皇帝の後方で捕らえられたユズハとホノカですら信じられない顔で、皆がその一点を見つめていた。

「お前がしたいことは、こういうことか？」

　ノイドは皇帝が持っていた光の剣を奪い、まっすぐ皇帝の首に突き立てていた。

　皇帝を……殺した……？

　ノイドが剣を引き抜くと、皇帝の体がぐらりと揺れ、前のめりに倒れる。

　その体から流れ出る血は……『神の血ダーナ・オ・シー』？

　皇帝もカルマーと同じく、人間じゃないってのか……？

　ノイドは命の姫の前に歩いた。命の姫は両腕を広げ、彼女の正面に黄色く輝く、無数の生命体が刻まれた文様のレリーフを浮かび上がらせる。

　あれは……命の姫の門ゲート!?

「ノイド様。お待ちしておりましたわ、このときを」

　命の姫は恍こう惚こつとした表情でノイドを見つめる。

「楔くさびを抜かせるでない！」

　ユズハの叫びに、俺は文様剣を掲げてノイド目がけて走った。

　ノイドは片手で光の剣を大きく振った。それは目に見えないほどの速さで光跡を描き、飛び出した光弾が周囲に降り注いで俺たちの行く手を阻む。

　ノイドは門ゲートにもう片方の手を入れ、何かをつかむと、一気に引き抜いた。

　その手には、虹にじ色いろに輝く二つの刃がらせん状に絡み合った、奇妙な形の剣。

　姫の力が解放されるのかと思いきや、命の姫は元の姿のまま、変化が起こらない。

　二本の姫の楔を両手に、彼は倒れている皇帝の傍らに歩いた。

「私はかつてカルマーに裏切られ、全すべてを失った。しかしその後、姫が持つ絶大な力を知り、姫の棺ひつぎを探し求めて王都にやって来た。そこで命の姫と出会い、教えられたのだよ」

　そう言って、ノイドはらせんの剣を皇帝の死体に突き立てた。

「人が、死ぬことなき肉体を得る方法をな！」

　皇帝の体がビクビクとのたうち回り、全身が紫に輝く棺型の光に包まれる。

　そして光の中から、殻を破って膨れあがるように、巨大な虫が現れた。

　俺は呆ぼう然ぜんと、夜空を背景に立ち上がる黒い虫……いや、棺を見上げた。

「私はログール軍の力を利用し、永遠たる姫の棺を人間のものとするために行動した」

　それは確かに棺の形をしていた。人の何倍もの大きさをした漆しつ黒こくの棺。その胴体から、八本もの細長い、曲がりくねった足が伸びている。体中には赤々と血管のような文様が描きこまれ、その上を無数のパイプが絡みついている。

　体のあちこちで蛇腹のポンプが伸び縮みし、シュゥシュゥと赤い煙を吹き出していた。

「そうして完成した技術、これぞ『血ブラツドの機関』と文様術を掛け合わせた、人類が造りし最高の結晶、人造棺ひつぎだ！」

　ノイドは誇るように、うごめく人造棺を見上げた。

「人造……棺……だって？」

「これこそわたくしが待ち望んだ、永遠の生命体。我が力より生まれし、永遠に滅びることなき不死の生命体ですわ」

　ノイドの傍らで、命の姫はうっとりした顔で言う。

　人造棺の下部がゆっくりと裂け、口のように大きく開かれた。

『グウウウウウゥ……』

　腹の底を振動させるような低い声が響く。

　クレスたちによって気絶させられていた兵士たちが、声に気づいて目を覚ました。

「ひいぃっ、ばっ、化ばけ物ものだあっ……!!」

　一瞬にして真っ青な顔になり、我先にと塔の中へと逃げ戻っていく。

「皇帝が人造棺……？　じゃあ、カルマーたちも……」

「きゃあっ！」

　悲鳴に振り返ると、カルマーや黒マントの体が溶け、小型の人造棺となって起き上がり、軟体動物のような腕を伸ばしてリヴィア女王に絡みつかせていた。

「人造棺は個にして全、全にして個。彼らは共同体なのだよ」

　ノイドはわが子を見るような目を人造棺に向ける。

「リヴィア女王！」

　クレスとザイクスが、女王を助けようと駆け出した。

「光速の剣から逃れられると思うな！」

　ノイドが光の剣を振った。

　目にも見えない速さでほとばしった光弾がクレスたちの背を直撃し、二人を吹き飛ばす。そこに人造棺の腕が伸び、二人の体に巻きついた。

　小型の人造棺たちが粘土のように伸び、長い腕となって皇帝の人造棺の背にくっつく。

　ザイクスもクレスも、リヴィア女王も人造棺の腕に巻き上げられてしまった。

「これからは、人造棺の体を持った永遠の人間の時代だ。選ばれし、永遠の命を持つ人間の王国が築かれるのだ。――だがレン。心配するな。お前も私の世界を理解してくれるなら、この永遠の命を分け与えてやってもいいのだぞ」

　いらねぇよっ！　そう叫んでやりたいが、不気味な人造棺を前に声がかすれてしまう。

「まだ時間はある。ゆっくり考えろ。人造棺の完成でも見守りながらな」

「完成……だって？」

「人造棺の完成には、あと一つの手順が必要なのだ。それは……」

　ノイドはユズハとホノカを順に見回した。

「姫の吸収。姫の力を体内に取りこんだとき、人造棺は完成する」

　その言葉を聞いて、ユズハとホノカは青ざめた顔で彼を見つめた。

「てめぇっ……こいつに、姫を……ユズハやホノカを喰くわせる気かっ!?」

　上空で、光の巨鳥がひときわけたたましく鳴き、羽ばたいた。

　翼から立て続けに放たれた矢のような光弾が、水の姫の体へと次々に突き刺さる。

　美しい体が揺れ、力を失って、溶ける羽はご衣ろものように王都の街並みへと沈んでいった。

　――水の姫が、倒されてしまったのか。

　ノイドは高笑いの声を上げた。

「これより女王を処刑し、フィアナ併合を完了させる！　この国は……いや世界は、光の姫の元にひざまずき、人造棺ひつぎによって命を供給される王国として蘇よみがえるのだ！」

　ノイドが叫んだとき、階段を一人のログール兵が慌あわてて駆け上ってきた。

「たた、大変ですっ……！」

　彼は屋上広場に出ると、その奇怪な光景を目にして青ざめ、絶句した。

「なんだ、用なら早く言え」

　ノイドが苛いら立だたしげにうながす。

「は、はっ……街で、住人が反乱を……」

「反乱だと……？」

　ノイドが眉まゆをひそめる。

　俺おれは水晶塔の周りに広がる王都を見下ろした。

　すっかり暗くなった夜の王都。

　その、通りという通りに、小さな点の光がまたたいていた。

　街中の大通りを埋め尽くし、ゆっくりと、水晶塔に向かって進んでくる。

　――あれは、人々が持つ松明たいまつの火だ。

　女王の声を聞いて、集まった人々の意志。

　強大な巨鳥にもかき消されない、小さくも強い光。

　十や二十ではない。百や二百ですらない。見る間に数を増やし、いつしか何千個もの光の渦となっていた。

　それは王都の陥った闇やみを照らす光のようでもあり、夜空に広がる星々のようでもある。

　続いて、別の兵士が次々に広場に駆けこんできた。

「す、スラムで暴動が起きています……！　近くの武器庫が襲撃され……スラムにいた文様師たちが暴れて、手がつけられません！」

　スラムの文様師……？　俺たちが出会った、あの男か!?

「収容所で集団脱獄が……！　周囲の住人を煽せん動どうし、騒ぎが拡大しております！」

　立て続けに何人もの兵士が駆け上ってきて、王都中に広がる混乱を伝える。

　……いや、混乱じゃない。

　これこそが、王都の人々の真の叫びだ。

「おい、聞いてるか、兄貴！」

　俺はノイドに向かって叫んだ。

「お前が何をしようと、俺おれたちを殺そうと、王都の人間は跪ひざまずいたりしねぇんだっ！　てめぇの世界なんて、永遠に来やしねぇんだよっ！」

「黙れ！」

　ノイドは叫び、広場の中央に立つと兵士たちに向かって命令した。

「何をしている！　早く鎮圧しろ！」

「で、ですがものすごい住人の数で、手がつけられず……」

「片っ端から殺せ！　血祭りにしてやれば黙る！　銃器隊と銀ぎん鎧よろいどもを投入しろ！」

「は、ハッ！」

　命令を受け、兵士たちが駆け下りていく。

　俺は水晶塔の端に走って見下ろした。

　水晶塔を囲む公園にまで人々は押し寄せ、押しとどめようとするログール兵とぶつかり合いながら、拳こぶしを振り上げてリヴィアの名を叫んでいる。

　塔の正門が開き、整列した銀鎧の部隊が巨大な槍やりと大楯を掲げて現れた。

　続いて塔の窓という窓から、いくつもの長い銃身が覗のぞき、人々に向けられる。

　このままじゃ、王都は血の海だ。

「ノイドぉ！　もうやめろぉっ!!」

　文様剣を振り上げ、ノイドに向かって走る。

　しかしノイドの後ろから人造棺ひつぎの腕が大きく振られ、俺は床にはり倒された。

「諦あきらめるんだな。お前にこの人造棺が倒せるはずもない」

　俺はげほげほと咳せきをしながら、床に手をついて身を起こした。

「……ちくしょう。そいつ、本当に死なねぇのかよ。信じらんねぇよ」

　這はいつくばるような格好で言うと、ノイドは自慢の人造棺の話ができてうれしいのか、少し表情を和らげた。

「興味が出てきたか？　レン。信じられないかもしれんが、これは真実だ」

「けどよ……こんな姿じゃ、皇帝は死んだも同然じゃねぇのか？」

「それは違う。いいことを教えてやろう。老いた皇帝が一番恐れていたのはな、自分の死だ。ログールは放っておいてもやがて世界を手中に収められるだろう。だが自分はそのときまで生きながらえて世界の王となれるのか。それを心配していた。そこで私は提案してやったのだ。不死の生命を得られる、人造棺の計画をな」

「それで……皇帝を人造棺に改造したのかよ」

「永遠の命と聞いて、あの愚かな老いぼれは食らいついてきたさ！　これ以上ない素そ体たいだったぞ。おまけに改造した皇帝を私のシードで操れば、奴の庇ひ護ごも思いのままだからな」

「結局、自分の権力のために皇帝を改造したんじゃねぇか。永遠の生命だなんだって言っても、やることはずいぶんセコいんだな」

「違う！　私は人類の進歩のために、皇帝を手にかけたのだ！」

　ノイドが吠ほえ声を上げる。

　それは、天高く響き渡った。

「…………？」

　その違和感に、ノイドはようやく気づいたようだ。

　そう。ノイドの声は全天に渡って響いたのだ。

　彼が見上げたとき、水晶塔の上空にはノイドの姿がありありと映し出されていた。

　その隣の、うごめく人造棺ひつぎの姿も。

「……貴様、何をした……」

　ノイドがギロリと俺おれを見下ろして睨にらむ。

　俺の手が文様の上に重なり……シードを送り続けていた。

　答えず、叫んだ。今なら俺の声も、王都中に響かせられるはずだ。

「聞いたかログールの兵士たちよ！　お前らに命令してんのはな、こんな奴なんだぜ！　しかもこのバケモンのために、お前たちは人を殺して、仲間を殺されるのかよ！」

「黙れえぇっ!!」

　ノイドが俺の頭を蹴けり飛ばした。

　額が割れ、血が滲にじみ落ちる。シードが途切れ、文様は輝きを失った。

「どうした!?　早く暴動を鎮圧しろ！」

「ひ……ひぃっ！」

　ノイドが睨みつけると、広場にいたログール兵たちは怯おびえた顔で塔内へと逃げていく。

　街から市民とログール兵の殺し合う音が……いつまで経っても、聞こえてこなかった。

「兄貴、一気に手下をなくしちまったようだな。やっと一対一で話ができそうだぜ」

　瞬間、ノイドが走り寄って俺のあごを殴り、張り飛ばした。

「レンっ！　もういい！」

　背後で、ユズハの叫ぶ声がした。

「おぬしはもう充分戦ったぞ！　立派だ！　余が胸を張って誇れる臣民だ！　だから……もう何も言わん！　おぬしだけでも……逃げろ！」

　目を充血させて、彼女は叫んでいた。

　俺は文様剣を支えにして、ガタガタ震える足で立ち上がる。

　しかし叫んだユズハに反応したのか、彼女に向かって、するすると黒い腕がまっすぐ伸びた。ユズハの体に巻きつき、十字杭くいを割ってもぎり取る。

「ユズハ！」

「ふふ、それでいい、それでいいぞ。人造棺よ、まずはそのうるさい姫から吸収しろ」

　ノイドに言われて、人造棺はユズハを引き寄せながら大きく口を開けた。

「さらばだ……レン。最後はこんな姿、見てほしくはなかったがな……」

　ユズハは、俺に向かって悲しげにほほ笑んだ。

　見てほしくないだって？

　俺だって、見たくなんかねぇさ。

　たとえ見たって、それが結末だなんて、絶対認めないからな。

　文様剣を握りしめた。

　床を蹴けり、走った。

　文様剣を振り上げ、その黒い腕に叩たたき付けた。

　人造棺ひつぎはくぐもった悲鳴のような声を上げ、斬きられた腕を投げ出す。

　ユズハの体が床に打ちつけられ、ぐったりと横たわる。

　俺おれは人造棺の腕にまたがり、何度も何度も刺した。

「足あ掻がくな！」

　背後でノイドが叫び、光速の剣を振りかざす気配がする。

　……だが、攻撃は来なかった。

「レン！　手を止めるんじゃない！」

　クレスの叫び声に振り返る。

　彼女は腕を切り裂いて抜け出し、必死でノイドの剣を受け止めていた。

　俺はなおも人造棺の腕に剣を立てる。繊維のような細い糸がプツプツと切れ、何度目か突き刺したとき、ぶちっと音を立ててちぎれ飛んだ。

　のたうち回る腕の切れ端は、やがて力を失い、ぐったりしたユズハの体が横たわる。

　背後で、光速の剣に打ち倒され、クレスの呻うめきが響く。

　倒れたクレスの体を、人造棺の腕が再び巻き上げた。

　一方、切れた人造棺の腕からは、菌糸が生えるように新たな黒い腕が生えていた。

「再生……してるのか？」

　俺はユズハに駆け寄って体を抱え、引きずるようにして人造棺から離れる。

　すぐ背後に再生した腕の気配が迫り……ピタリと止まった。

　少し迷うように、腕の先が逡しゆん巡じゆんしている。

「……どうした、人造棺？　――そういえば、カルマーが死の姫の力を封じたままだったな。なら、火の姫から先に喰くうといい」

　ノイドは楽しそうに、ホノカのほうに目を向けた。

　ちくしょう、今度はホノカかよ……。

　俺は広場の端にユズハの体を寝かせ、力を振り絞って立った。

「レン……。もう、よい……」

　ユズハの声がする。力なく倒れたまま見上げていた。

「けど、ホノカが……ユズハだって、助けたいだろ？」

「ホノカ姉さまも、おぬしには生きてほしいと思っとる。二人の姫の願いを、聞けんというのか……？　本当に……愚か者であるな……」

　仰向けのユズハの目から、一筋の涙がこぼれ落ちた。

　俺は屈かがんで、指先でそっとその涙を拭ふいてやる。

　それから、人造棺の腕に巻きつかれていた彼女の胴体を見る。

　服が無惨に破れ、ほっそりした腹部が露あらわになっていた。

　そこには……赤く、彼女の棺ひつぎの文様が浮かび上がっている。

　聖域で見たときよりも、色が濃かった。言ってたな。このまま封じられた力を戻せなければ、永遠に棺の姿に戻ってしまうって。

　カルマーを倒しただけじゃ、力は戻らねぇのかよ。

　急に悔しくなって、俺おれまで泣きたくなってきた。

　ユズハの体に浮かび上がる文様。ここにシードを送ってやることができたらいいのに。

　いつものように、文様の中心があるっていう脇わき腹ばらに手を触れて、ユズハはちょっとくすぐったそうに顔を赤くして……。

　この、脇腹に……。

「…………え？」

　ふいに気づいて、目を見開いた。

「……文様が、途切れてる」

　ユズハの脇腹に浮かび上がった文様の一部が、明らかに欠けていた。

　どうしてだ……？　文様が欠けているから、ユズハの力が封じられているのか？

　ユズハは言っていた。ホノカの歓迎パーティーでカルマーに触れられたとき、彼女の力は封じられたのだと。

　そしてカルマーは、傭よう兵へい団に攻め入ったとき、マルシェの文様に触れてかき消した。

　つまり、ユズハの文様の一部が、カルマーによって消されたのだ……。

「ユズハ、この文様を描き直せば、力を戻すことはできるのか？」

「ぬ……それは、わからぬ……。余もそんな経験はないぞ……」

「俺に、描かせてくれないか？」

「余を動かすのは高度な古代文様だ。おぬしに描けるのか？　失敗すれば、余の体に何が起きるかわからぬのだぞ」

「消えてるのはほんの一部だけだ。それに、聖域で散々ユズハ先生にしごかれたからな」

　もちろん、不安はある。……けどこのままユズハを、あんな怪物に喰くわせてたまるか。

「なら……やってみるがいい。許可してやろう」

　俺はうなずいて、それからハタと気がついた。

「――しまった。文様を描くための塗料がない」

　聖域で文様を描いたとき、全すべて使い切ってしまったのだ。

　せっかく希望が見えたと思ったのに。ユズハの上で、がっくりとうなだれた。

「血を、使え」

　ふいにユズハが言う。

「忘れたか。余の体には『神の血ダーナ・オ・シー』が流れておる」

「い、いいのか……？」

「だがな、あやつらに傷つけられた血は使うな。余の血を使うなら、レン、おぬしがその剣で……余を傷つけろ」

　つばきを飲みこみ、持っている文様剣の刃を見つめる。

　それから、そっとユズハの薬指の先をつまんだ。

「じゃあ、ちょっと痛いけど……ガマンしてくれよ」

　剣の先で、そっとユズハの指の腹をなぞる。赤い線が引かれ、さらさらと透き通る赤い液体が流れ出した。

　だけどこれだけじゃダメだ。文様を描くには、液体の固着力が弱すぎる。

　俺おれは剣を持ち替えて、刃の先を、今度は自分の薬指に当てた。

　ちくりとした痛みと共に、とろりと赤い血が流れ出す。

　そして俺とユズハ、二つの指先を重ね合わせ……神の血ダーナ・オ・シーと人の血を混ぜ合わせた。

　血に濡ぬれた指の爪の先をユズハの脇わき腹ばらに当て、欠けた文様に沿って動かす。

「くっ……う……」

　痛いのか、苦しいのか、ユズハは背筋を張って呻うめき声を出した。

　俺はひたすら、指を動かし続けた。

　ホノカが喰くわれる前に、ノイドに気づかれる前に、描き終わらなければ。

　ユズハに教えられた古代文様を思い返し、その形を頭に思い浮かべながら。

「もう少しだ……もう少しで……完成する……」

　もし描き間違ったら、ユズハの体に何が起きるかわからない。



    

  
    
      



    

  
    
      　額に汗をかきながら、慎重に指先を動かした。

　――そして、最後の一本がつながった。

　ユズハの体に浮かび上がった文様の中に、俺おれとユズハの血の色を合わせた線が、異質な存在感を伴って混じっている。

　彼女の体を覆う文様が一瞬、赤く強く輝いて……急速にしぼむように、消えた。

「……どうしたんだ？　大丈夫か!?　ユズハ！」

　突然、ユズハの体が激しく震え、彼女は大きく目を見開いた。

「お、ぬおおおおおぉ……」

　開いた口から叫びとも呻うめきともつかない声が漏れる。

「何をしている!?」

　異変に気づいたのか、背後でノイドが叫んだ。

「レン……門ゲートが開かれる……。余の楔くさびを……抜け……」

　ユズハが言った直後、仰向けの彼女の上に、真しん紅くの文様のレリーフが浮かび上がった。

　壮大な宇宙の星々をも思わせる不思議な文様の形……。

　そこから、一本の剣の柄が現れた。いびつに歪ゆがんだ冥めい刀とうの柄。

　それは触れただけで、神にすら死を与えるという刀。

「うおおおおっ！」

　両手で冥刀の柄を握りしめ、引き抜いた。

「捕らえろっ!!」

　ノイドの叫びと共に、背後に人造棺ひつぎの腕が迫る。振り返りざま、冥刀で斬きりつけた。

　刃の先が触れた瞬間、黒い腕は砂さ塵じんとなって散る。

　ユズハの周りを強烈な光の輝きが覆い、それは引き寄せられて棺の形に凝固する。

　次の瞬間、光の棺は割れて、中から一人の少女が飛び出した。

　赤く光る目。黒いカラスの翼と、ただれた羽毛のドレス。

　両手に握る、二本の冥刀。

「我は……」

　俺は手のひらを突き出し、言いかけた彼女を制した。

「おっと、今さら自己紹介なんて、他人行儀だぜ。死の姫、バーフ・カーハさんよ」

　死の姫は俺を見つめ、小さく笑った。

　ユズハは俺の前に立ち、まっすぐ人造棺を見据える。

　床を蹴けり、一気に人造棺の胴体へと突き進んだ。

　俺は横に走り、ホノカを捕らえている腕へと走る。

　ホノカに巻きついた腕にたどり着き、その根元に冥刀を叩たたき付けた。腕は粉砕され、ホノカの体がドスッと床に落ちる。

　ユズハは人造棺の脇わきに飛びこみ、その寸胴な胴体に、二本の冥刀を突き刺した。

『グゥオオオオオオ』

　大地が揺れるような叫び声を上げ、人造棺ひつぎの体が黒い霧となって砕けていく。

　体を覆っていた無数のパイプが引きちぎられ、『神の血ダーナ・オ・シー』が周囲にまき散らされた。

　ノイドはただ、呆ぼう然ぜんと崩れ落ちる人造棺を見つめるしかできない。

　捕らえられていたザイクスとクレス、そしてリヴィア女王が床に投げ出された。

「みんな、無事か!?」

　駆け寄って、彼らを助け起こした。

　響き渡っていた人造棺の声は次第に小さくなっていき、やがて消えた。

　あとには、ただ呆然と立ちつくすノイドと命の姫だけが残される。

　人造棺の部品の一部か、赤い小さな水晶がノイドたちの後ろへコロコロと転がった。

　俺おれはユズハの隣に走り出て、ノイドに向かい合う。

「さぁ、もう終わりだ、兄貴！　光の姫を解放して、おとなしく捕まってくれ！」

「終わりだ……と？」

「そうだ！　この塔を囲んでる人たちの姿が見えるか!?」

「あぁ……。私を、私を憎む者たちの姿がな……」

「違う！　この姿こそ、兄貴がログールに見せつけてやりたかったものだろ!?　だから、もう終わったんだよ！　昔の兄貴が闘ったように、今、みんな立ち上がったんだ！」

「私が……見せたかったもの……」

　ノイドは水晶塔の周りに集まった、何千何万もの人々が持つ松明たいまつの光を見つめる。

「レン……お前は、人間たちを信じているのか……？」

「あぁ。王都は必ず復興する。その姿こそ、兄貴が望んだものじゃねぇのか？」

　ノイドはがっくりと膝ひざをつく。手にしていた光速の剣を、力なく取り落とした。

「ノイド様！」

　命の姫が駆け寄って、倒れそうになる彼を支えた。

「私は……今まで何を……」

　自失したように、ノイドはつぶやく。

　――異変は、その直後に起きた。

　彼らの後ろに転がっていた赤い水晶が、急速に漆しつ黒こくの霧を吹き出したのだ。霧は一瞬にして渦を巻き、膨れあがった。霧の中から数本の腕が飛び出す。

「なっ!?　人造棺が暴走している……!?」

　黒い腕はノイドを横へ大きく張り飛ばし、命の姫に絡みつく。

「いやあああっ！　ノイド……様ぁっ……」

　気づいたユズハが駆け出したときには、既に命の姫は渦の中に取りこまれていた。

「レン！　赤き水晶が心臓だ！　我の冥めい刀とうで外がい殻かくを砕く！　おぬしは心臓に死を！」

　叫んでユズハは飛び上がり、二本の冥刀を渦に向けて急降下する。

　あの赤い水晶を壊さなきゃなんなかったんだな。――今度こそ！

　俺は冥刀を持つ手に力を込め、渦に向かって走り出した。

　だが、ユズハの冥めい刀とうが一いつ閃せんした直後。

　渦の周囲に、らせん状にねじれた文様のレリーフが一瞬浮かび上がった。

　その文様にはね返され、ユズハの体が宙に舞う。

　渦は固まり、一定の形へと変化していった。それは黒い巨大な棺ひつぎ。人造棺の形……。

「なんで、ユズハの冥刀が効かねぇんだ!?」

　目を見開いて叫ぶ俺おれの横に、ユズハが着地した。

「命の姫を取りこみ、冥刀による死をかき消す能力を吸収したようだ」

「姫を喰くうって、そういうことだったのか……」

「そうはさせない！」

　クレスが叫び、ザイクスと共に、ホノカを守るように彼女の前に立つ。

　人造棺は、数本の腕をゴムのように大きく上空に伸ばした。

　腕の先で飛んでいた光の巨鳥を捕らえ、一気に自分の体を引き上げた。

　人造棺の腕が巨鳥の体に何重にも巻きつく。バチバチと弾はじける雷が両者を囲み、苦しげな巨鳥の鳴き声が夜空に響き渡った。しかし抵抗もむなしく、みるみるうちに光の姫は、全身を粘土のようにくねらせる人造棺の中へと取りこまれていく。

　人造棺は何十倍もの大きさに膨らみ、赤黒い光を帯びて、丸まって宙に浮かぶ。

　そのまま人造棺は空高く舞い上がり、雲を突き抜け、星の見える夜空へと去っていく。

「……いなくなっちまったぞ」

　暴走して制御がきかなくなり、そのままどこか行っちまったんだろうか。

　ノイドは立って、呆ぼう然ぜんと人造棺の消えた空を見上げていた。

　最後まで残った味方であった命の姫も失い、何を思っているんだろうな。

　リヴィア女王が走って、落ちた光速の剣を拾い上げる。剣の輝きは既に失われ、鉄さびのような赤茶けた色が刃を覆っていた。

「ふいにゅーっ」

　フニュの声に振り返ると、続いてマルシェとルミサ、コーフィーにラ・シェーヌが塔の中から階段を駆け上がってきた。

「レン！　いったいどうなったのよ!?」

　マルシェが駆けてきて、叫ぶ。

「ログール兵が急におとなしくなったから、来てみたの」

　ルミサがあとに続いて走り寄った。

　俺はどう答えたものか考えあぐねて、こう言った。

「もう終わったよ。何もか――」

　言い終わるより早く、ノイドが高笑いを始めた。

「はっ！　はははははは！　そうだ、そうだ！　それでいい！　何もかも破壊しろ！　こんな腐った世など、根こそぎ浄化してしまえ!!」

　天を見上げながら、まるで何かに取り憑かれたかのように笑い続ける。

　ノイドは高笑いしたまま後ずさりし、屋上広場の端に立った。

「素直に私の世界を望まなかったことを、後悔するといい。レン。私からの最後の贈り物だ。――お前が信じた者たちの末路を、よく見るのだな」

　そう言ってノイドは、俺おれのほうを見たまま――はるか下へと飛び下りた。

「……っ!?」

　一瞬、何が起きたかわからなかった。世界が静止したようだった。それから、走って追いかけ、ノイドが落ちたその場所に手をつき、見下ろした。

「なんで……なんでそんなこと……」

　はるか下に広がる地面まで、もうノイドの姿を見つけることはできなかった。

「そんなこと……するんだよ……」

　つぶやく声が震えていた。

　今まで何度も、兄貴に裏切られたと思った。けれどそのどれよりも強く、裏切られたような、やるせなく息苦しい思いが胸を圧迫していた。

　ふいに目頭が熱くなり、涙がこぼれ落ちる。

　あれ？　おかしいな。兄貴に勝ったはずなのに。兄貴の陰謀を、砕いたはずなのに。

「レン……」

　マルシェの声がして、そっと背に手を当ててくれた。

　ユズハが隣に立って、静かに見つめてくれる。

　ルミサにクレスにザイクス、ホノカ、コーフィーにラ・シェーヌ、リヴィア女王、そしてフニュ。その場にいた皆が、俺の周りに集まっていた。

　涙を拭ふいて、立ち上がった。

「悪い。平気だよ。これで王都も無事に守られたんだ。悲しんでる場合じゃないよな」

　言って、みんなに静かに笑いかける。安心したような笑顔を返してくれた。

　――その瞬間。背筋に、これまでにない強い悪寒が走る。

　全員が同じだったらしい。顔を強こわばらせ、何事かと左右を見回し――一斉に見上げた。

　空の一点、雲が渦を巻く中心に、赤黒い太陽のような球体が浮かび、円を描いていた。

　人造棺ひつぎは光の姫を取り込んだ巨大なエネルギー体となって、大きく膨らんでいる。

　いや、単に大きくなっているだけではない。

　落ちている。――凄すさまじい勢いで。

　あんなのが地に落ちれば……王都は、破壊される。

「ど、どうすりゃいいんだよ……」

「――心臓を破壊するのだ。おそらくあの水晶は、『神の血ダーナ・オ・シー』を高密度に凝縮した不変の存在。それを破壊しない限り、何度でも再生するだろう」

　黒い翼を広げて見上げながら、ユズハは言った。

「けど、あいつにはもう、ユズハの冥めい刀とうもきかないんだぞ……」

「姫を喰くって変化したのは、人造棺の外がい殻かくだ。不変たる心臓は、その性質ゆえ、姫の能力を吸収することもできないはず」

「もう一度あの体を吹き飛ばさなきゃならないのか。しかも、空を飛んでるのに……」

　しかしユズハの冥めい刀とう以外にどうやってそんな力が……。

「――魔ま槍そうは、使えないでしょうか」

　リヴィア女王の声に、皆が一斉に見つめた。





　屋上広場のすぐ下、水晶塔最上階の中心部に、ゲイボルグの制御室はあった。

　蒼あおい水晶の壁と高い天井に囲まれた、円形の空間。天井は傭よう兵へい団の天井と同じように、内側からは透けて見え、夜空の姿が広がっていた。

　空間の中央に、槍やりの刃のような形状をした、銀に輝く巨石が据えられている。人の背丈の数倍もある巨石の表面には、所狭しと古代文様が描かれていた。

　絡み合う渦巻きが整列して描かれ、それを平行する何本もの直線が結ぶ。

「聖域の文様にシードが送られ、魔槍は起動状態に入っています。石の両りよう脇わきにあるレバーで、それぞれ縦と横の方向を調整します。狙ねらいを定めたのち、砲撃に必要なシードを供給すれば、ゲイボルグを撃つことができるでしょう」

　リヴィア女王は皆に向かって説明した。

「では、こちらのレバーはわたしが動かそう」

　クレスが言って、巨石の右横にあるレバーに向かう。

　床から伸びて背丈ほども高さがあり、動かすにはかなり力が必要そうなレバーだ。

「じゃ、もう片方はボクがやろうかな」

　ザイクスは反対側のレバーに歩いた。

　巨石の近くでルミサは手帳を広げ、何やら計算式を書きこんでいた。

　その横でラ・シェーヌが床に屈かがみ、分度器のような板がついた小型の装置を動かしている。航行用の計器を持ちこんだらしい。

「使用料は金貨十枚ですの。あとでちゃんと請求させていただきますから」

「有料かよ。相変わらずぼったくりじゃねぇか。――何を計算してるんだ？」

「人造棺ひつぎの方向。これで正確に狙いをつけられる」

　ルミサは答え、ラ・シェーヌに聞いた数値を計算式に書きこんでいく。

　巨石の周囲を取り囲むように、鳥の足の爪を思わせる三本の尖とがった柱が並んでいた。

「魔槍へのエネルギー供給装置です。三つの柱に同時にシードを送ることで、ゲイボルグの光弾となるのです」

　リヴィア女王は説明すると、壁から伸びていたレバーを引いた。

　突然、塔全体がガタガタと小刻みに揺れ始める。

　空間を取り囲む壁と天井がゆっくりと回転し、規則正しい直線的な亀き裂れつが走った。

　亀裂に沿って天井と壁が割れ、花のように水晶塔の最上部が開く。風が吹き抜けた。

　周囲には、迫り来る人造棺ひつぎの赤黒い光に照らされた、王都の夜景が広がった。

　水晶塔の左側に、水の姫マナナーンがオーロラのスカートを漂わせながら浮いている。

　反対側には、全身に炎をまとった騎士のような巨人、火の姫ゴヴニュが立っている。塔にも匹敵する背丈で、右手には燃えさかる炎の大剣をつかんでいた。

　二人の姫の力で、落下する人造棺を少しでも食い止めるのだ。

　王都の人々は何が起こるのかと、固唾かたずを呑のんで見守っている。

　ユズハの冥めい刀とうを持つ俺おれに代わってホノカの楔くさびを抜いたのは、マルシェだ。

「マルシェもコーフィーも、無理するなよ！　姫の楔はシードを消費するからな！」

　特に初めて極炎の剣を持つマルシェは、燃え上がる炎におっかなびっくりしている。

「へ、平気よこのくらい！　熱血マルシェ様にはちょうどいいわ！」

　……まぁ、平気ならいいんだけどな。

「あたいもまだまだいけるさ！」

　水すい龍りゆうの剣を持って、疲労を吹き飛ばすようにコーフィーが言う。

　二人はそれぞれ、爪の柱の前に立つ。エネルギー供給のシードを送ってくれるのだ。

　残り一本の柱に向かって、リヴィア女王が歩き出した。

「最後の柱は、わたしが担当します」

「って、リヴィア女王、シードを使えるんですか!?」

「一応、女王の役目を授かっている身ですもの」

　考えてみりゃ、光の姫の代理だもんな。そのくらいの力があっても不思議じゃないか。

　最後に、俺はユズハと並んで中心部の巨石の前に立った。

　準備が整い、俺がこの魔ま槍そうにシードを送れば、ゲイボルグは放たれる。

　ゲイボルグが人造棺の外がい殻かくを破壊し、その直後、再生が始まる前にユズハが人造棺の心臓に死を与える。――それが俺たちの、最後の作戦だ。

「ルミサ！　人造棺が落ちるまであとどれくらいだ!?」

　ルミサはさっきよりも一段と大きく見える赤黒い太陽を見上げた。

「落下予想時刻まで、あと五分」

　五分後、この王都の運命は決まっているのだ。

「よし、みんな、いくぞ！」

　俺の合図と同時に、マルシェとコーフィーがそれぞれの剣を振り上げる。

　剣先から、蒼あおい水流と赤い炎が同時に立ちのぼる。

　それを合図に、水晶塔の左右で水の姫は触手のような腕を天に向けて伸ばし、火の姫は大剣を大きく振り上げた。水の柱と炎の柱が立ちのぼり、雲に届いて渦を巻いた。水と炎が混じり、大量の水蒸気が生み出される。それは厚い雲となり、人造棺を覆い包んだ。

　突如発生したぶ厚い雲に締めつけられ、少し、人造棺の動きが鈍にぶった。

『グウウウウゥゥゥ……』

　人造棺が放つ、苦しむような、くぐもった呻うめきが響き渡る。

　直後、人造棺ひつぎが雲を吹き飛ばすように、光速で自転し始めた。

　その体からいくつもの光の塊かたまりが飛び出して――雲を突き抜けた。

　一つ、二つ、続いて十個も二十個もの光の玉が落下してくる。それらは破裂を繰り返し、流星雨のように王都の地面へと降り注ぐ。

「まずいぞ！　街が！」

　火の姫が大剣を振り、水の姫が触手をしならせる。

　強烈な熱気と冷気が水晶塔の上空でぶつかり合い、竜巻のような突風となった。

　流星雨は竜巻に巻きこまれてかき回され、勢いよく遠方に投げ飛ばされる。

　ドォン！　ドォン！　王都を取り囲む山脈に激突し、立て続けに爆音が響き渡り、火柱が立ち上った。

　その破壊力を目の当たりにして、住人たちから一斉に悲鳴が上がる。

　少しでも遠くへ避難しようと走り出す者、諦あきらめたのかその場に止まったままの者。もはや迫り来る破壊に市民もログール兵も関係なく、ただ怯おびえと恐れの声を上げていた。

「これで最後の観測値ですの！」

　ラ・シェーヌが計器の目盛りを読み取り、数値をルミサに伝える。

「計算、完了！　経度方向に三度、緯度方向に八度！　レンくんは、きっかり六十秒後にシードを送り、撃って！」

　ルミサは計算式から顔を上げ、叫んだ。

「ＯＫ！　頼んだぜ、みんな！」

　それを受けて、俺おれは作戦開始の合図を叫ぶ。

「了解！　いくぞ、ザイクス！」

「わかってるよ、姉さん！」

　クレスとザイクスが同時にレバーを引く。尖とがった巨石がゆっくりと傾き、その先端が人造棺よりわずかに外れた空を狙ねらい定めた。

「それ、行っけえええぇっ！」

「あたいに任せな！」

「それでは、シードを！」

　マルシェとコーフィー、そしてリヴィア女王が、同時に爪形の柱に手を振れ、シードを送った。柱の先端が光り、まばゆく輝きながらバチバチと弾はじける。

　三つの柱から雷がほとばしり、巨石の先端で衝突して光の球を生み出す。それは何度も小刻みに弾けながら、一つの大きな光球へと膨らんでいった。

　俺は光球を見つめながら、巨石の文様の前に立った。

　光の姫が造ったという魔ま槍そう。人造棺に飲みこまれ、王都へと落下する光の姫も、それを打ち落とさんとする光球も、元は同じもの。絶望にも希望にもなる、一つの光。

「ユズハ、頼むぞ。――明日はめいっぱい美う味まいもん食おうぜ」

　隣に立って、死の姫、ユズハは赤い目で俺を見つめ――少しほほ笑んだ気がした。

　足元を見ると、フニュが駆け寄って不安げに見上げる。

「フニュも、帰ったら甘いものたくさん買ってやるからな」

「ふいにゅ！」

　人造棺ひつぎはとうとう雲を突き抜けた。

　天空を喰くらい尽くす勢いで膨張し、赤く禍まが々まがしく燃え上がる勢いを増していた。

　ルミサがカウントダウンの声を上げる。

「十……九……八……」

　俺おれは、文様の上に右手をついて、目を閉じる。

　少しずつ、頭にシードを生み出した。

　シードとは、想像力をエネルギーに変える力。

　いろんなものを頭に浮かび上がらせた。

　文様の形、冒険した土地、出会った人々、家族や、一緒に戦った仲間たち。

「三……二……一……」

　そして……ある日俺の前に現れ、今も隣にいる、ユズハの姿。

「砲撃！」

　頭のイメージを、巨大な光の塊かたまりに負けない強さの思いを、一気にスパークさせた。

「うおおおおおぉぉぉっ!!」

　腕が、手のひらが、燃えさかるように熱を帯びた。

　焼けるように熱く、砕けるように痛い。

　けれど、嫌ではなかった。耐えられると思った。

　なぜならそれは……今までの冒険の中で得た痛み、俺にいろんなことを教えてくれた、大切な痛みだから。

　巨石の文様が赤く煌こう々こうと輝き、光球が密度を増しながら、つぶれるようにひしゃげた。

　人造棺がすぐ上空に近づき、地表に押しつけるような突風が巻き起こる。

　円軌道の人造棺が、ぴったり魔ま槍そうの先端に捕らえられた。

　そして一瞬、魔槍の光球が消え、周囲が赤黒い血の輝きに染められ……

　直後、天に向かって、波動と共に雷にも似た一筋の閃せん光こうが放たれた。

　ユズハが一気に飛び上がる。閃光の周りを飛び、その姿がみるみる小さくなっていく。

　閃光の先が人造棺の真正面に激突し――破裂して、天が、光に覆われた。

　白に満たされた天のあちこちで雷鳴が轟とどろき、雷がほとばしる。

　風圧が全身を叩たたき付け、俺は必死で足を踏ん張りながら、なおも魔槍にシードを送る。

　ドドドドオオオオォォォ…………。

　次の瞬間、大地が崩れ去るような轟音が響き渡る。

　見上げると、一瞬、光の中に、黒い刃のきらめきが見えた気がした。

　鳴り響いていた轟が、徐々に引いていく。

　音が静まりゆくと同時に、天に広がっていた光が薄まっていく。

　厚く広がっていた雲は散り散りになって漂い、満天の星空が広がっている。

　そこには……あの、赤黒く輝く、巨大な人造棺ひつぎの姿は、もうなかった。

　しんと静まり返っていた。

　ふと街にいる誰だれかが、解放感にあふれた叫び声を上げた。

　それは瞬またたく間に王都中に広がり、歓喜の声の大合唱となる。

「ユズハ……」

　俺おれは王都の歓声を聞きながら、静かな夜空を見上げ続けた。

「街の声が聞こえるか！　これは、お前に向けた声だ！　死の姫を称える声なんだぞ！」

　音もなく、静寂にたたずむ星々の中に……羽ばたく、黒い翼が見えた。

　彼女はゆっくりと静かに、俺の前に舞い下りる。

　その両腕に、一つの黒い棺を抱えていた。

「光の姫の棺だ」

　ユズハは、静かな声で言った。

　千年前に目覚めた光の姫は、今再び、死の眠りについたのだ。

　魔ま槍そうゲイボルグは輝きを失い、描かれた文様は、強いエネルギーで焼け落ちたようにあちこちが崩れ去っていた。



    

  
    
      
　エピローグ



　戦いが終わって数日後。その日はすっかり晴れ渡った快晴の空だった。

　俺はその日も宿を抜け出すと、朝から水晶塔の周りの公園を一人で歩き回っていた。

「何を一人で散歩しておるのだ、レン」

　聞き慣れた声に呼び止められ、振り返るとユズハがいた。

「さては公園でいちゃつくカップルをのぞき見しようというのだな？　なんと下品な臣民であるかっ！　余は実に嘆かわしいぞ！」

「そんなんじゃねーよっ」

「……兄の姿を捜しておったのか？」

　自分でもわからない。捜していたのかもしれないし、そうじゃないのかもしれない。

「兄貴、死んだのかな」

「死体は見つかっておらぬのだろう？」

「今朝からいろいろ聞いて回ったけど、それらしい人間は見つかっていないってさ」

「……おぬしは、兄に生きていてほしいか？」

「それも、よくわかんねぇな。ただ……兄貴が、今みたいに変わっちまう前の兄貴が望んでいた街の姿がようやく戻ってきたんだ。それを見てほしいって思う。それを見れば、あいつも元の兄貴に戻るような、そんな気がするんだ」

　戦いの翌日、ログール帝国からの通達があり、皇帝による併合宣言は撤回された。あのとき皇帝は既に死んで、人造棺ひつぎとして生かされていたのだ。だから彼による宣言は無効だという理屈である。

　――もっとも噂うわさによれば、あの日の市民の反抗を目の当たりにして、ログールによる統治は容易ではないと判断したらしい。

「命の姫は、どうなったんだろうな」

「余も気にしておるが……人造棺に死を与えたとき、残されたのは光の姫の棺だけであった。たとえ死んでも姫の魂は不滅。命の姫の棺も、必ずどこかにあるはずなのだがのぅ」

　その棺も、どこかで見つかったという噂すら聞かない。

　一方光の姫の棺は、再び水晶塔の中心部に安置されることになったそうだ。魔ま槍そうゲイボルグは、光の姫が棺に戻ると同時に文様が崩れ落ち、その機能を停止した。

　馬車が一台近づいて、俺おれたちの前で止まる。収容所から脱出したときに乗った、あの馬車だ。御者台にラ・シェーヌが座っていた。

　馬車の後ろの扉が開き、中からコーフィーとルミサが出てきた。

「よっ、レン！　あたいらそろそろ島に帰るから、お別れ言おうと思ってたんだ」

　山脈に囲まれた王都には、港はない。そこで近くの港町まで、馬車で移動するそうだ。

「もう帰るのか。今回は助けに来てくれて、ありがとな」

「なぁに、困ったときはお互いさま。またいつでも呼んでよ」

　コーフィーがドンと胸を叩たたいた。

「わたしは、のちほど今回の経費を請求させていただきますのよ」

　ラ・シェーヌは頭に大金が渦巻くような笑顔を浮かべる。

「お、お手柔らかに頼むよ。――ルミサも、一緒に戻るのか？」

「うん。また島の調査団に戻るわ。十日もしたら帰るから」

　ふと、ユズハが俺の後ろでじっと隠れているのに気づいた。

「……どうしたんだよ、ユズハ。お別れで、ガラにもなく照れてんのか？」

　けどユズハは、なんだか非常に気まずそーな渋った顔である。

　馬車の中から、青いスカートをひらひらさせた、もう一人の少女が飛び出てきた。

　十歳くらいにも見える低い背の、短髪を結んだ快活そうな女の子。

「……誰だれ？」

　コーフィーに聞くと、彼女はちょっと困ったように苦笑を浮かべた。

「水の姫さま、だよ。あたいが棺を目覚めさせたら、彼女の姿になったんだ」

「えっ、あれが……水の姫……？　だってユズハやホノカの姉なんだろ？」

「ちっちっちー！」

　聞いていた水の姫は人差し指を横に振った。……ちー？

「姫の姿と年齢は関係ないっちー。ミナモはこう見えても、すごーくオトナだっちー」

　ミナモというのが、彼女の名前らしい。

「あーっ、ユズハっちー、見つけたっちー！」

　てくてくとユズハのところへ走ると、彼女の頭を脇わきに抱え髪の毛をぐしぐしし始めた。

「あうーっ、ミナモ姉さま、やめるのだーっ」

　ユズハは両手をバタバタさせて抵抗する。

「ユズハっち、久しぶりだっちー！　何度見てもしけたツラだっちー！　もっとミナモみたいに元気よくするっちー。ほーら、ぐわっちーぐわっちー！」

「あーうーっ、こ、こらレン、見てないで助けれーっ！」

　髪の毛を引っかき回され、ユズハは涙目でもがき続ける。

　……ユズハが水の姫と仲が悪いって言ってたの、こういうことかよ。



　それから俺おれとユズハは、ハーネルさんとアナさんの夫婦が経営するケーキ店、プルーラベルにやって来た。なんでも今日が、新装開店の日らしい。

　王都の文様師が立ち上がって、ログールに文様禁止令の解除を迫り、渋々ながらも受け入れられた。

　店では文様のオーブンによるケーキ作りが再開され、本来の味に戻るのだとか。

「もう、レン遅ーいっ！　あんまり遅いから、先に注文しちゃうとこだったわよ」

　六人掛けのテーブル席に座っていたマルシェが、怒った声を出す。

「悪い悪い。ちょっと、街を歩いてて」

　マルシェと一緒に、ホノカとザイクス、それにフニュも席についていた。

　俺とユズハも同じテーブルの席に座る。

　店の奥では、ハーネルさんとアナさんの夫妻が忙しそうに立ち働いていた。

「うーむ、楽しみだのぅ。ようやく三つ星のすいーつが味わえるのだ」

「ふーいにゅう～」

　ユズハはフニュと一緒になって、手をすりすりしながら待ち遠しそうな顔をする。

「まぁ。そっくりな顔して。慌あわてなくても、ケーキは逃げませんよ」

　ホノカがうふふと笑い声を上げた。

「ホノカ姉さまもよく味わうのだぞ。明日は二人でお勧めコースの食べ歩きなのだ～」

「それにしても、ザイクスまで来るなんて珍しいな。意外とケーキ好きなのか？」

　窓際に座り、外を眺めていた彼に向かって言う。

「ボクはホノカのお供さ。彼女を無事、ケルズの街に送るまでが役目だからね」

　それから俺は店内を見回した。数組の客がいるが、その中に彼女の姿はない。

「――クレスは来てないのか。この店の常連らしいんだけど」

「姉さんは、今日は仕事があるってさ」

　何しろ傭よう兵へい団のリーダーだしな。あんな大騒ぎの後だし、いろいろ忙しいんだろうな。

「あの……同席してもよろしいでしょうか」

　ふと声がして振り返ると、目ま深ぶかに頭ず巾きんをかぶり、杖つえをついた婆さんが立っている。

「って、その姿……リヴィア女王!?」

　しーっと、彼女は人差し指を口に当てた。

「この格好で、お忍びでいろんなお店を回るのが好きなんです」

　空いた席に腰掛けながら、リヴィア女王はいたずらっぽく笑った。

「ほぅ、ヘタレ女王も食べ歩きとな。どれ、お勧めすいーつ店があるなら聞いてやらんでもないぞ。ほれ、遠慮せず余に教えてみれ」

　食べ歩きマップを広げながら、エラソーにユズハが言う。

「ところでそのあだ名は、確定なのでしょうか……」

　リヴィア女王はしゅんとうつむいた。

「さぁーて、何を食べよっかな」

　マルシェがうきうきとメニューを開き、ユズハとフニュが覗のぞきこむ。

「余はこのチョコレートマウンテンというのにするぞ！」

「ふいふい～にゅ！」

　ちょうどそのとき、店のウェイトレスがやって来て、テーブルの横に立った。

「いらっしゃいませーっ！　ご注文はお決まりでしょうかー、ご主人さまっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　若々しい、はつらつとした声。新人のウェイトレスなのかな？

　露出度の高いメイド服を思い出し、内心ちょっとドギマギしながら彼女のほうを見た。

「…………えっ」

　目が合い、その場の全員が固まった。

　俺おれたちの目の前で、胸元の大きく開いた短いスカートのメイド服を着て、引きつった笑みを浮かべている……クレスがいた。

「クレス……？　いったい何を……」

「そ、その……傭よう兵へい団も仕事が減りそうだし……新しい仕事でもと思ってな……」

「けどなんでこの店で……。それにその格好……」

　クレスは胸元とスカートの端を押さえ、真まっ赤かな顔でモジモジした。

「い、一度、このかわいらしい服を……着てみたかったのだ……。悪いか……」

　唖あ然ぜんとする一同の前で、クレスは一人、うれしそうな恥ずかしそうな顔で身もだえし続けるのだった。





　王都への旅から戻った十日ほど後。俺とユズハは、文様師ギルドのアーグレィ総裁に呼ばれた。執務室に入ると総裁は忙しそうに、鞄かばんに着替えの服や書類を詰めこんでいた。

「どうしたんですか？　どこかへ旅行でも？」

「明日から王都へ行くんじゃよ。ワシはしばらく留守にするからな。レン君もホノカ姫さまのこと、よろしく頼むぞ」

「ほほぉ、じじいも食べ歩きに行くのか！　なら、余が作った特製食べ歩きマップを貸してやらんでもないぞ。隠れた名店までしっかり網羅しておるのだ！」

「もう、ユズハったら本当に一日中食べ歩きするんだから」

　アーグレィ総裁の隣にいたホノカが苦笑した。

　彼女はユズハに連れられて、王都中のケーキ店を片っ端から連れ回されたらしい。

「まったく、護衛するボクの苦労も考えてほしいものだね」

　ホノカの横で、ザイクスが呆あきれた顔をして肩をすくめる。

「い、いえ、ユズハ姫さま、決して食べ歩きに行くわけではありませぬ……」

　総裁はユズハに食べ歩きマップを押しつけられそうになり、困惑の表情を浮かべた。

「もしかして総裁、王室の用事ですか？」

　光の姫が棺ひつぎに戻り、人知れず存在していたフィアナ王国の真の女王はいなくなった。

　そして同時にログール皇帝の圧力もなくなった今、王室は王都再建のため、リヴィア女王を改めて正式な女王に任命したのである。

「国中の街の長が集まり、リヴィア女王を支援するんじゃよ。女王はまだお若いうえ、今までは光の姫さまのお言葉を伝えるだけじゃったからの。皆でお支えするのじゃ」

　アーグレィ総裁は言うと、ユズハの顔を見た。

「それで伝え聞くところによりますと……王都では、落下する人造棺ひつぎから街を救った、謎なぞの姫の存在が噂うわさとなって持ちきりじゃそうでして……」

「ふむ。余のかっくいい姿を皆が注目しておったからの～。もっと近くで見せてやれんことが、残念だったのぅ」

「それでユズハ姫さまのことを、広く国民に知らせる時期ではないかと思うのです」

「ユズハが死の姫だって、みんなに発表するんですか!?」

　思わす声を上げて、総裁に聞き返した。

　ホノカの歓迎のパーティーを開いたように、ユズハも姫として国中に知られ、尊敬される立場になるのだろうか。

「どうしたのじゃ、レン君。浮かない顔をして」

「あっ、いえ……。なんかユズハには似合わないなーって……」

「何が似合わんと!?　余が姫と知ったらの、街を歩けばサインをせがまれ、握手をねだられ、呼びかける声援に手を振って応えねばならぬようになるのだぞ！」

　ユズハは二つ返事でうなずくかと思いきや、意外にも腕を組んで考え始めた。

「しかしのぅ……。うーむ、今はひとまず遠慮しておくかのぅ」

　アーグレィ総裁は驚いた顔でユズハを見つめた。

「そ、それはまたなぜですか!?　もし先日のパーティーでご不満でしたら、ユズハ姫さまのために、国中のスイーツを集めさせた豪華パーティーを催しますぞ！」

「ぬ。そのパーティーは開くべきであるが、余の立場はこれまでどおりでよい」

「どうしたんだよ、ユズハ。らしくないな」

「命の姫の行方ゆくえも気になるしのぅ。まだ見つかってない棺もある。余の存在を知らしめるには、時期尚しよう早そうと判断したのだ。大人の事情ってやつであるぞ」

「なるほど。ユズハ姫さまのおっしゃることも、もっともです。では、ユズハ姫さまのお立場はこれまでと変わらぬということで……」

　それを聞いて、俺おれはなぜか、妙に安心するのだった。

「しかしな、じじい。豪華すいーつパーティーはすぐに開催するのだ。必ずだぞ！」

「け、けれど、それはユズハ姫さまのご存在を国民にお示しする場としての……」

「なぬっ!?　そんなことで姫への信仰を示せると思うのか！　ほれ、参考に余の作った食べ歩きマップを貸してやる。ありがたく拝するがよい！」

　アーグレィ総裁、すっかり困った顔になってるよ。

　なんだか用事も済んだようだし、俺はそっと執務室を出ようと、扉に向かった。

「そうじゃ、レン君。言い忘れるところじゃった」

　総裁が思い出したように俺に振り返る。

「は、はい？　まだ何か……？」

「レン君。前にも言ったが、君の本業は学業じゃ。結果はどうあれ今回も無断で王都行きをして、感心できんことじゃ。何日も授業をサボったじゃろう」

「で、でもそれはマルシェやルミサも同じじゃないですか。俺おればっかり怒られても……」

「はぁ～い、呼んだ？　レン」

「レンくん、わたしに何か用？」

　ギルド学校の制服を着たマルシェとルミサが扉を開け、執務室に入ってきた。

「どうしたんだよ、二人とも」

　マルシェとルミサはそれぞれ手に厚い紙の束を持っていて、総裁の前に歩く。

「ダロウ島の古代遺跡に関するレポートをまとめました」

　ルミサが言って、紙の束を差し出した。

　遺跡調査から帰ったばかりのはずなのに……あれ全部、レポート？

「あたしは、フィンⅠ世の治政を中心に、王都の歴史について書きました」

　マルシェが同じように提出する。そんなの、いつの間に調べてたんだよ。

　アーグレィ総裁は二人の提出物をパラパラとめくり、満足そうにうなずいた。

「うむ。大変よく書けておりそうじゃな。王都への旅すがら、じっくり読ませてもらうとするぞ。二人とも、今期の成績が実に楽しみじゃ」

　それから、アーグレィ総裁は改めて俺の顔を見た。

「……それに引き替え、レン君は休学中の勉強を取り戻すことは、しておるのかね？」

「も、もちろんですよ！　俺もものすげぇレポートを……書けたらいいなぁーって……」

　アーグレィ総裁の目が険しくなる。

「そんなことじゃろうと思ったよ」

　そう言って総裁は、机の中から、マルシェとルミサのレポートを合わせたくらいぶ厚い紙の束を取り出し、ポンと俺に手渡した。

「……なんですか？　これ」

「特製文様学ドリルじゃ。ワシが帰るまでに、全すべて終わらせておくように。よいな？」

　ずっしりと両手に重い問題集を抱え、顔からどんどん血の気が引く俺だった。





「さて、余は今日も優雅にごろごろするかのぉ～」

　休日の午後。俺の部屋でユズハは床にうつ伏せに寝そべり、手足を大きく投げ出した。

「ふいにゅ～」

　陽ひ当あたりがいいのか、フニュはユズハの背中に乗って手足を広げる。

「昼寝はいいけど、俺の身にもなってくれよ。これじゃ毎日勉強漬けじゃねぇか」

　机の前で一向に減らない問題集の山と格闘しながら、俺はため息をついた。

「ぼやくでない。心配するでないぞ。おぬしの分まで存分にごろごろしてやるからな」

「ふいふい～」

「勝手なこと言ってんだから。――なぁユズハ。どうして、アーグレィ総裁がユズハのことを公表するって言ったの断ったんだ？　本当に、他の姫の棺ひつぎを気にして、なのか？」

「そうだのぉ……。余のことが知られたら、こうして毎日のんびりすることもできんではないか。もう少し、こんな生活もいいのではないかと思ったのだ」

　それからしばらくして、くかーっというユズハの寝息と、すぴーっというフニュの寝息が妙なハーモニーを奏でながら聞こえてくる。

　振り返って見ると、亀かめの親子みたいに重なり合って、ユズハとフニュが眠っていた。

　ユズハの体に描かれた、俺おれの文様。そのせいで、ユズハの体にいくつか、細かな変化が起こったという。ほとんどは取るに足らない小さな変化らしいのだが、一番大きな変化は――こうして眠っても、棺ひつぎの姿に戻らなくなったことだ。

　ユズハは少女の姿のまま、気持ちよさそうに寝息を立てている。

　俺は立ち上がって、そっと彼女たちに毛布をかけてやった。

　それから、秋の陽ひ射ざしに包まれた窓の外を見た。

　ノイドは姿を消したけど、両親は、彼はまだどこかで生きていると信じてる。

　俺も、なんだかそんな気がしている。

　ユズハと出会ってから、いろんなことがあった。いいことも悪いことも。

　しかし結局、俺の生活は、何かが大きく変わったわけじゃない。

　相変わらず貧乏で、学校の勉強や、親方の手伝い仕事に追われてて……。

　だけど、何かが確実に変わった気がする。

　それが何か、うまく言い表せないけれど……ユズハの言葉を借りて言うなら、

　こんな生活もいいんじゃないかって、思えるようになったんだ。



「ふあ～ぁ」

　夕方、勉強を一区切りさせて台所にいると、昼寝から覚めたユズハとフニュが大口のあくびをして入ってきた。

「今日も一生懸命ごろごろしたら、腹が減ったぞ～」

「ふいふいにゃあ～」

「……お前たちは、寝ることと食うことしか興味ないのかよ」

　そのとき俺が持っていた木箱をユズハが目ざとく見つけた。

「お！　レン、なんだそれは!?　甘い匂においがするぞ！」

「クレスが送ってくれたんだよ。あのケーキ店の新商品なんだってさ」

　木箱の中には、チョコでコーティングされた焼き菓子が十個並んでいる。

「おぉ！　おしゃれなすいーつだのぉ～。では、さっそく食そうではないか」

　ユズハはテーブルに身を乗り出し、フニュも駆け上がってきた。

「だから慌あわてるなって。もったいないからゆっくり食おうぜ。ほら、一個ずつ仲良くな」

　俺は自分の分と、ユズハとフニュの分の菓子を一個ずつ取り出して配る。

「それじゃあ、いただきま～す」

　菓子を手に、みんなで一斉に口を開けた。

　食べると、甘さの中に少しの苦にがみがきいた味わいが口に広がる。

「……おっ、なかなかうめぇな。甘さも控えめでいい感じだぜ」

「ふいにゅ。ふい～」

「フニュも気に入ったか？　ちょっと大人の味って感じだよな。……ユズハはどうだ？」

　見ると、ユズハは食べかけた菓子を片手に、何やら眉まゆをしかめている。

「……気に入らなかったのかよ？」

　するとユズハはギクッとした顔で、額に汗をかき始めた。

「なっ、そ、そんなことはないぞ！　実に美う味まいではないか！　ほぅれ」

　菓子の残りを、ポイッと口の中に放りこむ。

　一口噛かんで、ユズハの動きがピキーンと固まった。

「ぬっ……」

　少し青ざめた顔で冷や汗を浮かべ、ほおに手を当てる。

「どうしたんだよ、ユズハ？」

「な、なんでもない、なんでもないぞっ……」

　ほおをさすりながら、必死で何かを隠すように首を横に振った。

「まさかユズハ……歯が痛いんじゃないだろうな？」

　ギクゥッ！とユズハは背筋を張った。

「図星かよ。甘いもんばかり食ってるからそうなるんだ。早く治したほうがいいぞ」

「な、何を言うかっ。余は全然平気だっ。ほれ、もう一個食わせろ」

　手を伸ばしたユズハの前で、俺おれは菓子箱をサッと取り上げた。

「ダーメ。虫歯治してからにしろってば。――けど、早く食べないと悪くなっちまうしな。どうしようか……」

　俺はフニュと顔を見合わせた。

「俺たちで食うしかないか」

「ふいにゅ！」

　ユズハは額に汗をタラタラかきながら、全身をピクピクと震わせた。

「きっ、貴様ら……そんな、そんなことが許されると思うのかぁっ!!」

「仕方ねぇじゃん！　虫歯が悪くなったらどうすんだ!?　治ったらまた買ってやるから」

「うるさいうるさいっ！　すいーつを寄こせっ！」

　ユズハはほおを真まっ赤かにに腫はらした顔で飛びかかってくる。

「こ、こらっ！　全部横取りする気かよっ！　ほれフニュ、パスだ！　逃げろっ！」

「ふにゃっ、ふいふいにゃ～っ!!」

　木箱をくわえてダッシュするフニュを、ユズハは俺の胸ぐらをつかんだまま、涙目になって追いかけた。

「ま、待つのだっ！　くの、くのくの、ぶ、ぶれ、無礼者どもがァッ!!」



    

  
    
      
あとがき



　こんにちは、田た口ぐち一はじめです。

　本シリーズのマスコットキャラクターといえば、古代のホムンクルス『フニュ』。

　フニュかわいいですね～フニュ。前巻ではちゃっかりアンケートハガキにまで出張しておりました。

　前巻でも登場したとおり、フニュには同じホムンクルスの仲間がたくさんいます。彼らは普段、どんな生活をして、どんな会話をしているのでしょう？

　そこで今回は『フニュと仲間たち』による特別座談会を開催いたします！

「ふにゅ？」「ふいにゅ！」「ふにゅう～ん……」「ふに！　ふにゅっ!!」「ふいにゃーんっ！」「ふにゃん、ふにゃんっ!!」「ふいにゅっ！」「ふにゅん……」「ふいにゅ！」

　……座談会はあと十ページ分ほど続くのですが、担当様が恐ろしい目でこちらを睨にらんでいる気がするので、残念ながらここまでにしたいと思います。



　フニュは現在レンの家で飼われていますが、皆さんはペットを飼ったことはあるでしょうか？

　私は子供のころ、何度かペットを飼ったことがあります。犬や猫といった大きな動物ではないのですが、モルモットや金魚などの小動物を飼っていました。あ、あと近所の池でスルメをエサに釣ってきたアメリカザリガニとか。

　しかし小動物とはいえ、飼ってみると動物には不思議なことがいっぱいです。

　なぜモルモットはすぐに部屋の電気コードをかじってしまうのかとか、なんで金魚すくいの金魚はあんなにでかく育つのかとか、どうして水槽のアメリカザリガニはすぐ共食いを始めてしまうのかとか……。

　ペットを飼うというのは、なかなか大変なものです。



　今巻でも挿絵を担当してくださいましたをん様。女の子はもちろん、フニュも非常にかわいい！　今回はカラーイラストもいっそう豪華でうれしいです。

「マスコットキャラとか出してみない？」とアイディアをくださった担当編集様を始め、編集部およびメディアファクトリー社の皆様。今巻でもお世話になりました。

　出版、流通の担当様、書店の皆様。未だに新刊の度にドキドキしながらお店を回ってしまう小心者ですが、どうぞ今後ともよろしくお願いいたします。

　そして何よりも、今巻でもお付き合いくださいました読者の皆様。無事に本シリーズの三巻を刊行できたのも、ひとえに皆様のおかげです。

　それではまた、再会できることを楽しみにしています！



田口一



    

  
    
      　著者

　田口一（たぐち・はじめ）

　　名古屋出身で東京在住。『魔女ルミカの赤い糸』で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の佳作を受賞。同シリーズの１～４巻を刊行。

　　新型ゲーム機を買ったはいいけどなかなか遊ぶ時間がなく、その反動か休みの日にちょっと息抜きで始めたつもりがそのまま一日中遊び続けてしまい、しまった今日一日何やってたんだとガックリする今日この頃。



　イラスト

　をん

　　福岡在住。趣味は料理と釣り。

　　引き続き挿絵を担当させて頂きました。

　　とにかく全力で頑張りまス。

　　ＨＰ：‥ＡＺ／ＨＹＢＲＩＤ

　　http://ashybrid.nobody.jp/
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